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（午前 ９時56分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。ただいまから、平成

21年第１回久米島町議会臨時議会を開催しま

す。

これより、本日の会議を開きます。

日程にはいる前に報告します。７番喜久里

猛議員から欠席の届けがありました。

本日の議事日程はあらかじめお手元に配付

したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、12番翁長学議員、13番平

良義徳議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 山里昌輝

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時議会の会期は、本日２月16日の１日

間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間と決定しました。

日程第３ 久米島町出産・子育て支援基金

設置条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議案第２号、久米島町出産・子

育て支援基金設置条例についてを議題としま

す。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第２

号、久米島町出産・子育て支援基金設置条例。

上記議案を提出する。

平成21年２月16日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町出産・子育て支援基金設置条例

第１条（設置の目的）

子どもを安心して出産できる環境整備、

安心して子育てができる体制整備を行うた

め、久米島町出産・子育て支援基金（以下

「基金」）を設置する。

第２条（基金の額）

基金の額は、久米島町が交付を受ける地

域活性化生活対策臨時交付金の額とする。

第３条（管理）

基金に属する現金は、金融機関への預金

その他最も確実かつ有利な方法により保管

しなければならない。

第４条（運用益の処理）

基金の運用から生じる利益は一般会計歳

入歳出予算に計上して、この基金に編入す

るものとする。

第５条（処分）

基金は久米島町が行う出産助成事業及び

保育所遊具購入に充てる限り、これを処分

することができる。

第６条（委任）

この条例の施行に関し必要な事項は町長

が別に定める。
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附則１（施行期日）

この条例は平成21年４月１日から施行す

る。

附則２（この条例の失効）

この条例は平成22年３月31日限りその効

力を失う。この場合において基金に残額が

あるときは、当該基金の残高を予算に計上

し、国庫に納付するものとする。

提案理由

地域活性化生活対策臨時交付金事業として

実施する出産・子育て支援に要する事業費に

おいて積算を見込みで行っていることから、

年度内での変更が予想され、財源を弾力的に

活用できるように基金を設置する必要があ

る。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

この事業につきましては単年度、いわゆる

21年度４月１日から22年３月31日の１カ年で

すね。これは補正予算に計上されていますが、

なぜ単年度なのに基金造成しなくてはいけな

いのか、その理由をお聞きします。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。この事業については国の第

２次補正予算の事業でありまして、本来であ

りますと20年度の事業として執行するという

ことなんですけれども、これについては基金

に積み立てをして、21年度に基金を取り崩し

て、21年度事業として実施するというかたち

にしております。

それと、他のハード事業とか、そういう面

については繰り越しというかたちで処理する

んですが、これについては町の出産、生まれ

てくる人に対応するために、まだ分からない

わけです何名生まれてくるか。しかし20年度

であれば既に生まれている人に対して支出す

るというかたちになりますので、基金に積み

立てておかないと、こういうはっきりしてい

ないものに支出ができないということで基金

を設けないといけないということで、今回基

金を設置するということになります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

20年度の事業であるんだけど21年度から実

施するということで、20年度内に子供が生ま

れた者については該当しないということです

か。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

20年度の分については、20年度間に生まれ

た者については、一次補正の、12月に補正し

た事業でその分は対応していくということで

す。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

この件につきましては、国が今回地域活性

化生活対策臨時交付金として2億6千万円、町
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に交付しているわけですね。その内から子育

て関係の予算にもつかいますよと。それでも

って条例を制定しますと、こういうことです

よね。

これに関連して、我々は皆さま方が議員に

対して、２月９日事務連絡として、この内容

について文書を発送しているわけですが、こ

れが去年の12月24日、皆さん方は県を経由し

てファイルで受け取っているわけですが、既

に今年の２月６日には総務省に対して実施計

画書を提出しているわけですね。

その間にやはり議員に対しても、特別な大

きな予算であるために知らせるべきではなか

ったかと思いますけれども、どうですか。知

恵を借りたいという意味で通知すべきであっ

たんではないかな、こういうことです。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

町として今回この事業の対応は、これまで

議会で一般質問とかいろんな要望がある分に

ついては出来るだけ反映させようということ

で議会の意見を尊重しようということも含ま

れております。それで、議会にこういうこと

があるのでいろいろ意見を出してくれという

ことはやってないんですけれど、各関係団体

に対しては、課を通じて意見を取りまとめる

ようにということを出して、今回こういうか

たちにまとまっているということでありま

す。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

ですから、12月26日ですか、我々に事務連

絡として通知しているのが、今年の２月９日

ですよね。その間にでも各議員の問題提起す

べきところはあるのかということを聴取すれ

ばよかったのになと、こういうふうに考えて

おります。2億6千万円というのは非常に高額

な交付金ということで、今から言っても始ま

りませんけれども、そういうようなかたちで

今後は対応してほしいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第２号、久米島町出産・子

育て支援基金設置条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第２号、久米

島町出産・子育て支援基金設置条例について

は、原案のとおり可決されました。

日程第４ 久米島町老人福祉支援基金設置

条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第４、議案第３号、久米島町老人福祉

支援基金設置条例についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）
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○ 副町長 大田治雄

議案第３号、久米島町老人福祉支援基金設

置条例。

上記議案を提出する。

平成21年２月16日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町老人福祉支援基金設置条例

第１条（設置目的）

高齢者が安心して暮らせる体制整備を行

うため、久米島町老人福祉支援基金（以下

「基金」という。）を設置する。

第２条（基金の額）

基金の額は、久米島町が交付を受ける地

域活性化生活対策臨時交付金の額とする。

第３条（管理）

基金に属する現金は、金融機関への預金

その他最も確実かつ有利な方法により保管

しなければならない。

第４条（運用益の処理）

基金の運用から生じる利益は一般会計歳

入歳出予算に計上して、この基金に編入す

るものとする。

第５条（処分）

基金は久米島町が行う老人福祉施設整備

事業及び在宅高齢者支援として整備する

（「緊急通報システム導入、65歳以上を対

象にする）肺炎球菌ワクチン予防接種への

助成に充てる限り、これを処分することが

できる。

第６条（委任）

この条例の施行に関し必要な事項は町長

が別に定める。

附則１（施行期日）

この条例は平成21年４月１日から施行す

る。

附則２（この条例の失効）

この条例は平成22年３月31日限りその効

力を失う。この場合において基金に残額が

あるときは、当該基金の残高を予算に計上

し、国庫に納付するものとする。

提案理由

地域活性化生活対策臨時交付金事業として

実施する老人福祉支援に要する事業費におい

て積算を見込みで行っていることから、年度

内での変更が予想され、財源を弾力的に活用

できるよう基金を設置する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

この老人福祉支援基金ということなんです

が、現在私は広域連合の議員もやっている。

その中で疑問をもっているのは、いろんな事

業があるわけなんです。それにも関わらずあ

えて老人福祉の基金を設けるということはど

ういうことなのか。それに対して行政の方が

本当に対応しているかどうか疑問なところが

ある。意見を聞きたい。

○ 議長 山里昌輝

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

お答えいたします。介護保険事業ではいろ

んな事業があるわけですが、今回計上してあ

るのは介護保険で対応できない事業です。介

護保険事業では面的な整備事業が対象になっ
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てくるわけですが、今回、介護保険事業で通

所型のデイサービスとか、偏っているもので

すから、そのへん偏らないように公共施設を

増改築して事業の中で対応できる部分を補助

していきたいということで予算を計上してあ

ります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

基金条例の処分、５条、在宅高齢者支援と

いうことで括弧書きで緊急通報システムの導

入ということでありますが、既に調査されて

だいたいどの程度だという数字は掴んでいる

と思いますが、どういったかたちの通報シス

テムなのか。そして受ける側はどこなのか、

役場なのか消防なのか。

○ 議長 山里昌輝

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

緊急通報システムなんですが、約400世帯

を独居老人世帯を予定しております。

緊急通報装置として無線式押しボタン、そ

して有線式火災センターの対応とかを考えて

おります。

役場の方で対応いたします。消防の方とは

細かい詰めは今後協議をしたいと思っており

ます。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

システムについても、有線とか無線とかそ

こがはっきりしなかったものだから、もう一

度お願いします。

○ 議長 山里昌輝

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

有線式ボタンなんですが、これは番号があ

って、例えば１番を押したら親族にまず最初

に通報すると。そして２番目を押した場合に

は消防、若しくは役場に通報がいくとか、そ

ういうようなかたちで直接回線が届くような

対応になっております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今、県内で実施されている市町村は何カ所

ありますか。

○ 議長 山里昌輝

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

本土の方ではそういったような対応をして

おりますが、県内ではまだやっていないとこ

ろが多いんじゃないかなと思っております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

まず、議案に反対者の発言を許します。

○ 議長 山里昌輝

次に、原案に賛成者の発言を許します。

他に討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで討論を終わります。

これから、議案第３号、久米島町老人福祉

支援基金設置条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）
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○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第３号、久米

島町老人福祉支援基金設置条例については、

原案のとおり可決されました。

日程第５ 議決内容の一部変更について

（カンジン貯水池周辺整備工事

請負契約）

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第４号、議決内容の一部変

更について（カンジン貯水池周辺整備工事請

負契約）を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第４号、議決内容の一部変更について。

平成20年第６回久米島町議会定例会で議案第

43号をもって議決された（カンジン貯水池周

辺整備工事請負契約）についての一部を次の

とおり変更することについて、地方自治法第

96条第１項第５号の規定により、議会の議決

を求める。

記

「請負金額73,873,800円」を「請負金額95,8

34,000円」に変更する。

平成21年２月16日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

カンジン貯水池周辺整備工事について設計

の一部変更及び追加工事により変更契約を締

結して執行する必要が生じたので、久米島町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

次ページに変更箇所の対照表、元設計、変

設計のそれぞれ数量を明記しております。そ

の次に改定契約書の資料を添付しておりま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

請負金額ですが、その差額が2千300万円と

いうような差額となっております。いろいろ

新しい元設計と変更設計を見ますとだいぶ大

事なことも入っておりますけれども、これは

2千300万円の差額というのは、どういった内

容のものでやっていますか。それが１点目。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

今回の変更契約の額は入札残による改定契

約となっております。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

２点目は、本件の請負業者、これはひらた

産業ということでありますけれども、その下

請けがあると聞いておりますが、そういった

のは把握されておりますか。もし、下請業者

が分かっていれば、その所在地は沖縄本島在

住の業者なのか、久米島在住なのかというこ

とを聞かせてほしいと思います。
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法人税については、もし本島業者が下請け

になっていれば法人税はどういうような納付

措置になるのかということと。

３点目は、その下請けについて。もし本町

内の業者であれば、それに限定できるような

手法はなかったのか、手立てはなかったのか

というこの３点について質問をいたします。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

まず、下請けがあるかどうかということで

すが、下請けはありません。下請けをするの

であればきちんと契約をして、町の方に届出

が必要なんですけれども、それはやってませ

んので、我々の見方としては下請け業者はな

いということで判断をしております。

２番、３番目は関連しますが、島外の業者、

例えば下請けするとなると、その税金がどう

のこうのという話があるんですが、基本的に

は地元に事業所がないと町への納税関係に関

してはありません。

３番目ですが、本来、下請けに出す、受け

るということに関しては、その会社そのもの

が特定建設業の資格がないと下請けに出すこ

ともできないし受けることもできない。今、

島内の業者でそういう特定建設業の資格をも

っているのは数社しかないということなの

で、我々はその下請けがきちんとやったとい

う届けにより、その資格に対してのチェック

はするんですけれども、最近はそういう事例

はあまりなく、下請けをきちんとやっている

という事例はほとんどないということです。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

私の情報では、沖縄本島在住の業者が下請

けをしているという情報は得ております。こ

れは後で確認をしてチェックをしていただき

たいと思っております。やはり我々の方とし

てはなるべく法人税が町に落ちるような、納

付できるような手立てが必要じゃないかと。

こういうことを申し上げて質問は終わりま

す。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

この変更箇所についてですが、元設計はゼ

ロで変更箇所でやられている給水管の敷設工

事がほとんどとなっておりますが、これは最

初は入っていなかったのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

元々は全体設計の中には入っていたんです

が、予算の関係で次年度という計画にはなっ

ていたんですが、今回たまたま大きな入札残

が出たものですから、来年以降やる工事を先

取りして今年発注したということです。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第４号、議決内容の一部変

更について（カンジン貯水池周辺整備工事請

負契約）を採決します。
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本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員多数です。従って、議案第４号、議決

内容の一部変更について（カンジン貯水池周

辺整備工事請負契約）は、原案のとおり可決

されました。

日程第６ 平成20年度久米島町一般会計補

正予算（第５号）について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、議案第１号、久米島町一般会計

補正予算（第５号）についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第１号、平成20年度久米島町一般会計

補正予算（第５号）の概要についてご説明申

し上げます。

久米島町一般会計補正予算（第５号）の概

要は、歳入歳出予算ともに2億8千144万4千円

を追加し、歳入歳出総額68億8千686万7千円

といたします。

今補正予算につきましては、国の補正予算

第２号により閣議決定されました地域活性化

生活臨時交付金が主な事業となっておりま

す。

予算書の７ページをお開きになってくださ

い。歳入においては地域活性化生活対策臨時

交付金が2億6千614万6千円となっておりま

す。また、12月定例議会により予算計上して

います定額給付金についても、その事務にか

かる費用については全額国庫補助となること

から、事務費充当分として512万5千円を追加

計上しております。

子育て応援特別手当て交付金として1千9万

1千円を計上しております。こちらも国の補

正予算（第２号）により決定した事業となっ

ており、小学校就学前４歳から６歳の第２子

以降の子を対象に子育て応援特別手当て（3

万6千円）を支給することにより、子育て家

庭に対する生活安心の確保を図る目的として

おります。

予算書の９ページをお開きになってくださ

い。歳出につきましても、地域活性化・生活

対策臨時交付金の対象事業としまして、２款

の総務費に新たに地域活性化・生活対策費を

設け、1億9千592万円を計上しております。

内訳としましては、委託料5千417万8千円、

工事請負費8千376万9千円、備品購入費4千85

0万6千円、19節の負担金補助金及び交付金94

6万7千円となっております。この費目には全

体として30事業を予定しております。主な事

業としては、小中学校情報システム等充実強

化事業では情報通信基盤の整備充実及び離島

過疎対策として小中学校にパソコン等を導入

する事業となっております。また、危険箇所

及び優先順位等を勘案して、町道補修事業と

して宇根、儀間地区と、農道補修事業として

大田地区を予定しております。また、防犯灯

の設置事業も予定しております。

地域活性化・生活対策臨時交付金の対象事

業に予算措置することを目的として、福祉課

所管積立金の老人福祉基金2千428万円を計上

し、出産・子育て支援基金として1千577万5

千円。環境保全課所管の環境保全基金に1千8

61万6千円を計上しております。

これらの基金積立については翌年度平成21
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年度予算により取り崩し、対象事業に充当す

る予定であります。

以上が平成20年度久米島町一般会計補正予

算（第５号）の概要となっております。

平成21年２月16日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

バーデハウス久米島トリートメント棟増設

事業ということで2千438万9千円の事業費と

なっているんですが、現在の施設では小さい

ということですか。

それと、バーデハウスに関しては今までい

ろんな補助金が投入されているわけです。平

成16年から20年まで、例えば健康づくり推進

補助事業ということで17年度に１千万円で

す。18年度からは健康づくり推進補助金とい

うことで500万円と経営再建対策費補助金と

いうことで１千万円。毎年毎年補助されてき

ている。

当初の1億2千万円の借り入れもあるわけで

すよね。だから今までそういう資金を投入さ

れてきているんですが、総会の資料を見ます

と、17年度からの資料しかないんですが、収

支損益書、マイナス2千701万2千円の損失。1

8年はマイナス3千23万1千円。19年度はマイ

ナス4千280万円ということで、ずっとマイナ

スマイナスなんですよ。それにも関わらずま

たこの資金を投入して増設しようとしてい

る。

これは私たち議会も責任があると思うんで

す。これだけの資金を投入しても全然プラス

にはなっていないと。あるところでは活性化

になっているんだということで言っているん

ですが、本当に活性化になっているのかどう

か。活性化なっているんだったらいろんな税

金関係も上がるはずなんですが、それも全然

先が見えてこない。それにも関わらずまた新

しい棟を造ろうという、その神経がちょっと

おかしいんじゃないかと。そういうことで果

たしてこの新しい棟を造っていいかどうか疑

問を感じているんです。それをお答えくださ

い。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

バーデハウスにはプールゾーンとトリート

メントのゾーンがあって、そのトリートメン

ト棟の件ですが、今そこには施術できるベッ

ド数といいますか、それが２つで、１つは小

さいのがあるんですが、年間の利用として、

18年から20年までの３カ年間の状況として、

そのベッド数が少ないために、申込みに対応

できないという状況がずっと生じておりま

す。年間の断りの数が、18年度は1,254件、1

9年は1､065件、20年は12月現在のものとして

1,000件ぐらい。約平均して1,000件ぐらいが

申込みがあるんですが、時間的な対応ができ

ずに断っていると。

そのトリートメント棟については年間にし

て現在約200万円ぐらいの黒字であります。

そういうことも併せて、需要のある部分をも

っと拡大をして増築して、その対応をしてい

きたいと。それがまた経営改善にもつながる

ということで判断しております。
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○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

ベッド数が足りないということなんです

が、果たして増設しても将来的に見込みがあ

るかどうかが問題なんです。それを私たち議

会でこれを承認して、最終的に上手くいかな

かった場合には、僕らも責任をとらされるわ

けなんです。今までそういう破たんしている

ところは議会の責任がいっぱいあったんで

す。

そういう状態に久米島もなるんじゃないか

ということで私は懸念しているわけです。確

かに投資していい施設と、よくない施設とい

うのは今後議会も考えていかないと大変なこ

とになると思うんです。

今、大阪府の橋本知事は、それを徹底的に

やろうとしているわけです。だけど久米島町

の場合はまだまだあまいところがあると。将

来的にどうなるか分からない。観光にしろこ

んなに不景気だったら増える見込みない。そ

う考えた場合にまたこれに投資していいのか

どうか。そこが議会にも問われていると思う

んです。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

オープンしてからこれまでずっと資料等に

もありますとおり赤字が続いております。経

営改善に向けて省エネとか、そういうものも

含めて今いろんな事業を導入して努力してい

るところです。その効果が今徐々に出てきて

おります。今後においても特に光熱水費関係

のものについて、それを低減するようにとい

うことで考えております。

それから、平成19年度の決算書をお持ちだ

と思いますが、４千万円余りの赤字というこ

とです。今回の今現在の20年度の見込みとし

ては、約２千万円ほどはいろんな効果で、光

熱水費もしかり、コストの低減とか、そうい

うものの効果等で２千万円ほどは経営改善効

果が出る見込みとなっております。

そういうことで、町民の健康増進もしかり、

そして観光振興もしかり、ぜひ必要な施設と

いうことで捉えておりますので、ご理解をよ

ろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

今までずっとバーデに関しては質問してき

たんですが、今までバーデハウスの目的がど

うだったかと。観光客の誘客が目的だったん

ですよね。その次が健康増進ということで医

療費の軽減化、そういうのが見えてきていな

い。

そういうのをもっと私は前からちゃんと数

字を出せと言っているんですが、そういうの

も出さないで、ただ良くなっているとか、た

だうわべだけの数字にしかなっていない。徹

底的にまた６月定例議会で質問しますので、

それまでに誘客数は今までどれだけ増えて、

医療軽減化がどれだけになったかと、そこま

で数字をはっきり出してください。そうしな

いとこれはいつまでたっても久米島町のお荷

物になるのは目に見えていますから。

そういうことで町長も６月定例議会でまた

質問しますので、よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一
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３月定例議会だと思うんですが、今現在と

して、医療費の効果とか、そういうものにつ

いても議員から指摘があったように、それに

ついての分析を行おうとして、資料等につい

ては一つの医療費、個人個人といいますか、

利用者の医療費とかですが、その効果として

まとまらないのが、その期間に大きな病気に

なって病院に行かれた方たちとか、そういう

いろんな個人個人のものもあって、まだちゃ

んとした医療費についての効果が数字として

は出ていない状況ですが、それを利用された

方たちの言葉としては効果はあるということ

で理解しております。

それから、入域者についても平成20年度に

ついても、町民の利用もそうですけれど、観

光客の利用者も、今のところ20年度は全体で

５万人を超す予想をしております。詳しい資

料については３月議会に向けて揃えていきた

いと思います。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 10時38分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 10時46分）

８番幸地良雄。

○ ８番 幸地良雄議員

地域活性化生活対策計画表の中で、第１番

目に、防災拠点整備事業の中で非常用発電機

設置となっていますが、これは庁舎内にある

非常用なのか。そして、それは今あるんだけ

ど更に追加なのか。使えなくなって更新なの

か。

もう１点、この予算措置全体として非常に

分かりづらくされている部分があるんです。

既設の予算措置されている部分については、

この事業で対応する分については組み替えし

たのもあるし、そして既設の予算を削除して

総務費の17項に持ってきたのもあるし、非常

に煩雑になっている。なぜこれを分かりやす

くできなかったのか。２点説明お願いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

防災拠点整備事業についてお答えします。

この事業は、この仲里庁舎に非常用発電機が

設置されてはいるんですが、そのごく一部が

対象となっています。例えば、照明器具です

と各課１列だけとか、コンセントについても

ごく一部分しか使えないようになっていると

いうことで、今、台風で停電しますと、本来

この防災拠点となる役場庁舎がインターネッ

トも使えない、防災情報システムも使えない、

テレビも見れないという状況にございますの

で、基本的にはこの仲里庁舎のクーラーを除

く電源、これは例えば戸籍システムであると

か電算システムの部分も含めたかたちで全部

カバーできるようにやろうと考えています。

これは非常用対策と併せて、今は全部電算

化がどんどん進んでいますので、事故や災害

で例えば停電し、一週間復旧にかかるとした

場合でも、基本的にはこの総合行政システム、

電算システムが使えるようにというかたちで

考えております。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

２点目の質問にお答えします。今回の補正

で、これは科目をまとめたようなかたちで予

算を編成しております。例えば消防の方を削

減して２款に持ってきているとかやっていま

すが、これは繰り越しを見込んでやっていま
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すので、繰り越しした場合に款を超えての予

算の利用ができないという制約がありますの

で、同じ款にまとめておけば入札とかで余っ

た金は他の事業にまわすというようなことが

可能になるようにということで、その款をま

とめてあるということであります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄。

○ ８番 幸地良雄議員

そうであれば最初で説明しておけば見やす

かったんですよ。わざと見にくくしているか

と誤解を受けます。そういうやり方をすると。

結局、既設のものを組み替えされてそのまま

置いてあるのもあるし、削除してそこの17の

新しい目に、持ってきてあるもんだから、あ

れなんでどうしてかなというふうに思ったわ

けです。そういうことであれば分かりました。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

５点ほど質疑させていただきます。まず、

ＢＧのプールの改築についてでありますが、

これまで仲里地区の方ではＢＧを使ってきた

んですけれど、故障して長年使えなくて、議

会からも何度かこれを改修してほしいという

ことがあったんですけれども、予算が捻出で

きなくてそこを断念してきました。

今回この地域活性化で改修しようというも

のでありますが、改修することに対しては異

議はありませんが、しかし、今、幼少中の統

廃合の中で仲里地区においてのプールの整備

もその中に入れています。学校側、教育委員

会側とそこの話し合いができているのか。例

えば、そこに改修すると、今後、学校でもプ

ールの設置があり得るのか。学校側のプール

は設置しないのかどうか、そこをはっきりさ

せていただきたいということが１点目です。

次に、先ほど副町長からの提案理由の説明

の中で、防犯灯の設置をするということであ

りましたが、今回39カ所を予定している。そ

の場所、地区はどこになっているのかをお聞

きします。

それから、歴史文化をいかしたふるさと活

性化事業の中で、歌碑建立、どういった歌碑

の建立を予定しているのか、どの場所なのか、

そこをお聞かせいただきたいと思います。

今回の補正の中で備品購入が4千800万円余

り出されています。特に公用車とか、そうい

ったのも多く含まれています。これまでの備

品公用車の管理体制はどのようになされてい

るのか、そこをお聞きしたいと思います。

以上、よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

ＢＧのプールの改修につきましては、これ

まで予算の厳しさとか、一般財源で補うとい

う厳しい状況があって、今回この交付金で対

応できるということになっています。それで、

議会の方からも要望があって、旧仲里地区の

子どもたち、あるいは地域住民の皆さんから

も相当要望があるということを伺いしていま

して、それでプールの改修を町長も思い切っ

てやるということです。

12月にＢＧ財団を訪問した結果、プールの

改修をしないとＢＧとしては全部返してくれ

という状況ですので、ぜひ育成士の養成も含

めて今後プールの利活用等を進めていきたい

と思います。

こちらの方で学校側との話し合いは今のと
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ころやってはおりません。改修を８月以降に

予定していますので、それまでに育成士の養

成をつくらないといけない状況がありますの

で、そこらへんも含めて早い機会に学校との

調整もやっていきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

防犯灯の件ですが、設置場所は久米島一円

を対象にしているんですが、先月の区長会の

中で区長に、本当に必要な場所を挙げてくれ

ということで挙げてもらって、当初30基とい

うことであったんですが、要望が40基を既に

超してます。ですから、現予算で出来るかど

うかというのは今厳しい部分があるんです

が、もののグレードを落としてでも要望箇所

はやりたいと考えております。各字からほと

んど挙がってきていますので、そういう部分

を対象にしてやりたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

ＢＧのプールについての教育委員会と調整

されたかということなんですが、当初、我々

が各小学校、中学校、校区単位で説明した時

には、この臨時交付金等もございませんでし

たので、どっちにしても今、旧仲里側の学校

からＢＧへある程度距離もありますし、今後

また統廃合検討委員会の中でそのへんも十分

検討しながら進めていかないといけないと思

います。

あと１点、歌碑の件につきましては、文化

財審議委員会の中で歌碑の建立についての協

議もなされておりますので、その中でまた順

序等も決められております。今回は旧具志川

側のイヌヒナブシの建立ということでありま

すので、それに向けて取り組みしたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

比嘉・教育長。

○ 教育長 比嘉隆

今の歌碑建立についてですが、これにつき

ましては以前から各年度１基ずつということ

で文化財審議委員会の方からも話はございま

す。今回その事業によりまして１基というこ

となんですが、いま文化財審議委員会の方で

課長のほうからイヌヒナブシということもあ

ったわけですが、再度煮詰めて具志川、仲里

含めて緊急に整備する必要ある歌碑を、審議

委員会の中で決めてから着工したいと考えて

おります。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今回、備品購入で車輌の購入も何件か上が

っております。その中で学校給食の配送車と、

訪問指導推進事業の中で、これは福祉課が現

在乳幼児、高齢者介護、障害者等への訪問指

導が義務付けされておりますので、どうして

でも車輌を整備しないと各戸訪問に支障を来

すということで軽自動車２台。

それから、支援事業ということであけぼの

事業所、そこのほうに車購入補助金として導

入します。

それから、塵芥収集車が１台は故障が頻繁

にあるということで買い換えをするというこ

とで、塵芥収集車等が車輌の購入事業として

今回上がっております。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。
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○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの車両の管理の実態についてご報

告します。本町には約100台の公用車がござ

いますが、特殊車両、例えば消防であるとか、

今回の給食の運搬車であるとか、あるいは水

道の車輌であるとか、そういった特殊車両に

ついては購入から車検、維持管理、修理、そ

ういったものは全て、その主管課で行ってお

ります。

それ以外の車両については、特定車輌か専

用の車両と共用をかけてある共用車輌がござ

います。共用車輌については町内ＬＡＮの中

で使用の予約をして、各課共通で使えるよう

なかたちになっております。

その維持管理についてはそれぞれの課でと

りあえず分けて、課ごとに車の管理が決まっ

ておりまして、車検や通常の補修、燃料の補

給、そういったものを行うようになっており

ます。

車輌共済、事故が起きた場合の車輌共済、

保険関係については総務で一括して全車両ま

とめて行っております。

細かい区分毎の台数が必要でしたら、また

後ほど資料として提供いたします。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

１点目のプールの件についてですが、教育

課長から検討委員会の中で各学校にプールが

必要なのかそれもまた話し合いされると言っ

ておりますが、執行部の方でも話し合いされ

るべきじゃないかと思っております。例えば、

検討委員会が、ぜひ設置すべきだと言われれ

ば、それはその財政の中でできるのかどうか。

そこは執行部でも話し合いする必要がないの

かどうかお聞きします。

それから、防犯灯については、今回40基ぐ

らいの申請が出ると。これは出来るだけこの

予算でそれに応じるようにしたいと。全額負

担ということでよろしいでしょうか。地元負

担はないということですね。

それから、歌碑建立、合併以前の歌碑建立

が盛んに行われた時には、おそらく200万円

から250万円ぐらいの相場だったと思います。

今回150万円になっていますね、それになっ

た要因は何なのかお聞きします。

それから、先ほど質問し忘れたんですが、

保育所の遊具設置が500万円余り計上されて

います。遊具の安全性というのが非常に言わ

れていますが、大岳幼稚園で去年すべり台の

遊具で事故がありましたね。腕が挟まって抜

けない状態で、その遊具の事故がありまして、

その後それは撤去しています。相当大きな費

用をかけた遊具が撤去されている状況です。

その安全性はどうなのか。本当に想定外の事

故が起こる可能性があります。十分にその安

全性を確認しての遊具なのか、どういった遊

具なのかお聞きします。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

お答えします。ＢＧのプールの件ですが、

今12月と１月に財団との話し合いをもちまし

て、その中で今後の方針を詰めている段階で

す。

関係課と内容を、青少年の健全育成とかい

ろんな部分がありますので、教育委員会、あ

るいは施設管理課とも協議会を立ち上げてや

るのか、そこらへんも含めて部内の調整を早

めにやっていきたいと思います。
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○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

教育委員会で管理しています学校にある遊

具につきましては、先ほどご指摘があったと

おり大岳小学校で鉄パイプ方式のすべり台に

一人子どもが腕を挟まれて、救急車が出動し

て対応しました。

それにつきましては学校、地域の方々の協

力で、設置して年数も経っているということ

で撤去いたしました。今回新たに清水幼稚園

のシーソーが古くなっているということで、

それも今回取り換えということで、安全なも

のに取り替えということでいま見積書をもら

って、安全なものに取り換えようということ

で対応しております。

歌碑の金額につきましては、以前、合併前

は250万円とかございまして、安いもので80

万円の歌碑もございましたので、文化センタ

ーの方で今、送って造るのがよいのか、それ

とも地元に来て彫ってもらったほうがいいの

か、今までの合併後の事例も、他の課の事例

もまた検討しながら進めていくということで

すので、よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

先ほど備品の管理体制について質問しまし

たが、執行部の方からも公用車がみんなで使

うものだからちゃんとした管理ができていな

いということで故障も多いと、そういう声も

ありましたので、財政厳しい中で、そういっ

た備品、自分のものだという意識を持って、

自分のものは大事にするが、みんなで使うも

のはなかなか責任がないような感じで大事に

しない傾向がありますので、そこのところは

十分、この厳しい財政ですから指導していた

だきたいと、ちゃんとした管理をしていただ

きたい。住民から見てもちゃんとされている

なというふうにしていただきたいと思いま

す。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

１点確認します。地域活性化生活対策実施

計画のナンバー18、３ページです。町道補修

事業、これは宇根儀間地区となっております。

事業概要を書いておりますが、事業費が2千5

0万円ということであります。それが議案５

号の款の８の土木費、道路新設改良費の1億5

00万円余りの中に入っているということです

か、これを確認します。

失礼しました。９ページの農道補修事業、

宇根儀間地区ということになっております

が、その内訳につきましては、宇根というの

は私が先だって町長宛に宇根の農道が決壊し

ているよと、それを補修してくださいという

要請文書を送ったものと同一なのかというこ

との確認です。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

今、議員のご質問があります場所は、先だ

って議員の方から要請があった場所です。工

事内容としては、クラックが入っている箇所

が約80ｍぐらいあるんですが、工事費を積算

してみますと膨大な予算になるんです。そう

するとこの事業でほぼ使い果たすということ

で、今回は特に危険な箇所、約40ｍぐらいだ
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と思いますが、その箇所をとりあえずこの交

付金事業で手当していくというふうに考えて

おります。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

分かりました。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

10ページの観光案内標識設置事業というこ

とですが、全部入れ替えする考えなのか。い

ま非常に設置版の表示が小さいんですよね。

道の側に立っているものですから、木が茂っ

てきて隠れているところもあるんです。もっ

と大きく表示できないか。

それと今、儀間の方で一番紛らわしいのは、

アーラ林道となっているんですが、島尻線と

アーラの浜に行く標識が間違いまして、アー

ラの浜に行く人たちが漁港の方にまわった

り、また島尻の林道に登ったり、いつも観光

客の車があっち行ったりこっち行ったりして

いるんです。そういうのを見た場合に、もっ

と大きい看板を設置してもらいたいなと思い

ます。

それと、町道補修事業、これは儀間地区と

なっているんですが、場所はどこなのか聞き

たい。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

観光案内標識の件ですが、今設置されてい

るものの取り替えではありません。そこの案

内が十分でないところ、途中まで行ってどこ

か分からなくなるとか、アーラの林道もしか

り、儀間からのものと島尻からも非常に迷い

やすいとか、そういうところがありますので、

そういうものを補充をしていくと。また、特

にもっと魅力的な観光ポイントがあるんだけ

どまだ案内がされていないところとか、そう

いうところを考えております。

案内標識の大きさですが、今後またどうす

るかについては検討していきたいと思いま

す。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

町道ですが、場所が儀間１号線、給油所の

側から火葬場に上がっていく道路があります

が、それの途中から右に入って5、600ｍぐら

いいくと法面がかなりえぐられてて、舗装の

皮１枚で乗っかっている部分があるんです。

その箇所を下から間知ブロックを積んで補修

をしたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

もう一箇所気がついたのは、道路標識で、

熱帯魚の家というところがあるんですが、あ

そこも観光客がものすごく興味があるらしい

んですが場所が分からないということで非常

に迷っているんです。あそこもぜひ標識を順

序よく設置できればいいかなと思っています

ので、そこもぜひ検討してもらいたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。
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これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第１号、平成20年度久米島

町一般会計補正予算（第５号）についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第１号、平成

20年度久米島町一般会計補正予算（第５号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第７ 専決処分の報告について（農林

水産物集出荷貯蔵施設建築工事

請負契約）

○ 議長 山里昌輝

日程第７、報告第１号、専決処分の報告に

ついて（農林水産物集出荷貯蔵施設建築工事

請負契約）を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第１号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により、

議会において指定されている事項について別

紙のとおり専決処分したので、同条第２項の

規定により報告する。

平成21年２月16日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページをお開き下さい。

専決処分書

平成20年第６回久米島町議会定例会で議案

第42号をもって議決された「（農林水産物集

出荷貯蔵施設建築工事請負契約）について」

の一部を次のとおり変更することについて、

地方自治法第180条第１項の規定により、議

会において指定されている事項について次の

とおり専決処分する。

記

契約金額中「87,150,000円」を「89,963,0

86円」に変更する。

理由

平成20年第６回久米島町議会定例会で議決

を得た農林水産物集出荷貯蔵施設建築工事の

一部変更により、変更契約を締結して執行す

る必要が生じたため、地方自治法第180条第

１項の規定により専決処分する。

平成21年１月９日提出

久米島町長 平良朝幸

その次の裏ページに工事の内訳書、元設計、

変更設計を示しております。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これで報告第１号、専決処分の報告につい

て（農林水産物集出荷貯蔵施設建築工事請負

契約）の報告を終わります。

日程第８ 不発弾爆発事故及び処理等に関

する意見書について

○ 議長 山里昌輝
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日程第８、発議第１号、不発弾爆発事故及

び処理等に関する意見書についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

６番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ６番 仲村昌慧議員

発議第１号 平成21年２月16日

久米島町議会議長 山里昌輝殿

提出者 久米島町議会議員 仲村昌慧

賛成者 久米島町議会議員 宮里洋一

不発弾爆発事故及び処理等に関する意見書

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第14

条の規定により提出します。

提案理由

沖縄戦の遺物である不発弾の処理が公共・

民間を問わず、磁気探査を含め、国の戦後処

理事業として位置づけ、早急に講ずるよう強

く要請するため、本案を提出する。

不発弾爆発事故及び処理等に関する意見書

太平洋戦争末期の沖縄戦において、県土に

打ち込まれた砲弾は約20万トン以上といわ

れ、沖縄県は焦土化し現在においても約１万

トンが不発弾として残っていると推測され

る。

去る１月14日に糸満市小波蔵の水道管敷設

工事現場において、米軍製爆弾と思われる不

発弾爆発事故が発生し、重機で掘削作業をし

ていた建設作業員が重傷を負い、近くの老人

ホームも爆風により窓ガラス等も割れ、施設

入所者が負傷した。

またしても不発弾事故の惨事が発生し、不

発弾がある故の爆発事故であり、沖縄県民は

地中に潜む不発弾の恐怖から逃げられない現

実にある。

不発弾事故は、これまで県内各地で発生し

ており、戦後63年を経過した今日でも、県内

各地において不発弾が発見され、その処理が

行われている。不発弾の完全撤去まで80年余

りもかかると言われている。

沖縄戦の遺物である不発弾の処理は、戦後

処理の一環であり、県民の生命・財産を守る

観点からも、公共・民間を問わず磁気探査を

含め、国の全面的な責任において早急に実施

されるべきである。

よって、不発弾処理を国の戦後処理事業と

して位置づけ、下記の事項について適切な措

置を早急に講ずるよう強く要請する。

記

１．沖縄県における不発弾処理は、公共・

民間を問わず磁気探査を含め、国の全

面的な責任において実施すること。

２．事故の再発防止策を早急に講じるとと

もに、不発弾を早期に完全処理するこ

と。

３．不発弾爆発事故の被災者に対し、国の

責任において速やかに補償を行うとと

もに補償制度を確立すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、

意見書を提出します。

平成21年２月16日

沖縄県島尻郡久米島町議会

提出先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

内閣官房長官、財務大臣、防衛大臣、沖縄及

び北方対策担当大臣

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま
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すが、ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから発議第１号、不発弾爆発事故及び

処理等に関する意見書についてを採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手を願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、発議第１号、不発

弾爆発事故及び処理等に関する意見書につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第９ 閉会中の議員派遣の件について

○ 議長 山里昌輝

日程第９、閉会中の議員派遣についてをお

諮りします。

本件については、沖縄県町村議会議長主催

の町村議会議員、職員研修会及び国頭村パー

クゴルフ場視察研修に、閉会中の議員派遣を

したいと思います。

ご異議ありませんか。

(｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については決定されました。

○ 議長 山里昌輝

以上で本臨時会に付議されました事件は全

て終了しましたす。

これで平成21年第１回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前11時20分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 山 里 昌 輝

署名議員（議席番号12番） 翁 長 学

署名議員（議席番号13番） 平 良 義 徳



平成21年（２００９年）

第２回久米島町議会定例会

１日目

３月11日
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平成21年第２回久米島町議会定例会

会 議 録 第 １ 号

招 集 年 月 日 平成21年３月11日 （水曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 散 会 日 時 開 会 ３月11日 午前09時56分 議長 山 里 昌 輝

及 び 宣 言 散 会 ３月11日 午後01時50分 議長 山 里 昌 輝

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 崎 村 正 明 ８番 幸 地 良 雄

２番 宮 田 勇 ９番 上 里 総 功

３番 饒平名 智 弘 10番 安 村 達 明

出 席 １３名 ４番 宇江原 総 清 11番

欠 席 １名 ５番 山 城 宗太郎 12番 翁 長 学

６番 仲 村 昌 慧 13番 平 良 義 徳

７番 喜久里 猛 14番 山 里 昌 輝

（不 応 招） 11番 宮 里 洋 一

欠 席 議 員

会議途中退席議員 番 番

開 議 後 出 席 議 員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番

会 議 録 署 名 議 員 １番 崎 村 正 明 ２番 宮 田 勇

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 桃 原 秀 雄 書 記

係 長 安 田 栄

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 平 良 朝 幸 教 育 課 長 佐久田 等

副 町 長 大 田 治 雄 環 境 保 全 課 長

教 育 長 比 嘉 隆 兼 施 設 管 理 課 長

総 務 課 長 仲村渠 一 男 商 工 観 光 課 長 平 田 光 一

町 民 課 長 大 道 幸 子 建 設 課 長 盛 本 實

企 画 財 政 課 長 山 城 保 雄 農 林 水 産 課 長 平 良 朝 幸

プロジェクト推進室長 前 里 良 正 農業委員会事務局長 日 高 清 有

税 務 課 長 平 田 明 上 下 水 道 課 長

福 祉 課 長 宮 里 剛 消 防 長 山 城 英 明

会 計 管 理 者 仲 地 泰 空港管理事務所長 平 良 進

田 端 智
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平成21年 第２回久米島町議会定例会平成21年 第２回久米島町議会定例会平成21年 第２回久米島町議会定例会平成21年 第２回久米島町議会定例会

議事日程 〔第１号〕

平成21年３月11日（水）

午前10時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名（久米島町議会会議規則第120条） 25p

第２ 会期の決定 25p

第３ 議長諸般の報告 25p

第４ 町長施政方針 25p

第５ 議案第７号 久米島町紬伝統工芸産業振興施設の指定管理者の指定に 31p

ついて

第６ 議案第８号 久米島町イーフ情報連絡施設の指定管理者の指定につい 34p

て

第７ 議案第９号 平成20年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算 35p

（第４号）について

第８ 議案第10号 平成20年度久米島町後期高齢者医療特別会計補正予算 37p

（第３号）について

第９ 議案第14号 久米島町功労者表彰条例について 37p

第10 議案第16号 久米島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部 40p

を改正する条例について

第11 議案第17号 久米島町結婚披露宴助成金支給条例について 42p

第12 議案第19号 議決内容の一部変更について（久米島クリーンセンタ 44p

ーごみ処理施設基幹改良工事請負契約）

第13 議案第20号 久米島町下水道事業特別会計条例の一部を改正する条例 47p
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（午前 ９時56分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。

定例会議に先立ち一言ご挨拶を申し上げま

す。

本定例会は町長の施政方針を始め平成21年

度の当初予算を審議する重要な議会でありま

す。

執行部におかれましては議会運営及び議会

審議が円滑に行われますよう議案等の説明に

あたっては関係資料等を十分準備して臨んで

いただきたいと思います。

各議員におかれましては、本会議において

十分審議を尽くされ適正妥当な議決に達せら

れますようお願申し上げて開会の挨拶といた

します。

ただいまから平成21年第２回久米島町議会

定例会を開会します。

日程に入る前に報告します。11番宮里洋一

議員が欠席の届出がありました。

本日の議事日程は予めお手元に配布してお

ります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、１番崎村正明議員、２番

宮田勇議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 山里昌輝

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日３月11日から３月

27日までの17日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、会期は本日

３月11日から３月27日までの17日間に決定し

ました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成20年12月20日から私が出席しました会

議等の概要をお手元に配布してありますの

で、ご覧になっていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月出納検査の結果報告をお手元

に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成20年12月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたので、お

手元に配布してあります。朗読は省略します。

これで諸般の報告を行います。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 山里昌輝

日程第４、これから、町長の施政方針をお

こないます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

おはようございます。平成21年度の施政方

針を申し述べたいと思います。

平成21年度施政方針

はじめに
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平成21年３月議会の開会にあたり、町政運

営に対する私の所信を申しあげ、町民の皆さ

ま並びに議員各位のご理解とご協力をいただ

きたいと思います。

ご存じのとおり、現在の社会情勢はアメリ

カのサブプライムローン問題に端を発し世界

的な金融危機と円高により産業界に大きな影

響が表れています。そのことが地方の市町村

にも影響することが予想されます。

一方、久米島町においては、昨年10月30日

韓国で開催された第10回ラムサール条約締約

国会議において、久米島の渓流・湿地が国際

的に重要な湿地として「ラムサール条約湿地」

に登録さ、また１月６日「にほんの里百選」

に選定されております。これは久米島の自然

環境が国際的に認められたことであり、私た

ちにとって大きな名誉であり誇りでありま

す。今後は島の自然環境保全を図りながら、

ラムサール条約登録をあらゆる分野で有効活

用に取り組んで参ります。

自主財源の少ない過疎の地域や離島におい

ては、子供からお年寄りまで一人一人が地域

に貢献できる小さなことから取り組み、これ

まで以上に行政と住民が役割分担をし協力す

る必要があります。また、「島で人・物・金

が循環するシステムこそ、私たちがこの時代

をしたたかに生きていく道」であることを念

頭に行政運営を行って参ります。そのために

も、町民の皆様と情報を共有し、一緒に考え、

協力し久米島町の活性化と町民サービスの向

上のため、全力を傾注して参る所存でありま

す。

次に平成21年度予算についてご説明申し上

げます。

一般会計予算額は60億4千418万3千円で対

前年度比3.4％増となっています。特別会計

の総額は19億7千902万6千円で対前年度比2.4

％増となっています。

予算の特徴は島内で結婚式を挙げるカップ

ルへの助成金500万円、結婚披露宴に対応で

きるように具志川改善センター改修費１億

円、65歳以上に肺炎球菌ワクチン接種にたい

し一部助成金528万円、出産支援金（継続）1

千万円、妊産婦検診事業1千74万8千円、雇用

対策事業2千万円、コミュニティーＦＭ放送

局の開設2千914万円、久米島縦断道路改良事

業1億1千62万円、地上デジタルテレビ整備事

業（小学校）1千230万円等が主な事業となっ

ています。

次に各施策について説明いたします。

１．行財政改革の推進

本町の財政状況は平成24年度から地方交付

税の算定において段階的に減額され平成29年

度から一本算定に移行し大変厳しい財政状況

が続いていますので、今年度も引き続き人件

費の削減、職員定数の削減、保育所の民営化

など久米島町行政改革大綱・実施計画及び集

中改革プランを着実に推進するよう努めて参

ります。

２．産業の振興

（1）農業の振興

本町の基幹産業である農業は、引き続き、

主要産業として位置づけし、積極的に振興を

図って参ります。農業を取り巻く環境は、依

然として厳しく、農業従事者の高齢化に加え、

農業の担い手不足の問題や農業資材等の急激

な高騰により経営が圧迫されている状況にあ

りますが、その対策については、栽培技術や

経営技術の改善向上など抜本的な対策を講ず

る必要があるため、関係機関との連携強化を
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図りながら取り組みをして参りたいと思いま

す。

サトウキビについては、昨年１年間は台風

や干ばつ等の自然災害がなかったこともあっ

て豊作型で今期製糖期を迎えました。しかし

依然として栽培農家の高齢化問題、気象条件

の影響を受けやすいことや、地力による反収

低下の問題等がありますので、堆肥センター

の活用を図りながら反収増加による生産拡大

を図り、また、平成22、23年期から本格実施

されるサトウキビ新価格制度の交付金対象農

家への誘導策については、サトウキビ振興協

議会を中心に取り組みを図って参りたいと思

います。

野菜、花卉、果樹栽培については、土地条

件を生かしながら生産拡大を推し進め、引き

続き栽培技術の向上による安定的な所得の向

上を図り、担い手農家の育成、後継者の育成

等に務めて参ります。

葉たばこ栽培については、昨年は天候に恵

まれたこともあって品質・生産量共に良い状

況になっており、引き続き、サトウキビとの

輪作体系を維持しながら地力を高め所得の安

定向上に務めて参ります。

畜産については、生産資材の急激な高騰と

全国的な不況の煽りを受けてセリ価格が下落

するなど大変厳しい状況にありますが、関係

者が連携を取りながら尚一層、品質改善向上

に取組を行い、肉用牛産地の定着を目指して、

優良牛導入事業の推進、家畜防疫体制の強化、

家畜共済加入支援等を行い所得の安定向上を

図って参ります。

特殊病害虫防除対策については現在、国・

県が防除を実施しているアリモドキゾウムシ

・イモゾウムシについては、引き続き、防除

事業を実施して参ります。アリモドキゾウム

シについては、平成21年度において根絶され

る見込みでありますので、根絶事業と並行し

て、甘蔗栽培についても、積極的に生産振興

を図って参ります。

平成18年度から建設している堆肥化施設が

21年度から本格的に可動しますので地力増進

対策に、有効活用が図れるように取組をして

参ります。

本町の重要課題として食の安心、安全の推

進を図ると同時に、地域経済の活性化を推し

進めるため循環型社会システムを構築し、地

域で取れたのは地域で消費する地産・地消運

動を推進して参ります。

（2）漁業の振興

漁業は農業と共に島の基幹産業であり、引

き続き、漁業後継者の育成や所得向上に積極

的な振興を図って参ります。

パヤオ（浮魚蕉）漁業を主とした漁業の推

進を図って参ります。またモズク養殖の安定

的な栽培の推進を図って参ります。

車エビ養殖については、車エビ産地協議会

を主体にＰＲ活動を推し進め販路拡大に努め

て参ります。

（3）商工業の振興

世界的大不況の中において、久米島の産業

振興にも大きな影響を与えており、その対策

が急務となっております。

事業所などの支援策として、資金や雇用面

など国や県の支援制度を活用し、早急な改善

が図られるよう、商工会とも連携し取り組ん

で参ります。

本町の重要な地域資源である久米島海洋深

層水の地域ブランド化を高め、島の特産品と

合わせて生産販売の全国展開を推進して参り
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ます。

伝統工芸品の久米島紬は、全国の産地と同

じく販売面での困窮が続いており、引き続き

後継者の育成や生産販売強化へ向けて支援を

行って参ります。老朽化で故障の多い路線バ

ス車両を一台更新し、島内公共交通のサービ

ス向上を図って参ります。

又、近年、島外での結婚式が恒例となり、

多くの町民が結婚披露宴へ招待されるため、

出費総額も相当な額となります。久米島内で

人・物・お金が循環するために、島内で結婚

披露宴を挙げるカップルへの支援策（結婚披

露宴助成金）を講じるとともに、島内ホテル

とタイアップして島民が結婚披露宴を気軽に

挙げられるような環境整備を進めて参りま

す。

（4）観光産業の振興

今度の不況は観光産業にも大きな痛手にな

っており、特に国民全体が観光を手控える風

潮にあり、久米島観光に多少なりとも影響を

及ぼすことが考えられます。観光入域客増を

図るため、「健康」をメインテーマに観光誘

致・ピーアールに力を入れるとともに、来島

者が安心して満足できる観光地づくりを推進

して参ります。

魅力ある島の自然や歴史文化、観光資源を

充分に活かし、島の学校やバーデハウス久米

島などの施設利用や体験プログラムの利用促

進、さらに目的型観光のダイビングやフィッ

シングの推進、食物アレルギー対応や要介護

者対応の旅行商品化を支援して参ります。

又、引き続き久米島の一大イベントである

久米島マラソン、久米島まつり、久米島のん

びりウォークの開催、そして東北楽天ゴール

デンイーグルスの春季キャンプを継続誘致

し、全国への認知度を高め、島の活性化並び

に観光振興に努めて参ります。

３．環境保全・地域美化の推進

島の豊かな自然環境を保全すると共に、身

近な家庭・地域から始める「花いっぱい運動

による町づくり」を推進し、住民参画と協働

による花と緑の町づくりを目指して参りま

す。

一般廃棄物処理については、クリーンセン

ターの改修工事が終了することから、今後は、

分別方法の見直しや環境フェアーの開催など

で住民の意識を高め資源化率の向上によりご

みの減量化を図って参ります。

また、久米島をエコアイランドとして位置

付け、省エネの普及啓蒙をはじめ、バイオマ

ス、太陽光、太陽熱、風力発電等の新エネル

ギー導入にも積極的に取り組んで参ります。

主な事業として、経済対策臨時交付金事業

を活用し、公園や町道、観光地などの美化作

業を強化します。また、墓地等の経営許可の

権限移譲に伴い久米島町墓地基本計画の策定

に取り組んで参ります。

４．教育環境の充実、人材育成の推進

久米島町の将来を担う子どもたちの健やか

な成長を見守るのは、私たちの重要な役割で

す。人権尊重の精神をすべての教育の根底に

置き、自然や伝統文化など地域の豊かな教育

資源を活かし、「知・徳・体」の調和のとれ

た子どもの育成に努めて参ります。

学校教育については、教育基本法や学校教

育法の改正などを踏まえ、現行の「生きる力」

をはぐくむという学校教育の理念を継承し、

より一層の実現を図るために、小学校３年生

以上の漢字検定、また、非常勤の教師を２名

配置し英語教育の充実を図って参ります。そ
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れから中学校においては、ＡＬＴの配置、英

語検定の継続、スポーツ・文化面の各種部活

動の支援を行って参ります。

尚、今年より新しい学習指導要領の移行措

置期間となる為、その完全実施を見据えなが

ら、より効果的な教育の推進を図ることが必

要であり、児童生徒の基礎的・基本的な学力

の確かな「習得」と「活用」を図るため、「全

国学力・学習状況調査」に参加し、基礎学力

の達成度や指導上の課題を明かにして、授業

や指導の改善を図るほか、発達障害を含む障

害のある児童生徒に適切な教育を行うため、

支援員を配置します。また、生徒の規範意識、

不登校やいじめに対処する為、引き続きスク

ールカウンセラーを配置します。

社会教育・生涯学習においては、なかさと

交流、海外ホームスティー事業を継続実施し、

子ども達の視野を広げると共に、将来の夢・

目的の一歩になるよう支援を行います。又、

三味線教室等の各種講座、物づくり等の体験

活動事業、その他、多様な学習機会の提供や、

ヤングフェスティバルへの支援を行うと共

に、社会教育・生涯学習の充実を図るため、

各種団体と連携し推進して参ります。

文化行政においては、自然文化センターが

開館から10年目を迎えることから開館10周年

記念事業として、沖縄県博物館・美術館の移

動博物館を誘致し、離島において見学する機

会のない貴重な資料を展示公開します。又、

町民の文化財に関する認識を高めることを目

的として、特別展久米島考古速報展（仮称）

も開催します。

次に文化財関係では、具志川城跡の修復作

業や案内板設置等地域学習や観光地としての

整備に努め、宇江城城跡は、石積みの修復が

約半分ほど完了していますが、引き続き貴重

な文化財として適切な保護・整備に務めると

共に平成21年度の国指定文化財（史跡）指定

に向けて申請を行っていきます。

更に、伝統的織物「久米島紬」の調査を主

体に活動し、久米島紬を主とした展覧会の開

催により町内外に久米島紬の宣伝普及に努め

て参ります。

学校給食センターにつきましては、昨今の

社会情勢の中、原油価格や食材価格の高騰に

より学校給食の賄い材料費等にも大きな影響

が出ており平成21年度より給食費の値上げを

実施いたします。学校給食センター施設にお

きましても、衛生面・安全面の観点からして、

施設のドライ仕様への改修や配送車及び調理

器具等の更新に計画的に取り組み「安全・安

心・美味しい・楽しい給食」の提供に努めて

参ります。

５．社会福祉と保健医療の充実

近年、少子高齢化は全国的に進行し久米島

町に於いても深刻な問題で、年々、増加の一

途を辿り急速に進んでいる状況にあります。

障害者や高齢者、児童などを含むすべての町

民が生きがいを持ち、明るく住みよい社会生

活を実現するために保健、福祉、医療、介護

を含め関係機関と連帯を密にして各種福祉サ

ービスの充実強化に務めて参ります。

高齢者福祉については、独居老人世帯、高

齢者世帯を支援するため地域活性化・生活対

策臨時交付金を活用し、「緊急通報システム

の整備」、65歳以上を対象にした「肺炎球菌

ワクチン」接種費への助成を実施します。

また、介護保健施設整備については既在施

設の空き施設を活用し、本町に於いて整備可

能な介護保険施設について第４期介護保健事
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業計画で位置づけられた整備を図って参りま

す。

障害福祉については、島内に就労支援施設

（身体・知的・精神）がないため障害者が社

会復帰に向けて生活の自立や社会活動へ参加

できるように、地域交流、生活訓練の支援策

として、あけぼの作業所へ、移動用の車両購

入助成をおこない社会復帰への支援拡充を図

って参ります。また、組織活動としてあけぼ

の家族会、久米島町断酒会、身体障害者福祉

協議会を育成支援し福祉行政の充実強化に務

めて参ります。

児童福祉については、少子化や核家族化の

進行と共に次世代を担う子どもの減少が大き

な社会問題となっており、安心して出産でき

る環境を整えるため、出産助成金及び国の補

助事業を活用し、妊婦検診を必要回数の14回

まで無料化し、妊婦家庭の負担軽減を図って

参ります。また、保育所への大型遊具を設置

し、入園している園児や子育て支援のため園

庭を開放しており、入所児童共々、健やかに

子育てできる環境整備を図って参ります。

国民健康保険事業については、被保険者（4

0歳以上）に対して特定検診、特定保健指導

が義務化になり二次検診結果から保健指導対

象者となる可能性の高い受診者に対して健康

づくりの専門職を有する保健師、栄養士、運

動指導士が保健指導に努めるとともに受診率

の向上に努めて参ります。また、レセプト点

検を強化し、医療費の抑制を図るとともに保

険税の収納率向上に務め国民健康保険財政の

安定的運営に努めて参ります。

６．基盤整備

居住環境、産業振興の基盤となる道路整備

については、現在継続中である県道路整備事

業を始めとし、町道事業（久米島縦断線）に

おいても工事進捗の推進を図り事業効果の早

期実現に努めて参ります。本町の町道整備に

ついてはある一定の整備率に達しているもの

のまだまだ整備が必要な箇所があり、今後と

も新規事業の採択に向けて努力いたします。

農村地域関連整備事業については、現在実

施中である農業用水の安定確保の為の、ため

池（スハラ地区）整備や自然環境及び景観の

保全、水質保全、農村アメニティの向上を目

的とした貯水池（カンジン地区）周辺の整備

及び農業後継者の高齢化及び後継者不足対策

の為に比屋定・大岳地区においては中山間総

合整備事業を継続的に進めて参ります。

施設の維持補修事業として老朽化している

南部土地改良管轄の畑地灌漑施設の改修工事

として「地域農業水利施設ストックマネジメ

ント事業」を導入し灌漑施設の適正管理に努

めて参ります。

県営事業の協力として、圃場、農作物の水

害を解消し農家所得の向上と農業経営の安定

確保を目的とした県営かんがい排水事業（銭

田地区）及び農家所得の向上を目的とした県

営かんがい排水事業カンジン３期の事業採択

に向けて取り組んで参ります。

７．消防・防災行政

社会情勢の変化とこれに伴う地域社会の変

化により、災害の態様も複雑多様化し、消防

行政を取り巻く状況は大きく変化しておりま

す。このような状況の中さらに高齢化が進む

ことによる災害対応力の確保の困難性など新

たな課題も発生してきております。地域の防

災行動力の更なる向上を図るため、行政と町

民がそれぞれの役割と責任を自覚し、連携協

力する消防防災対策を積極的に展開していく
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必要があります。

そのため消防本部は平成21年度重点施策と

して、第一に「地域における総合的な防災力

の強化」、第二に「消防と医療の連携による

救急救命体制の充実」、第三に「防火対象物

の是正指導及び危険物施設の保安体制の強

化」、第四に「消防団・自主防災組織の強化」

を掲げ、地域住民と連帯の下、災害に強く安

全で安心して暮らせるまちづくりの実現に向

け、全力を挙げて取り組んで参ります。

また、防災行政では町民の安心・安全な生

活の確保に向け台風時等の緊急情報及び行政

情報伝達手段としてコミュニティＦＭ放送局

の設置事業を実施します。ＦＭ放送は防災力

強化のみならず地域の文化を高めコミュニテ

ィを活性化できる優れた媒体であり民間との

連帯を図りながら積極的な活用を推進して参

ります。

平成21年度予算案の総額は次のとおりであり

ます。

一 般 会 計 6,044,183千円

国民健康保険特別会計 1,181,905千円

老 人 保 健 特 別 会 計 123,537千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 254,348千円

後期高齢者医療特別会計 80,207千円

水 道 事 業 会 計 339,029千円

合 計 8,023,209千円

以上、平成21年度の調整運営にあたり、私

の所信や予算案などについて、述べてまいり

ました。

私は「子どもに愛を、若ものに夢を、お年

よりに安心を」をモットーに久米島町の発展

と町民の幸せのために頑張って参ります。今

後とも町民の皆さま並びに議員各位のご理解

とご協力をお願い申し上げ、私の施政方針と

いたします。

平成21年３月11日 久米島町長 平良朝幸

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで町長の施政方針を終わります。

日程第５ 久米島紬伝統工芸産業振興施設

の指定管理者の指定について

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第７号、久米島紬伝統工芸

産業振興施設の指定管理者の指定についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 10時24分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 10時25分）

○ 副町長 大田治雄

それでは議案第７号に入ります。久米島紬

伝統工芸産業振興施設の指定管理者の指定に

ついて

久米島紬伝統工芸産業振興施設の指定管理

者を次の団体に指定したいので地方自治法第

244条の２第６項の規定により議会の議決を

求めます。

記

１．施設の名称及び位置

（1）久米島真謝ユイマール館

久米島町字真謝1878番地の１

（2）久米島比嘉ユイマール館

久米島町字比嘉97番地の７

（3）久米島宇江城ユイマール館

久米島町字宇江城66番地
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２．

団体の名称 久米島紬事業協同組合

住所 久米島町字真謝1878番地の1

代表者 理事長 松元徹

３．指定の期間

平成21年４月１から平成26年3月31日まで

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。

指定管理者制度による事業目的の効果向上

と行政コストの削減を図る。

これが、この議案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

指定管理者制度は、今までは３年間を目処

にやっていたんですが、５年に延ばした理由

はなんなのか。

それと、旧仲里村時代に村からの借入れも

あったと思うんですが、返済はどのようにな

っているのか。以前は年次計画を出して返済

するということで議会でも答弁やっていたん

ですが、その結果が全然報告されていない、

現在どのようになっているのか。

○ 議長 山里昌輝

平良光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

他の公共施設の指定管理についても３年ほ

ど前に指定管理者制度を導入いたしまして、

始めてのことで３カ年間はその状況をみよう

ということで３年というのが他の施設も３年

ということで採用しております。３年間の状

況をみて、関係する団体その組合等で運営が

スムーズにいっていますので、それを５年と

いうことでの期間です。

それから借入金の返済の件ですが、返済の

ものについては、決算議会においても状況説

明をしています。毎年、今のところ60万円の

償還をやっているところです。

残金については、今、手元に資料がござい

ませんので後でご報告いたします。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

３年から５年に延ばしたというのはスムー

ズに運営されているからということでありま

すが、期間延ばすと、それだけチェックする

のが難しくなる、そこは今後どのように対応

していくのか、もし赤字出した場合に３年と

５年じゃチェックが不透明になるんじゃない

かと、そういう懸念も考えられますが、その

件はどのように考えているんですか。

○ 議長 山里昌輝

平良光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

指定管理については、毎年その事業の報告

を受けております。それを見て万が一それに

そぐわないとか、そういう状況でしたらその

協議書の中にも謳われていますので、それに

ついては対処できると思います。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

別の問題ですが、指定管理している所の責



- 33 -

任者の報酬の問題で今までみていますと、赤

字出しても黒字になっても給料というのは同

じなんです。そういうのは今後はマイナスに

なったら何％引くとか、そういうのもやるべ

きではないかと、今後その指定管理した所の

チェックはどのようにしていくのか聞きたい

と思います。

○ 議長 山里昌輝

平良光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

指定管理については、そこの人件費とかと

いうことは関係ございません。その施設の維

持管理について、どれだけということで、議

員がおっしゃるようなものについては、例え

ば補助金とか、助成とかそういうもので関連

すると思いますのでそういう面では、今の給

与の状況とか、そういうものも確認してまた

相談をしていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

上里議員の本件に関する質疑は既に３回目

になりましたが、会議規則第55条のただし書

きの規定により発言を許します。

○ ９番 上里総功議員

今、聞いておりますとそういう面は考えて

いないということなんですが、これぜひ考え

ていかないと、以前の第三セクターみたいに

なると思うんです。要するに努力してもやら

なくても給料貰えるんだということで、そう

なりはしないかということなんです。そうい

うのは今後ひっくるめて、ぜひ検討していか

ないと、行政の方は財政改革だということで

職員の給与とかカットしながら、そういう団

体は年々削られていないというのは不自然で

はないのかと、今、全国的にそういう厳しい

世の中で、指定管理団体の人たちは、プラス

になってもマイナスになっても給料が一定し

ていると、そんなぬるま湯につかった団体と

いうのはないと思うんです。そういう面のチ

ェックは今後厳しくやってもらいたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

チェックしていないということではござい

ません。それはやっております。指定管理の

制度の関係としては、例えばこちらの方から

何も助成をしていないところとか、そういう

ところでしたら人件費までもこちらから意見

をいうとかということはできないということ

です。

その助成とか、そうところに関してはやっ

ております。紬組合についても、先程、町長

の施政方針の中にもありましたが、非常に全

国的に紬販売が紛糾していて、そういうもの

を受けて人件費関係も例えば手当て関係とか

そういうものを下げているということを聞い

ております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

１点だけ、様式４の方でお願いします。

平成20年度は見込みとして挙げてあります

けど、これは何カ月間の実績を踏まえてのも

のか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

これにつきましては、申請の日が２月にな

っておりますので、その時点といいますか、
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実績と、３月までの見込みと併せてというこ

とです。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第７号、久米島紬伝統工芸産

業振興施設の指定管理者の指定についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第７号、久米

島紬伝統工芸産業振興施設の指定管理者の指

定については、原案のとおり可決されました。

日程第６ 久米島町イーフ情報連絡施設の

指定管理者の指定について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、議案第８号、久米島町イーフ情

報連絡施設の指定管理者の指定についてを議

題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第８号、久米島町イーフ情報連絡施設

の指定管理者の指定について。

久米島町イーフ情報連絡施設の指定管理者

を次の団体を指定したいので地方自治法第24

4条の２第６項の規定により議会の議決を求

めます。

記

１．施設の名称及び位置

久米島町イーフ情報連絡施設

（イーフ情報プラザ）

久米島町字比嘉160番地の57

２．団体の名称

社団法人久米島町観光協会

住所 久米島町字比嘉160番地の57

代表者 会長 大田治雄

３．指定の期間

平成21年４月１日から

平成26年３月31日まで

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

指定管理者制度による事業目的の効果向上

と行政コストの削減を図る。

これがこの議案を指定する理由でありま

す。次ページに参考資料を添付しております。

よろしくご審議下さい。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

先程の伝統工芸の方では、収支決算書はチ

ャンとあっているんだけど、この観光協会の

方で社団法人ですよね。社団法人であれば大

きな利益を出したらちょっとまずいというこ

となんですが、この19年度一時期から見ます

と収入で127万円あるんだが支出で66万7千円
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しかない、約半分は利益ということになって

いるんですよ、これが20年の計画に繰り越し

でも載っていないんです。そのへんの説明を

お願いできますか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

19年度の収入と支出の差額につきましては

20年度におきまして、机とか椅子とかマイク

スタンドとか備品購入に20年度は充てており

ます。そして21年度につきましは、先程、備

品等も20年度で揃えますので、21年について

は、その分20万円は減額した指定管理料とい

うことで計上をしております。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

備品等に充てたと、要するに19年度から実

質繰り越してきて、20年度の計画の中で、こ

の目的に、この項目毎の予算で入って来るわ

けですよね。繰り越しで入ってこないんです

よ。そういうことじゃないですか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

繰り越しという文字にはなっていません

が、雑収入のところに、預金利息、その他の

中に入ってきております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第８号、久米島町イーフ情報

連絡施設の指定管理者の指定についてについ

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第８号、久米

島町イーフ情報連絡施設の指定管理者の指定

については、原案のとおり可決されました。

日程第７ 平成20年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）

について

○ 議長 山里昌輝

日程第７、議案第９号、平成20年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

についてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 10時43分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 10時44分）

○ 副町長 大田治雄

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第９号、平成20年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算（第４号）の概要につ

いてご説明申し上げます。

平成20年度久米島町国民健康保険特別会計

補正予算（第４号）は、歳入歳出の予算額に

それぞれ4千965万2千円を追加し、歳入歳出

の総額を13億7千117万1千円と定めます。



- 36 -

予算書の６ページをお開き下さい。

歳入におきましては、年度末に入り各種特

定税源が確定し決定通知等により、歳入項目

の増減を行っております。

５款、国庫負担金の療養給付費では歳出の

一般療養費及び退職者療養費の増額による負

担分として2千753万1千円の増。高額医療費

共同事業負担金においては事業費の減額に伴

い149万1千円の減額となっております。

６款、療養費等交付金につきましては、国

庫負担金同様に療養費の増額に伴う負担金と

して現年度分1千138万円の増。過年度分につ

きましては、国庫負担金との組み替えとなっ

ております。

８款、県負担金の減額につきましては、高

額医療費拠出金の確定に伴い579万9千円の

減。

10款、共同事業交付金につきましても高額

拠出金の減額による287万6千円。

一方、保険基盤安定負担金につきましては、

拠出金の増額に伴い557万9千円の増額となっ

ております。

11款、財産収入につきましては、高額貸付

基金の預金利息分13万3千円の増及び諸収入

では、普通預金利息21万円。雑入第三者行為

納付金73万3千円の増となっております。

続きまして８ページをご覧下さい。歳出に

おきましては、国保資格システム改修費とし

て12万6千円を計上しており、これは高齢者

受給者使用の医療費負担割合が２割へ変更さ

れる予定でありましたが、平成22年３月まで

現行の１割として凍結するためシステム改修

費で国庫補助対象として国に申請しておりま

す。

平成19年度国庫療養給付費負担金償還金に

つきましては、前年度事業費の確定するのが

年明けとなり、19年度分が確定したことに伴

う償還金であり３月31日までに納付しなけれ

ばならない予算であります。

２款、保険給付費では、一般療養費及び退

職者療養費の歳出ベースを見込み増額してお

り、７款共同事業拠出金につきましては、国

保連合会からの確定額に伴う増額となってお

ります。

以上が平成20年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算、第４号の予算概要でありま

す。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第９号、平成20年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第９号、平成

20年度久米島町国民健康保険特別会計補正予
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算（第４号）については、原案のとおり可決

されました。

日程第８ 平成20年度久米島町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）

について

○ 議長 山里昌輝

日程第８、議案第10号、久米島後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）についてを

議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第10号、平成20年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）の概要に

ついてご説明申し上げます。

平成20年度久米島町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第３号）は歳入歳出の予算額に

それぞれマイナス25万8千円を減額し、8千90

2万8千円と定めます。

歳入歳出の主な概要といたしまして、特別

徴収保険料の対象見込み者の減員による減及

び歳出におきましては、当初特別徴収に係る

業務を町が予算化し国保連合会へ事務委託す

る予定でありましたが、介護広域連合が加入

団体分を支払うことへ変更となったため当初

計上額を減額しております。

以上が平成20年度久米島町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第３号）の予算概要であ

ります。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第10号、平成20年度久米島町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第10号、平成

20年度久米島町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）については、原案のとおり可

決されました。

日程第９ 久米島町功労者表彰条例につい

て

○ 議長 山里昌輝

日程第９、議案第14号、久米島町功労者表

彰条例についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第14号、久米島町功労者表彰条例

上記議案を提出する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸
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久米島町功労者表彰条例

第１条（主旨）

この条例は町制に功労のあった者に対する

表彰及び待遇に関する事項を定めるものとす

る。

第２条（表彰）

町長は次の各号に定める者の中から町制に

功労のあった者を町制功労者（以下「功労者」

という）として表彰する。

但し、第２号から第５号までに規定するの

については年齢が毎年町施行の日（４月１日

において満60年に達しているものでなければ

ならない）

（1）８年以上町長の職にあった者

（2）満12年以上、副町長、助役、収入役又

は教育長の職にあった者

（3）満12年以上、町議会議員の職にあるも

の又はあった者

（4）満16年以上、選挙管理委員、教育委員、

監査委員、農業委員又は固定資産評価審査委

員の職にある者又はあった者

（5）前各号に掲げる職にあった年数（兼任

する場合はその位置の職の年数）を通算して

満16年以上の者

（6）教育学芸文化もしくは産業等の発展又

は社会福祉の向上について特にその功績が顕

著である者

（7）その他、特に行動が顕著である者に前

項に該当する者で禁固以上の刑に処すられ現

に執行中の者又は選挙券の停止処分中の者は

表彰しない。

第３条（再表彰）

前条の第１項の規定により表彰を受けた者

でその後の功績が顕著である時は更に表彰す

ることができる。

第４条（年数の計算）

第２条第１項第１号から第５号までの年数

は中断することがあってもこれを通算する。

第５条（表彰の方法及び公表）

功労者には表彰状及び記念品を贈りその功

績は町公報により公示する。

第６条（待遇）

功労者に対しては町の儀式又は公開におい

て相当の待遇をする。

第７条（死亡者の表彰）

功労者として表彰を受けることとなった者

が表彰前に死亡したときは、その表彰状並び

記念品は、その遺族に贈る。

第８条（功労者の死亡）

功労者が死亡したときは町長は弔辞を提出

し、且つ、その遺族に弔祭料として金一封を

贈る。

第９条（欠格）

町長は功労者が次の各号の一に該当すると

き又は本人の責務に記すべき行為により著し

く名誉を失墜したときは第６条の規定による

功労者としての待遇を停止することができ

る。

（1）禁固以上の刑を処されたとき

（2）選挙券の停止処分を受けたとき

第10条（附則）

この条例施行に関して必要な事項は別に町

長が定める。

附則

１．この条例は公布の日から施行する

２．第２条第１項第１号、第２号、第３号

及び第４号の在職年数に対しては旧具志川村

及び旧仲里村における年数についても通算す

る。

３．この条例施行の際、第２条第１項各号
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の１に該当する者で既に死亡した者に対して

はこれを表彰しない。

提案理由

久米島町町制に功労のあった者に対する表

彰及び待遇に関する事項を定める条例を制定

する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

表彰該当者はたくさんおるんじゃないかと

思うんだが、何年前をさかのぼってやるのか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長｡

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまのご質問ですが、現在、旧具志川

村、旧仲里村の部分の基礎データーを整理し

ておりませんので、正確な人数は大まかも含

めてその人数についてはまだ把握しておりま

せんが、この条例の施行規則の制定と合わせ

て議員履歴あるいは、他の委員の履歴そうい

ったものの収集をして、これからやっていき

たいと思います。現在のところ人数は把握し

ておりません。ただ、かなりの人数になるで

あろうと考えております。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

合併前の対象者もなると相当な数になるわ

けですよね。それとも町になってからの制定

ですから今現在町になってからそれなりの町

長、議会議員になるのか、今現在の町になっ

てから、現職でいるものにかぎってなのか、

さかのぼってからだともう亡くなった方もお

るし、相当な事務量にもなると思うんだがど

う思っていますか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長｡

○ 総務課長 仲村渠一男

附則の２項の方で在職年数については旧具

志川村及び旧仲里村における年数も通算する

ということになっています。既に亡くなられ

た方については、表彰の対象となりませんの

で、ご健在の方で１号から５号までについて

は60歳以上の方で、議員の皆さんですと12年

以上議員を務められた方が対象になるという

ことになります。

久米島町だけに限定してしまうと、対象者

が本当に少なくなります。これは功績という

のは旧仲里村、旧具志川村から継続して行っ

ているということでありますのでこれを通算

してやっていくということで、まだデーター

が揃いましたら皆さんにもお示ししたいと考

えております。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時00分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時02分）

他に質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

功労者表彰条例ということなんですが、こ

れは久米島町単独でやりたいのか、あるいは

各市町村はもう既にできていたものなのか、

休憩時間に85市どうのとありましたが、あれ
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は何に基づいてやったのか疑問になってきた

んですよ。国の指導あるいは県の指導で各市

町村一応にやるのか、あるいは久米島町単独

のものか、そのへんお願いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長｡

○ 総務課長 仲村渠一男

この功労者表彰条例については各自治体が

それぞれ独自に制定しております。従って、

この第２条の表彰の基準についても各市町村

において若干差があります。他の市町村の条

件も調べて大体標準的な線で第２条の表彰基

準については定めて提案をしております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第14号、久米島町功労者表彰

条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第14号、久米

島功労者表彰条例については、原案のとおり

可決されました。

○ 議長 山里昌輝

暫時休憩します。（午前 11時04分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。 （午前 11時16分）

日程第10 久米島町職員の勤務時間、休暇

等に関する条例等の一部を改正

する条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第10、議案第16号、久米島町職員の勤

務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正

する条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第16号、久米島町職員の勤務時間、休

暇等に関する条例等の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町職員の勤務時間、休暇等に関する

条例一部改正

第１条

久米島町職員の勤務時間、休憩等に関する

条例等の一部を次のように改正する

なお、括弧、枠の中に改正前、改正後があ

ります。それぞれ下線の入った箇所が今回の

訂正箇所になりますが、読み上げます。

（改正の経緯及び必要性）

（1）平成20年８月11日の人事院の職員の給

与等に関する報告及び勧告並びに県及び他市

町村の職員の勤務時間改定を考慮し町の職員

及び町費負担職員の勤務時間を改正するため

久米島町職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部を改正する必要があるためでありま

す。

先程、申し上げたとおり、改正案の概要で

すが、

（1）が久米島町職員の勤務時間、休暇等に
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関する条例の一部。

ア 職員の一週間の勤務時間を38時間45分

とすると共に再任用短時間職員の勤務時間に

ついては、１週間当たり15時間30分から31時

間までの範囲内とする。

第２条関係でります。

イ 職員の一日の勤務時間は７時間45分と

する。

第３条関係

ウ 職員の１日の勤務時間が６時間を超え

７時間45分以内の場合において業務の運営並

びに職員の健康及び福祉を考慮して必要があ

るときは規則の定めるところにより休憩時間

を45分以上、１時間未満とすることができる。

第６条関係

２．久米島町職員の給与に関する条例の一

部改正。

第２条関係

再任用短時間勤務職員の時間外勤務手当て

勤務１時間当たりの給与額に乗ずる割合は正

規の勤務時間が割り振られた日において正規

の勤務時間を超えてした勤務の内、その勤務

の時間と、その勤務をした日における正規の

勤務時間の合計７時間45分に達するまでは10

0分の100とする。

18条関係

３ 久米島町職員の育児休業等に関する条

例の一部改正。

３条

ア 特別の業務に従事する育児時間勤務に

職員の勤務については１週間当たりの勤務時

間が19時間25分、19時間35分、23時間15分又

は24時間35分となるように勤務する。

第11条関係

イ 育児短時間勤務職員の時間外勤務手当

ての勤務１時間当たりの給与額に乗ずる割合

は正規の勤務時間が割り振られた日において

正規の勤務時間を超えてした勤務の内、その

勤務の時間と、その勤務をした日における正

規の勤務時間の割合が７時間45分に達するま

では100分の100とする。

第14条関係

ウ 任期付き短時間勤務職員の時間外勤務

手当ての１時間当たりの給与額に乗ずる割合

は正規の勤務時間が割り振られた日において

正規の勤務時間を超えてした勤務の内、その

勤務の時間と、その勤務をした日における正

規の勤務時間の割合が７時間45分に達するま

では100分の100とする。

第20条関係

（5）この条例は平成21年４月１日から施行

する。

今期法令については、地方自治法、地方公

務員法、地方公務員の育児休業等に関する法

律を適応しております。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

読ましてもらったんだが、そうなりますと

これ約15分短縮ということになると思うが、

出勤時間、退庁時間はどう変わるのか、朝か

夕方が変わるのか教えてください。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの質問お答えいたします。本町勤
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務の職員につきましては、出勤時間はこれま

でと同じ８時30分でございます。退庁時間が

これまで５時30分であったものが５時15分

に、15分短縮されます。その他の各施設につ

いては従来と変わりません。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第16号、久米島町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例等の一部を改正す

る条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第16号、久米

島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例については、原案のとお

り可決されました。

日程第11 久米島町結婚披露宴助成金支給

条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第11、議案第17号、久米島町結婚披露

宴助成金支給条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第17号、久米島町結婚披露宴助成金支

給条例

上記議案を提出する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町結婚披露宴助成金支給条例

第１条（目的）

この条例は久米島町内において結婚披露宴

を挙げる夫婦に対し結婚披露宴助成金（以下

「助成金」という）を支給し結婚披露宴の島

内実施を促進することにより町民の負担軽減

と島内経済の活性化を図ることを目的とす

る。

第２条（受給資格）

助成金は次の各号に該当するものに予算の

範囲内で支給する。

（1）町内で結婚披露宴を挙げる者

（2）新郎新婦どちらかが本町に住民登録を

有している者

（3）共通資格要件として町税等（町民税、

国保税、保育料等）の納税義務者であっては

完納している者

第３条（委任）

この条例に特別の定めがある場合を除く

他、この条例の施行のため必要な事項は規則

で定める。

附則

この条例は平成21年４月１日から施行す

る。

提案理由

久米島島外での結婚披露宴が多く町民負担

が増えている現状から島内経済の活性化を含

め結婚披露宴の島内実施を促進することから

結婚披露宴の助成をおこなうための条例制定

が必要である。これがこの条例案を提出する

理由であります。
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ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

これまでにない素晴らしいユニークな事業

メニューだと大変喜んでおります。披露宴助

成支給はどういったかたちでやるのか説明を

求めます。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。支給方法は島内で結婚式を

したということで、招待者の数によって額を

決めたいと考えています。その結婚式に招待

された人数のわかるような書類を添付して本

人から申請をしてもらって、規則でこれから

定めていくんですけれども、その人数に応じ

た支給額を定めて支給をしていくというふう

に考えています。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

人数に応じて申請に基づいてというのだ

が、披露宴をやって、このぐらい費用使いま

したというその計算書とか、領収書とかそう

いったのは提示はなくてもいいんですか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。掛かった費用の明細伝票で

はなくて何名招待されたかということの確認

で支給をしていきたいというふうに考えてお

ります。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

これまで１組、結婚式で那覇へ行けば２、

３千万円久米島から金が流出する、それによ

って、またその分、久米島でやることによっ

てあらゆる面で消費的な面もあるし、人件費

的な面はないと思いますが、活性化に繋がる

と、大変素晴らしいメニューだと思います。

せっかくですが、その際、経済的に披露宴で

きない方々にちょっとでもお祝い金というか

たちも一緒に加えてやるべきじゃないかなと

思うのだがそのへんはどう思いますか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これにつきましては事後検討させていただ

きます。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

けっこうな条例だと思いますが、これはホ

テルでやろうが改善センターでやろうが、ど

ちらも支給されるわけですか。改善センター

内を今度改修するということで、確かにそれ

に向けてのことだと思いますけど、やはり経

費についてはホテルとセンターでやるのはだ

いぶ違うと思います。そういったところの考

え方はどうですか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

場所はどちらであろうと式を対象にすると

目的にもありますように、島の経済の活性化
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を図るという大きな目的がありますので、ど

こでやるとかということの限定はしておりま

せん。

○ 議長 山里昌輝

13番平良義徳議員。

○ 13番 平良義徳議員

島の経済的負担軽減が大きな目的だと思い

ますが、例えば気になるのが県内、県外から

好奇心で来て島で結婚式を挙げると、その中

で住民登録して何カ月以内とかこういった細

かい部分は今後作っていくのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

何カ月以上こちらに住所を置いているとい

うことはいろいろ議論が出ましたが、久米島

町に夫婦のどちらかが籍を置いていればいい

ということで今考えております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

第３条の必要な事項は規則で定めるという

ことでその規則の添付を記載して欲しかった

んですが、ただこの条例について私も大賛成

ですし、素晴らしいことだと思います。

話として、説明の中で大体100人以上で、

ホテルあるいは改善センターということなん

ですが、仮に100人となりますと必ずしも改

善センターあるいはホテルなくてもいいわけ

ですね。むしろ逆に広すぎるわけですよ。今

公民館が改築されまして100人以上は有に入

ります。公民館も該当するとか、それと山城

課長ちょっと気になったのが、招待人数に応

じて額が決まるような主旨の説明でしたよ

ね。これは、ちょっと疑問かなといわゆる10

0人以上なら一律と、そのへん決まっている

のか、あるいは検討事項なのか、聞きたいん

ですが。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

規則でいま、50名以上100名未満が30万円、

100名以上の招待者に対して50万円というこ

とで準備をしております。

先程も答弁しましたが、公民館だろうと区

別しないということであります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第17号、久米島町結婚披露宴

助成金支給条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第17号、久米

島町結婚披露宴助成金支給条例については、

原案のとおり可決されました。

日程第12 議決内容の一部変更について

（久米島クリーンセンターごみ

処理施設基幹改良工事請負契

約）

○ 議長 山里昌輝
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日程第12、議案第19号、議決内容の一部変

更について（久米島クリーンセンターごみ処

理施設基幹改良工事請負契約）を議題といた

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第19号、議決内容の一部変更について、

平成20年第６回、久米島町議会定例会で議案

第44号をもって議決された久米島クリーンセ

ンターごみ処理施設基幹改良工事請負契約に

ついての一部を次のとおり変更することにつ

いて、地方自治法第96条第１項第５号の規定

により議会の議決を求めます。

記

「請負金額456,995,700円」を「486,060,000

万円」に変更する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

久米島クリーンセンターごみ処理施設基幹

改良工事について追加工事により変更契約を

締結して執行する必要が生じたので、久米島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例の第２条の規定により

議会の議決を得る必要がある。これがこの議

案を提出する理由であります。

裏面に変更内容の内訳明細を添付しており

ます。

なお工期については、当初、平成21年３月

31日を変更工期平成21年５月15日と定めてお

ります。

この件に関しては繰り越し手続きも進めて

おります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時36分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前 11時36分）

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これは、入札残を使うための改定なのか、

そして私は最初契約する段階で、そういった

設備関係、機械関係について非常に設計のチ

ェックが難しいと、そして仕様書においても

非常に難しいということで、いろいろと聞き

ましたが、このなかみを見ると、その設備設

備毎の金額だけしか示されていないわけで

す。この設備そのものの１つ１つ値上げした

ような格好で2千900万円かなり大きい額です

よね。本当に数量的に増えたのかどうか全く

見えてこない。

普通、土木工事で道路だったら、残ってる

から延長しましょうとか、そういうことでわ

かるんですが、これ全く見えてこないですよ

ね。どういったかたちで査定されたのか説明

お願いします。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長兼施設管理課長。

○ 環境保全課長兼施設管理課長 田端智

今回の工事は、新設ではなくて改修工事で

あります。工事を進めていく中で例えば計量

器ですね、当初は天板を交換ということでの

工事の契約だったんですが、いざ開けて見る



- 46 -

と骨組みまで支障があると、そういう物も変

えようということでの今回の追加工事となっ

ています。

工事費につきましては、入札残の範囲内で

の工事となっております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

確かに改修となるとやってみないと分から

ない部分も出てくると思います。しかし各設

置毎に全部出てきますよね。全部そういうか

たちなのか。やってみるうちに必要になって、

これも追加しようということになったのか、

そういったところどうなっていますか。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長兼施設管理課長。

○ 環境保全課長兼施設管理課長 田端智

当然あちこち改修すべき部分もあります

が、どうしても予算の範囲内でということで

の必要最小限の改修となっています。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

もし金があったら、ここまでやりたいとい

う考えがあたったのかどうか、入札残があっ

たから、ここまで直してあげようというふう

になったのか。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長兼施設管理課長。

○ 環境保全課長兼施設管理課長 田端智

追加部分で入札残以上に見積もりは出てお

りましたが、やはり予算の関係上、この範囲

内で収めるということになっています。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

先程の宮田議員の質問に対しまして、あえ

て工事請負書、契約書は提出する必要がない

ということの判断でやっていることなんです

が、実は合併前から合併後にかけて旧具志川

村と旧仲里村の契約書の作り方の違いがあっ

たということで、私、指摘しましたら、町で

これは統一してやりますという前の町長の答

弁でした。いわゆる収入印紙の問題があった

んですが、今回はこういう大事な契約につき

ましては、これは統一するべきではないかと、

他の担当課は請負変更契約書を添付して我々

に提出しているわけですから、これは町長、

回答願いたいと思います。

今後、県と統一してやっていくのか、ある

いは各課に任せるのか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの件について、今後統一してやっ

ていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第19号、議決内容の一部変更

について（久米島クリーンセンターごみ処理

施設基幹改良工事請負契約）は、採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。
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（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第19号、議決

内容の一部変更について久米島クリーンセン

ターごみ処理施設基幹改良工事請負契約）は、

原案のとおり可決されました。

日程第13 久米島町下水道事業特別会計条

例の一部を改正する条例につい

て

○ 議長 山里昌輝

日程第13、議案第20号、久米島町下水道事

業特別会計条例の一部を改正する条例につい

てを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第20号、久米島町下水道事業特別会計

条例の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町下水道事業特別会計条例の一部を改

正する条例の一部を次のように改正する。

大枠の中に改正前、改正後と定めておりま

す。

アンダーラインが下線の引かれた箇所が変

更内容となります。

第１条（設置）

第１条関係で、地方自治法第209条第2項の

規定に基づき下水道事業及び、こちらから始

まりますが「久米島町農業集落排水事業の円

滑な運営とその経理の適正を図るため特別会

計を設置する」の変更になります。

第２条関係では、下線のある「及び農業集

落排水事業収入」の部分、そして「及び農業

集落排水事業」、さらに３段目の「及び農業

集落排水事業」の箇所が今回の改正内容にな

ります。

第３条関係では、弾力条項の適用になりま

すが、次ページに続きます。

（2）条例の廃止、久米島町農業集落排水事

業特別会計は廃止する。

提案理由

下水道事業特別会計、農業集落排水事業特

別会計の２つの会計を１つの会計にし同事業

の効率化を図るため本条例を改正する必要が

ある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

この件につきまして以前に、私は、指摘し

たことがあります。全く同じ事業で事業名が

違うだけで条例が違うのは１つにしてもいい

んじゃないかと言ったら、やはり事業する工

事が違うから次も集落排水事業でやるはずだ

からということでそのままにするということ

になったんですけど、これからも新しく集落

排水事業で事業をした場合にでも、そのまま

１つにした条例でできるのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

又吉敏雄上下水道課長。

○ 上下水道課長 又吉敏雄
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お答えします。今回この会計を１つにした

のは、今特定環境整備事業が、ここから後何

年か、何十年単位で、この事業だけに取り組

んでいくということであります。そして農業

集落排水事業については、今のところ何年か

らやると目処が今ついていない状態でありま

す。そういうことで両方事業をするのであれ

ば別々の会計がいいんですが、今回いつ農業

集落排水事業ができるかわからない状態で会

計を２つに説明していくというのは、予算委

員会でも両方審議しないとならないというこ

とで、そして集落排水事業が目処がついた時

点で、その時に会計を分けようということで

取りあえず、ここ当分は予算１本化にしてや

っていきたいということであります。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

補足になりますが、事業するときに起債を

やるときに会計を分けないと、できないとい

う制限がありまして、事業するときには２つ

に分けるということになります。今回、答弁

は集落排水事業がないということですので、

会計を１つにした方がいいだろうということ

で１つにしてあります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これで会計は１つになるわけですが、もし

次にやるとした場合に、また新しく集落排水

会計つくって、既存に合併されたものについ

ては、そのままでということになるわけです

か。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今、議員からありましたとおりであります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第20号、久米島町下水道事業

特別会計条例の一部を改正する条例について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第20号、久米

島町下水道事業特別会計条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されま

した。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前 11時50分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後 １時23分）

日程第14 久米島町高齢者コミュニティー

センター等の指定管理者の指定

について

○ 議長 山里昌輝

日程第14、議案第21号、久米島町高齢者コ

ミュニティーセンター等の指定管理者の指定

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。



- 49 -

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第21号、久米島町高齢者コミュニティ

ーセンター等の指定管理者の指定について

久米島町高齢者コミュニティーセンター等

の指定管理者を次の団体を指定したいので地

方自治法第244の２第６項の規定により議会

の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

（1）久米島町高齢者コミュニティー

センター

久米島町字真我里366番地

（2）久米島町地域福祉センター

久米島町字仲泊587番地

（3）久米島町老人福祉センター

久米島町字大田584番地の１

２．団体の名称

社会福祉法人 久米島町社会福祉協議会

住所 久米島町字比嘉97番地の４

代表者 会長 平良曾清

３．指定の期間 平成21年４月１日から

平成26年３月31日まで

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

指定管理者制度の導入により行政サービス

の質的向上と行政コストの削減を図る。

これが、この議案を提出する理由でありま

す。

次ページ以降、関係資料を添付しておりま

す。ご参照下さい。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

まず、原案に反対者の発言を許します。

次に原案に賛成者の発言を許します。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

この条例案に賛成します。年々本町も高齢

化している中で高齢者コミュニティーセンタ

ー、そして町地域福祉センター、久米島町老

人福祉センターの施設については、久米島老

連の活躍の場として有効に使われているの

で、よってこの条例の指定に賛成します。

○ 議長 山里昌輝

他に討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで討論を終わります。

これから議案第21号、久米島町高齢者コミ

ュニティーセンター等の指定管理者の指定に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第21号、久米

島町高齢者コミュニティーセンター等の指定

管理者の指定については、原案のとおり可決

されました。

日程第15 久米島町文化財保護条例の一部
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を改正する条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第15、議案第22号、久米島町文化財保

護条例の一部改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第22号、久米島町文化財保護条例の一

部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町文化財保護条例の一部を次のよう

に改正する。

大枠の中に改正前、改正後となっておりま

す。

下線のある部分、「久米島町文化財調査審

議会」を「久米島町文化財保護審議委員会」

に改正するものであります。

２項においても同じく「審議会」を「審議

委員会」に改正するものであります。

附則

この条例は公布の日から施行する。

提案理由

審議会の名称を変更するため本条の一部を

改正する必要がある。これがこの条例案を提

出する理由であります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第22号、久米島町文化財保護

条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第22号、久米

島町文化財保護条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第16 久米島町過疎地域自立促進計画

（後期）の変更について

○ 議長 山里昌輝

日程第16、議案第23号、久米島町過疎地域

自立促進計画（後期）の変更についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第23号、久米島町過疎地域自立促進計

画（後期）の変更について

過疎地域自立促進特別措置法第６条第６項

の規定に基づき議会の議決を求める。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

事業の追加に係かる過疎地域自立促進計画
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の一部変更に伴い議会の議決を得る必要があ

る。これがこの議案を提出する理由でありま

す。

次ページをお開き下さい。過疎地域自立促

進市町村計画の変更についてを資料添付して

おりますが、その中で左側が変更前、右側が

変更後、下線の入った部分等が今回の改正追

加事項になります。

次ページにおいても参考資料を添付してお

ります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

産業の振興のところでバーデハウスの施設

ろ過設置工事とか、ダクト改修工事とかなっ

ているんですが、全部今まで建物自体は行政

のものだからということで、いろんな設備は

設置されているんですが、バーデ自体で工事

は自主的にやるべきだと思うんです。そうい

う面の努力が全然足りない気がするんです

が、全部行政頼りにしていて、要するに経営

は何年間もマイナスになっている、それで果

たしていいのかどうか、疑問を感じているん

ですが、そこのところはどのように考えてい

るのか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課 長平田光一

町が指定管理をしている施設については、

財産については町の財産ということで、それ

に掛かる修繕とかについては、金額で手元に

資料がございませんが、何十万円以上で、例

で申しますと30万円以上でしたら町が負担す

る。それ以下でしたら、その指定管理を受け

ている所が負担をするとか、そういうかたち

での指定管理協定協議書でやっております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

金額の小さいのは自分たちで考えるという

ことでありますが、今まで見ていますと、全

部設備から何から行政でやっていると果たし

てそれで経営者としての指定管理されたとこ

ろ本当に上手くやろうという意識が出るのか

甘えているのでは、そういうのが全然みえて

こない。これをずっと続けていけばよけい行

政のお荷物になるのは目に見えている。そう

いうのを今後どうやっていくのか、課題だと

思う。果たして、このままどおりでいいのか

どうか。これが問われている。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

この変更計画に見るといろんな事業が入っ

てきているわけですね、これは改修とかの場

合も補助金の対象になるわけですか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

この過疎自立計画については、過疎債とい

う起債を借りるための計画でありまして、こ

の計画書に挙げないと起債借りられないとい

うことがありますので事業が新たに入ってき

たりとか、名称が変わったりとか、というこ
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とで今回の変更となっています。

過疎債に該当する事業だということです。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

これ単位は千円ですよね。そうしますと消

防施設で20年度は500万円しかないのに、い

きなり1億1千円の追加ということになります

ね。それから基盤、この総合施設につきまし

ては、私の解釈では環境整備ということで多

分、地下ダムかなと思ったりするんだけど、

どこどこやるのか、21年ですから今年やるわ

けですから、それとこの提案理由の中で追加

ということになっているんだが、むしろ逆に

バーデの方は０になるんですよね。追加じゃ

ないよね、このへんは文書の説明として当た

っているのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

防火施設、防火水槽を12基計画していまし

て比屋定地区と大岳地区、場所はこれから調

査入ってやるんですが、緊急性等含めてどこ

から先にやった方がいいのか、４月に入って

から場所の選定をしていくということにして

います。

議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

バーデハウスの件ですが、バーデハウスに

ついては20年度、単年度の事業でありますの

で21年度からはもうありませんので、そうい

うことで21年度は継続なしということになり

ます。

名称と工種が変わるということで２つに分

けて借入をするということになっています。

○ 議長 山里昌輝

７番喜久里猛議員｡

○ ７番 喜久里猛議員

提案理由は追加となっているもんだから、

事業の追加であれば当然そこに増額として金

額がここに出てくるんじゃないかと私は解釈

しているわけです。バーデの方は減っている

わけですよね。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

今回の変更については、まだ20年度中です

から20年度中の計画も合わせての変更という

ことです。これから事業を新たにやるという

ことではなくて20年度で実際やっているもの

の計画の変更ということです。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから議案第23号、久米島町過疎地域自

立促進計画（後期）の変更についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 山里昌輝

挙手多数です。従って、議案第23号、久米

島町過疎地域自立促進計画（後期）の変更に

ついては、原案のとおり可決されました。
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日程第17 専決処分の報告について（材料

倉庫棟屋根工事請負契約）

○ 議長 山里昌輝

日程第17、報告第２号、専決処分の報告に

ついて（材料倉庫棟屋根工事請負契約）を議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

報告第２号、専決処分の報告について、地

方自治法第180条第１項の規定により議会に

おいて指定されている事項について別紙のと

おり専決処分したので同条第２項の規定によ

り報告する。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

次ページを開けて下さい。

専決第１号、専決処分書

平成20年第７回久米島町議会臨時会で議案

第48号をもって議決された（材料倉庫棟屋根

工事請負契約）についての一部を次のとおり

変更することについて、地方自治法第180条

第１項の規定により議会において指定されて

いる事項について次のとおり専決処分する。

記

契約金額中「52,426,500円」を「54,565,3

50円」に変更する。

理由

平成20年第７回、久米島町議会臨時会で議

決を得た材料倉庫棟屋根工事の一部変更によ

り変更契約を締結して執行する必要が生じた

ため地方自治法第180条第１項の規定により

専決処分する。

平成21年１月８日

次ページに変更箇所の対象表を添付してお

ります。

元設計、変更設計を示しております。

そして本日配られました改定契約書の写し

を添付しております。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これで専決処分の報告について（材料倉庫

棟屋根工事請負契約）を終わります。

以上で、本日の議事日程は全て終了しまし

た。

これで散会します。

お疲れさまでした。

(午後 １時50分)
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○ 議長 山里昌輝

これより本日の会議を開きます。日程に入

る前に報告します。11番宮里洋一議員から欠

席の届けでがありました。本日の議事日程は

あらかじめ手元に配布したとおりです。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、３番饒平名智弘議員、４

番宇江原総清議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 山里昌輝

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の時間は、会議規則第56条第１項

の規定によって30分以内とします。なお、質

問は質問席から一括質問、総括質問のあと、

一問一答方式で行います。

それでは、順次発言を許します。

４番宇江原総清議員。

（宇江原総清議員登壇）

○ ４番 宇江原総清議員

４番宇江原総清であります。私は４点質問

をいたします。第１は、鳥島射爆撃場の早期

返還についてであります。今年２月17日に日

米両政府の中曽根外務大臣とクリントン国務

長官は、「在沖米海兵隊のグアム移転に関す

る協定」に署名をしたといいます。しかも辺

野古新基地をパッケージにした内容だとの事

であります。これは守屋前外務事務次官汚職

事件でも指摘されたように、日本の経費過剰

負担や巨大利権等の不明瞭さも批判されたも

のであります。協定の署名前日に外務省は県

に説明をしたという。県民を無視した米国の

隷属化であります。

自民党政府は長年、年金問題、かんぽの宿

に代表される郵政民営化や改正公務員法等に

見られるように中身を知らせずに協定や契約

を締結し、政令等を施行する。これはごまか

しの手口であります。

鳥島射爆撃場についても、同様に詐術的に

或いは取り引きの材料にされるとすれば、町

民を無視した大変な横暴だと思います。

幸い、民主党の小沢代表がクリントン国務

長官会談の中で「従属ではなく対等な関係で

ないと駄目だ」との考えがせめてもの救いで

あります。これに関しての町長のコメントを

伺いたい。

また、今鳥島射爆撃場の早期返還について

真剣に取り組むべきであると考えておりま

す。時期を逸すると、環境問題等を含めて大

きな問題が浮上すると思います。

早期返還を求めるに当たっては、単なるア

リバイづくりの腰砕けの対応、例えば早期返

還という要請のみとかではなく、実のある町

民総決起大会を開催するなど、韓国同様な意

気込みを見せれば解決は可能だと私は見てお

ります。県に対しては、鳥島を含めた制限区

域をパッケージとして県民総決起大会を求め

る方法もありますが、どのように考えている

か伺います。

質問の第２は、コンクリート護岸の撤去と

これに伴う潮害防備保安林等の植栽について

であります。

この件に関し町長は再三、コンクリート護

岸と潮害との因果関係は分かっていない。三
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面コンクリートの河川については、当時のニ

ーズに基づいてつくられたものとして、前回

の町長選の自然に対する考えが変化していま

すが、今でもその考えでしょうか。

さらに、私が12月定例会で質問した前回の

町長選挙における平良朝幸講演会の会報の内

容について、会報は選挙公約の骨幹ではない

から変更を訴える意思はないと答弁されまし

たが、今でもその考えは変わらないか伺いま

す。

質問の第３は、ナミダ石とヒータテ石の公

園化についてであります。

ナミダ石は伝説として多くの人の知るとこ

ろであります。ヒータテ石は琉球と唐（中国）

との交易に活躍した史跡でもあります。しか

し、当町観光案内図には掲載されているもの

の、現地に案内板はなく、ナミダ石について

は知る人もごくわずかであります。観光客も

捜している状況であり、公園化の予定はない

か伺います。

質問の第４は、本町職員から県人事委員会

に提出された事案についてであります。提出

者も話し合いで解決したい要望があります。

これから先のことを考慮しても、予算の無駄

と考えますが、伺います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番宇江原総清議員の質問にお答えしま

す。鳥島射爆撃場の早期返還について。「第

３海兵隊機動展開部隊の要員及びその家族の

沖縄からグアムへの移転の実施に関する日本

国政府とアメリカ合衆国政府の間の協定」の

締結については、米軍基地の一部が国外へ移

転されることについては歓迎しつつも、協定

の内容が普天間飛行場の名護市辺野古沿岸部

移設、嘉手納より南の基地返還とのパッケー

ジについては県や名護市長の意見が十分に反

映されていないことから反対であります。

日本と米国の関係については対等なパート

ナーであると考えています。従って、鳥島射

爆撃場及び久米島射爆撃場の返還について、

政府が対等な立場で米国政府と交渉していた

だくことを期待しています。

町としては、鳥島射爆撃場の問題は町民生

活や町の経済に重要な問題であり、今後も軍

転協や県漁連などの団体と連携して、返還要

請を継続して行い、全県的な広がりを図って

まいります。

ご質問の町民大会の開催については、去っ

た12月定例議会で述べたとおり、関係者の意

見を聞いて効果的なタイミングで実施できる

ように検討します。県民大会の実施について

は久米島町だけでできる問題ではありません

ので、軍転協と意見交換をしたいと考えてい

ます。

コンクリート護岸の撤去とこれに伴う潮害

防備保安林等の植栽についてです。これまで

答弁したとおり考えに変わりはありません

が、コンクリート護岸の撤去についてはたい

へん厳しいと考えています。また、三面張り

河川についても同様でありますが、再整備の

際は自然に配慮した整備が必要と考えていま

す。

本町職員から県人事委員会に提出された事

案について。本事案については、12月定例議

会で答弁したとおり、①平成19年４月から、

関係者を交えて何回も話し合いが行われてい

ること。②不服申し立ての前に県人事委員会



- 59 -

が仲介して解決の努力をしていること。③転

任処分は、行政目的達成のため地方公務員法

に基づき適正に行われていること。④不服申

立て人は、これまでにいくつかの問題行動が

あり、今回の問題をうやむやにすることはで

きないこと。以上のことから、和解をすると

いうことは考えていませんが、不服申立て人

が今までの自分の行動を反省した上で、不服

申立てを取り下げるということを期待してお

ります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

４番宇江原総清議員のナミダ石とヒータテ

石の公園化について答弁いたします。涙石・

烽火台は、農道、私有地を通って入り組んだ

場所にあり、また周辺も私有地となっている

ため、公園整備するには大きな事業費が伴い

ますので、現在において公園化の予定はあり

ません。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

質問第１の鳥島射爆撃場の早期返還につい

て再質問します。町長は日本と米国との関係

については、対等なパートナーであると考え

ていると答弁していますが、私は米国に対し、

むしろ隷属化していると見ています。例えば

年金問題は公務員の共済年金以外の国民年金

の基礎をしっかりしないままに、米国主導の

確定拠出型年金の導入によって年金を危うく

しています。郵政民営化と規制緩和によって

デリバティブ、金融派生商品を拡大させ、結

果、サブプライムローンショック等で日本の

経済は大打撃を受けました。

日本の経済システムに米国が手を突っ込

み、日本はこれをなすがままにさせました。

日本が米国の隷属になった証左の一つである

と考えております。

また、在沖米海兵隊のグアム移転に関する

協定により、外国で建設される米国の軍事施

設等に、生活で苦しんでいる多くの国民の膨

大な税金をつかおうとしています。さらには、

在沖米国領事のケビン・メア氏が11月６日の

定例記者会見で、鳥島・久米島両射爆撃場の

返還について、こう述べています。「日米同

盟関係を維持するためにも不可欠な訓練場

だ。実弾演習を無くしたら訓練ができず、抑

止力が失われることになり、返還は難しい」

と。環境汚染が明確になりつつある劣化ウラ

ン弾を鳥島に捨て、状況から私はそう見てい

ます。その上、大型爆弾等を投棄爆発させた

のにも関わらずこの発言をしたことは、久米

島町民や日本国民を隷属と見下しているから

ではないでしょうか。

米国で同様なことをして、同様な発言がで

きるでしょうか。ケビン・メア氏の発言に対

して、私は抗議文を発する必要があったと思

います。

このようなことからして、私は日本と米国

の関係については、米国の隷属化と見ており、

町長の言われる対等なパートナーとの考えと

全く異なる立場であります。米国に対しても

ノーと言えるのが対等な立場だと私は理解を

しております。

この劣化ウラン弾の環境被害や健康被害に

ついて、今年の２月８日、これはタイムスで
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すが、「イタリア政府はＮＡＴＯや国連によ

る平和維持部隊の一員として海外に派遣さ

れ、劣化ウランに被爆した元兵士1,700人の

健康被害を認定し、補償に充てるため約35億

円を予算計上した」と報道されています。事

実上劣化ウラン弾が元兵士の疾病を引き起こ

した可能性を排除できないと、事実上因果関

係を認めたとされています。しかし、米国は

自国で同様な疾病の数万人の兵士に対し、未

だにこれを認めていません。また、ブログに

は米軍による鳥島での劣化ウラン弾事件で琉

球大学の矢ヶ崎克馬医学部教授は、微粉末化

した劣化ウランの放射能により、久米島をは

じめ慶良間諸島や沖縄本島も汚染されている

可能性が高く、長期的に見れば原爆に劣らな

い環境汚染となると述べています。このよう

に劣化ウラン弾の健康被害や環境汚染に関す

る問題は、新聞やブログで公開されています

町長は鳥島射爆撃場の早期返還問題に関

し、平成19年12月18日の本会議定例会におけ

る私の質問に対し、賃貸契約条件が納得でき

なければ契約しないとの答弁をし言い続けて

きました。しかし、平成20年９月26日の県議

会において、日本共産党の玉城ノブ子氏が仲

井真県知事から、日米両政府に対し強く求め

ていきたいと決意をさせました。その時の新

聞、沖縄タイムスに、鳥島を視察した平良町

長を取材してこう述べています。「一緒に視

察した平良町長は、議会と共に島のためにな

る方策を探っていきたいと話す。返還を求め

ていなかった町だが、返還を強く訴える漁業

者や町議会の声の高まりに背中を押されるか

たちで方針を転換した」とのコメントが掲載

されています。

そして、去年11月に仲井真県知事が政府等

への返還要求報道があって、やっと町長は県

知事、議会議長への返還要請、そして東京要

請行動等を行った経緯があります。

それからすると、私が心配していますのは、

他人が行動を起こした後に背中を押されたの

かということで、次の２点について伺います。

１点目、まだ賃貸契約条件の納得にこだわっ

ているのかどうかであります。２点目、昨年

の９月16日、議員全員協議会において私が投

稿した平成12年９月９日付の琉球新報論欄

「劣化ウラン弾の汚染懸念」について、風評

被害だと指摘されましたが、今でもそう思っ

ているのか、伺います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これまで議会全員協議会、あるいは本会議

で申し述べたとおり、返還を求めていくとい

うことには変わりはございません。議員の皆

さんも私の決意はよくご存じだと思っており

ます。

それと以前に全員協議会で申し上げました

とおりのことをまだそう思っているというこ

とで理解してもらいたいと思います。なぜか

と言いますと、その時に申し上げたいろいろ

な調査、あるいは我々も厚生省から得た資料

等も議員の皆さんに提示しました。それから

すると何の根拠もないことを新聞に投稿する

のはどうかという意味で私は提案したわけで

あります。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

風評被害については今はどうですか。

○ 議長 山里昌輝
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平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

以前、劣化ウラン弾が撃ち込まれて島民大

会が開かれたその後に、確かに漁業あるいは

農産物あたりに風評被害が出るだろうという

ふうに非常に懸念されたことがあります。売

り上げとかそういうことは詳細は把握してお

りませんけれども、新聞にはそれも書かれて

おりました。これについては、我々としては

久米島全体のことを思うならば、根拠無しに

こういう事を書くのはどうかということで私

は申し上げたつもりでございます。風評被害

が出るということはそれも懸念しておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

私はこういった問題について非常に関心を

もちまして、自分の周りの人たちの罹患した

方々、疾病の方々、あるいはそれによって亡

くなった方々のものをだいたい聞いてきてい

ます。そしたらこれはいかんなということの

感触を得ていますが、これから本当に実体解

明、実態把握をしなければいかんじゃないか

と、こういうふうに考えております。町長、

早めに早期返還、実際演習の早期中止、そう

いったことでぜひ再度決断を腹を据えて決断

をしていただきたいと思っております。

そして、私は鳥島射爆撃場の早期返還につ

いては、韓国や中米のエクアドル、フィリピ

ンのスービックやクラーク米軍基地を参考に

すればよいと思っております。特にフィリピ

ンの両米軍基地は返還によってスービックだ

けでも閉鎖当時の1万6千人という基地労働者

がいましたけれども、今では跡地で働く労働

者は５倍以上の8万2千人ということでありま

す。住民がその気になれば早期返還は可能だ

という好事例であります。特にリーダーがそ

の気になれば住民は気合いが入ると私は確信

しております。そして鳥島射爆撃場の早期返

還の実現によって、飛行機運賃の値下げや漁

獲の高揚、観光の活性化等久米島の経済効果

も高まることにもなると思います。どうかそ

の方法で施策を推進していただきたいと思っ

ております。

引き続き、質問の第２について質問いたし

ます。私は今年の１月10日に《午後の》荒れ

模様の天気、風速16ｍ、波の高さ４、５ｍの

中で真泊の一文字護岸と具志川城趾海岸へ行

きました。一文字海岸は30ｍ以上の波を打ち

上げています。これ写真を撮ってあります。

具志川城趾海岸、特に港付近では潮花が綿雪

のように舞い上がっていました。自然のリー

フからも潮花は打ち上げられていましたけれ

ども、コンクリート護岸からの潮花はひどい

状態です。夕方の満ち潮を待ってもっとその

状態を捉えたかったわけですけれども、カメ

ラの充電が切れてしまいまして撮れませんで

した。

なぜ私が具志川城趾海岸へ向かったかと言

いますと、去年の12月の定例会での質問で、

町民から私に送られた手紙の内容に、同海岸

を指して、海岸道路は修復か撤去してくれ。

数年前の台風で甚大な被害を受け、例年サト

ウキビの収穫が70ｔぐらいあったのに、潮害

で30ｔの収穫しかなかった。因果関係は成り

立つとの訴えがあったので、その時期を待っ

て現場検証となったわけであります。

今年のサトウキビ収穫は台風が来なかった

ために大きな収穫のようです。潮害を発生さ
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せる要因であるコンクリート護岸を優先順位

で撤去し、以前に高潮被害のあった鳥島真泊

付近のコンクリート護岸は石を斜めに４ｍか

ら５ｍの高さで野積みをし、その目地、空い

た隙間に海岸植物のアダンやモンパの木など

を植栽することであります。それで打ち寄せ

る波を体さばきすることができます。

今、南大東では防潮林や防風林を盛んに植

えているとのことです。農作物を守るために

一生懸命です。世界的には新聞でも報じられ

ているように、大気中の二酸化炭素濃度の上

昇によって海水が急速に酸性化し、海の生態

系に大きな影響を与えているとして、世界の

海洋学者が各国政府に地球温暖化対策の強化

などを呼びかける緊急宣言をまとめたとして

います。海の酸性化が進むとサンゴ礁の減少

が目立つこと、カキやイカ、ウニなどの繁殖

行動に影響を及ぼしたりすることが懸念され

るとしています。加えて世界人口の増加は10

年後に10億人も増えるとされ、世界的な食糧

危機も叫ばれております。

一方、米国のサブプライムローンの金融派

生商品の破綻から端を発した経済不況は自然

関係に目を向けつつあります。オバマ米大統

領はグリーンニューディール政策を打ち出

し、日本政府も同様な政策を推進しようとし

ています。今がチャンスだと思います。久米

島の自然を取り戻す絶好の機会だと思ってお

ります。まずは久米島全体のグリーンニュー

ディールのビジョンを立て、一カ所でもいい

からモデルケースをつくることであります。

例えば、久米島ほたる館が浦地川流域の赤

土流出防止について提言をし、沖縄県南部農

林土木事務所や本町環境保全課が中心となっ

て対策を進めています。この川の上流はラム

サール条約登録地になっており、モデル事業

として取り組むには最善の場所であります。

この際、海岸でサンゴ礁を甦生させることを

目的として、赤土防止対策の徹底と河畔林、

海岸林の植林を施すなど事業を行ってはどう

でしょうか。

一方において、防潮防風林や農作物に被害

を与えるコンクリート護岸の優先順位による

撤去を推進することで、自然を保護育成しま

す。これが第一次産業たる農業、漁業及び林

業の活性化にもつながり、ひいては観光産業

にも相乗効果を発揮させるものと確信してお

ります。

子どもの教育についても、例えば久米島ほ

たるの会のホタルレンジャーのように遊びな

がら自然科学に興味をもち、自ずから学ぶ力

をもつようになり、学力向上にもつながると

思います。楽しみにしております。このよう

に久米島を10数年まえの自給自足の島、サン

ゴに囲まれた漁場豊かな島、閑静豊かな島に

回帰させることが喫緊の課題であると考えて

おります。

そこで町長に伺います。町長はそれでもコ

ンクリート護岸の撤去と三面張りの河川につ

いては、冒頭の答弁どおり厳しいと考えてい

ますかどうか伺います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

コンクリート護岸と三面張りの河川につい

ては、以前から申し上げていますとおり、現

在の状況としては非常に厳しいということで

す。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。
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○ ４番 宇江原総清議員

なぜ厳しいのか、これを答えていただきた

いと思います。

○ 議長 山里昌輝

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

護岸にしても三面張りの排水にしても、要

は目的があって造られたもので、意味なく造

ったものではない。護岸にしても住民の生命

と財産を守る目的もあるものですから、それ

を今になって取り壊すということは説明がつ

くのかどうかです。莫大な費用がかかってや

っていますから、ある部分に関してはコンク

リート護岸の弊害があるかもしれませんが、

それはそれとして重要な調査も必要じゃない

かと考えています。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

たいへん残念でありますが、やはり官僚的

な発想と答弁しか得られないのは残念であり

ます。これを今の状態が悪いから、自然を壊

わす公共事業から、新しい自然に戻す公共事

業をやったらどうかと。それによって特にモ

デルケースというようなものが大事であっ

て、官僚もそういうものだったら予算を出す

ということがこれまでの35年間の私の公務員

生活の感触であります。ぜひそういったこれ

までの考えの発想を転換して新しいものの考

え方で対応してほしいとお願いをいたしま

す。

引き続き、第４について再質問いたします。

県人事委員会への提訴事案に関し、職員によ

るタイムカードの改ざんの疑いを知りました

が、それを解明するためにやむを得なく本件

に関する本町職員数名の情報開示の請求をし

たいと思っております。なお、2007年平成19

年11月25日10時から本町仲里庁舎２階会議室

において開催された儀間保育園の民営化に伴

う説明会で、町長が職員に対して強い口調の

台詞を言ったのかどうか、伺います。記憶に

なければこの場で答えなくてもいいです。こ

の状況についてはテープもありますし、それ

から証人もおります。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず１点目のタイムカードの改ざんという

ことなんですが、これは改ざんというか不適

切な事務処理と申し上げるのか、表現の仕方

にはちょっと疑問がございますが、久米島保

育所において不服申立て人が主張している所

長によるタイムカードの操作については、こ

れはあったことは事実でございます。これに

ついてはなぜかと申しますと、臨時職員には

時間外勤務手当が支給されないことになって

いるために、時間外勤務に相当する時間は休

みの日に所長がタイムカードを押して、時間

外勤務に相当する分を出勤したようなかたち

で賃金を支払っていたということがあったこ

とは事実でございます。ただ、事務手続きと

してはこれは不適切なやり方であるというこ

とです。本来、勤務時間の振替命令を行えば

何の問題もないことでございます。勤務時間

の振り替えを行って時間外休日に勤務される

べきものをタイムカードの操作で行ったとい

うことがございました。これは事実でござい

ます。

ただ、これと不服申立て人の主張する不利

益処分とは何ら関係ないと考えております。
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この件につきましては即現場に対して指導を

行って、勤務時間の振替命令を作成して、そ

れにより行うように指示を出しております。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

こういったことに関しては、警察用語でい

えばやっぱり改ざんですよ。直すのであれば、

間違ったということであれば正式な手続きを

得て対応すればいいわけであって、これは他

の職員についてもこれから情報開示をして、

その実態を明らかにしていきたい、こういう

ふうに考えております。これは議会だよりに

も書いてありますけれども、やっぱり町の指

導者たるものを自分の運用方針に違うとの言

動をなされていましたけれども、後で考える

となるほどというようなものも多々ありま

す。これは35年間の私の警察勤務を通しても

そういうふうなものが多々ありました。それ

ぞれ異なる意見を吸収して、自分で噛み砕い

て、実態はどうなのか。そしてその結果を町

民の意向に沿うように、町の運営をしていた

だきたい。こういうふうに切望いたします。

あと少し時間がありますが、いろいろな問

題、私は町の今後の取り組みについて、例え

ばグリーンニューディール政策についても絶

好の機会なんです。これを旧態依然として造

ったからまあいいやということではなくて、

果たしてそのものが妥当なのかどうか、ある

いは良かったのかどうか、そういったものを

振り替えてみて、検証、反省をして、実態に

合った施策を講じるのが普通であります。特

にこれも私の公務員生活の中で体験したもの

でありますが、国・県からの予算を取るため

には新しい事業、新事業、特にモデルケース

として設定すればこれは容易であります。だ

からこれまでやってきたから、これまでの国

家官僚はきかないというようなことで、もっ

と勇気をもって対応していけば、久米島の数

十年前の自給自足の島、サンゴに囲まれた漁

場豊かな島、それから閑静な島に戻ると思い

ます。そういうことを執行部に期待しまして、

私の質問を終わります。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで４番宇江原総清議員の一般質問を終

わります。

次に、９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

９番の上里であります。１点ほど質問した

いと思います。老人福祉について。本町にお

いても高齢化率が24％に達し、独居老人、高

齢者、要介護世帯が増加し、それに伴って医

療費が年々増加傾向にある。また、施設入所

希望者も増加している。自宅で介護を受ける

ことが難しいお年寄りが暮らす施設、特別養

護老人ホームへの入所待機者は現在何名なの

か、伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

９番上里総功議員の質問にお答えします。

老人福祉について。特別養護老人ホームの増

床については町民からの要望等も多く、これ

まで国や県、関係機関に対して要請してきま

したが、久米島町の場合、南部圏域の施設整

備計画の範囲内に入っており、医療施設、介

護施設が飽和状態にあり、許可されなかった

経緯はあります。島内での特別養護老人ホー
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ムの待機者は60名であります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

答弁によりますと、久米島町は南部圏域の

施設計画の範囲内に入っており、医療施設、

介護施設が飽和状態にあり許可がされなかっ

た経緯があるということですが、そのような

経緯があったとしても介護保険制度は平成12

年４月から始まっており８年が経過しており

ます。また、平成14年７月には沖縄県介護保

険広域連合が設立されている。介護保険料は

納めているにも関わらず、特別養護老人ホー

ムに入所ができず、60名の待機者がいるとい

うことは問題である。離島というマイナス面

はあるにしても対策が取られていないのは行

政の怠慢ではないかと。

町長は選挙公約の中で、お年寄りが安心し

て暮らせる町づくりをかかげておりますが、

果たして安心して暮らせる町になっているか

どうか疑問であります。

また、南部圏域に入っているということで

ありますが、現在、南部の特別養護老人ホー

ムに入所している方は何名なのか、伺います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに老人福祉については非常に問題が大

きすぎて遅々として進まない部分もございま

す。ただ、我々としては町で最大限できるこ

とをやろうということで今、福祉課と調整し

ている途中であります。詳しい内容について

は福祉課長がお答えします。

○ 議長 山里昌輝

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

先ほど町長の答弁にもありましたとおり、

島内では約60名の方が待機となっております

が、島外におきましては介護療養型施設、病

院、そして特別老人ホーム等に入所している

方々は約100名ぐらいかと資料としては上が

っております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

ここに沖縄タイムスの１月27日の新聞があ

るんですが、特養老人ホームに入居できない

お年寄りの方々が、全国で38万人が待機して

いるということです。沖縄県の場合は3,400

人という数字が出ており、その中に久米島の

60名の方々も入っている。制度としては平成

12年の４月から始まっているんですが、特養

老人ホームに収容できない状態になってい

て、制度が頭打ちになっているんじゃないか

と思います。そういう状況の中にあって、久

米島の場合には南部の方には入居できるとい

うことで、現在100名ぐらいの方が入居して

いる。

それで、一番懸念されるのは家族の負担な

んです。確かに入れるところはあるんですが、

地元にあれば家族の負担は少なくなるわけで

す。地元にできるような制度をつくるのが行

政の仕事だと思うんですが、その点はどのよ

うに考えているのか。

○ 議長 山里昌輝

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

久米島町におきましては日常生活圏域にお

ける公的施設等の整備状況は、特別養護老人
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ホームが30床、老人ショートステイが５床で、

４月から３床増えまして８床が可能となりま

す。認知症対応型グループホームが９名、認

知症デイサービスセンターが10名、通所型デ

イサービス事業では、わかみずとかりゆしの

方でありますが、２事業所で75名の方が利用

しております。

第４期介護保険事業計画におきましても、

平成21年度から23年度までの計画であります

が、地域介護・福祉空間整備等交付金を活用

いたしまして、小規模多機能型居宅介護施設、

これは通所を中心にして、選択に応じて訪問

や泊まりのサービスを組み合わせた事業であ

りますが、25名を登録いたしまして、デイサ

ービスで１日当たり15名、ショートの方で９

名が宿泊できる施設であります。それと、小

規模特別養護老人ホームは29名が利用できる

事業でありますが、第４期介護保険事業計画

の中で計画をしております。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

課長の説明では、要するに要支援事業です

よね、広域連合などでも使用されているショ

ートとかいろんな、介護の仕事というのは広

範囲にまたがって非常に難しいところがある

んですが、今、広域連合でもいろんな支援事

業がやられているわけですが、一番懸念され

るのは、広域連合で進めている事業が、各行

政の方で対応できているかどうか。そこのと

ころが見えてこない。久米島町は、福祉課の

方に聞いたら、概ねやっていますということ

なんですが、それでもやっぱり不自由を感じ

ているお年寄りの方々が結構いると思いま

す。それで今回、町長は施政方針の中でも、

既存の施設を適用してそういうのをやってい

きたいと述べられているんですが、問題は、

これから久米島町の資格者が、21年２月16日

現在、2,200名余りもいるということなんで

す。そうなった場合には、将来的に特養老人

ホームの設立は不可欠だと思うんです。現在

60名いるということは１つの施設分はいると

いうことなんですよね。将来的に資格者の人

数を考えた場合には、どうしても特養老人ホ

ームは要るんだと。そういう認識になると思

うんですが。特養老人ホームを造る計画につ

いて、町長の考えをお聞きしたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど答弁しましたとおり、南部圏域に入

ったということで、特別養護老人ホームの建

設については非常に厳しい状況であります。

これはもうはっきりできないと言われまし

た。それで、我々としては現在の事業ででき

ることを最大限にやるのが老人福祉の現在の

在り方じゃないかなと考えています。施設の

有効活用についても、これから詰めていって、

デイケアセンターで対応できる分は何とか民

間も社協もひっくるめて何とか対応したいと

思います。

また、民間の老人施設、そういう部分も導

入できないかというのも将来は検討していか

なくちゃいけないと思っています。

○ 議長 山里昌輝

９番上里総功議員。

○ ９番 上里総功議員

町長の答弁では非常に難しいと。だけどこ

れは毎年その資格者は増えていくわけで、そ

んなこと言っておられないと思うんです。そ
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ういう制度をつくりながら国、県はそれを認

めないというのはおかしい。制度はできたん

ですが入れないと。じゃあ何のために介護保

険料を払っているかということになっちゃう

わけなんですよね。今までは確かに難しいと

いう回答をもらっていても、今後はぜひ久米

島町にはもっと大規模な施設はどうしても必

要なんです。ぜひ実現するように努力を町長

の方はしてもらいたいということでありま

す。以上で私の質問は終わります。

（上里総功議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで９番上里総功議員の一般質問を終わ

ります。

○ 議長 山里昌輝

暫時休憩します。（午前10時58分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前11時08分）

次に、１番崎村正明議員。

（崎村正明議員登壇）

○ １番 崎村正明議員

１番崎村正明、２点ほどご質問させていた

だきます。１点目、建設企業の新分野への進

出促進対策について。建設業界は、公共工事

等の発注量も減少し、過剰な競争状態にある。

建設企業の新分野への進出を促進する対策が

必要と思われるが、町長の見解を伺いたい。

２点目、中高一貫教育について。中高一貫

教育は、平成11年文部科学省が制度化し、全

国で導入例が多くなりました。近年は完全学

校週５日制になり、全国的に学力低下がある

と懸念されております。

本町では、中学校と高校と中高一貫教育が

実施されて６年目ですが、どのような成果が

出ているか、教育長の所見を伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

１番崎村正明議員の質問にお答えします。

建設企業の新分野への進出促進対策につい

て。新事業分野進出など国や県による支援制

度があり、久米島商工会を通して各事業所を

対象に説明会等を実施しているところであり

ます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

１番崎村議員の中高一貫教育について答弁

いたします。中高一貫教育の成果といたしま

しては、中高連携した研究事業が実施され、

国語、社会、理科につきましては中学校、高

校の両校で行われました。生徒指導は、４校

の担当教諭が一同に会し、詳細にわたり情報

交換を催しております。また、部活動の交流、

行事等の交流も活発になっており、今後も中

高一貫教育がスムーズに遂行できるよう連携

の拡充を図ってまいります。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

建設企業の新分野への進出促進対策につい

て再質問させていただきます。答弁用紙から

見ますと、商工会の会員や各事業所を対象に

説明会やセミナーを実施していると思います

が、建設業界は仕事も少なく、極めて厳しい

状況にあり、また資金もなく新分野進出はか
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なり難しいと思われるが、国や県による支援

制度ではなく、町独自の対策で新分野進出す

るために要する初期投資や経費の一部を町が

補助する考えはないか、伺いたい。

そして、答弁を求めて、なければ、１つの

質問を終了させていただきます。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

現在のところは補助するということでは検

討しておりません。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

２点目の中高一貫教育についてですが、中

高一貫教育についての結果報告ではなく、こ

れまでの取り組み、どのような成果がみられ

たか説明求めます。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

取り組みということですが、今、義務教育

と県立高校でやっています連携につきまして

は、先ほど成果ということもございましたが、

今、子どもたちの交流、これは部活動なり、

ハーリー事業なり、そういったかたちでの子

どもたちの交流を主にやっております。

そしてあと１点、交流学習がございますが、

これは中学校の先生が高校の授業をし、高校

の先生が中学校の受業をするという。その中

で国語、社会、理科等につきましてはそうい

ったかたちでの交互の先生方の交流受業がご

ざいます。

そして、中高連携の全体部会というのがご

ざいますが、年３回から４回それぞれの中学

校の全職員、そして高校の全職員が一同に会

して連携の在り方、いろいろ課題、成果等を

中心に、年４回ほど話し合いをもっておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

ただいまの説明によりますと、中高の先生

方と共に協力して連携しているということで

すよね。我々保護者間では、以前の入試形式

が、子どもたちの受験に対する意識を自覚さ

せるためには良かったという声が多いんで

す。定員が割れている状態でほとんどの子ど

もたちが危機感がなく、連携入試があるが上

に勉強しなくても進学できるという雰囲気に

なっているようだが、教育委員会は保護者に

中高一貫教育について詳しい説明はきちっと

なされているのか、伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

中高一貫教育につきましては、平成14年度

から、これは県立高校の整備編成計画の中に

基づいて行われております。そして平成14年、

15年、これは当時の具志川中学校、久米島中

学校が研究校として高校と研究を重ねながら

やってきました。その他においても地域、そ

して学校、そして保護者あたりについても中

高一貫教育については十分説明しておりま

す。

そして、去った去年か一昨年か定かではな

いんですが、ＰＴＡの研修会の中においても

そういった中高一貫教育の説明はいたしてお

ります。

ただ、中高一貫教育と申しますと、あくま
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でこれは久米島地区におきましては連携とい

うことがございますので、学校の教職員につ

いてはそれなりに理解をしていろいろ交流を

図っているわけですが、いま議員の方からあ

りましたＰＴＡの皆さんが、主に保護者の皆

さんが、それについてはまだ意識が薄いんじ

ゃないかということがございますが、それも

積極的にＰの保護者の皆さん方が勉強会を催

したいということであれば、また私たちも積

極的に、高校も巻き込んでいろんなかたちで

皆さん方の方にもお話し合いをしていきたい

と考えております。

○ 議長 山里昌輝

１番崎村正明議員。

○ １番 崎村正明議員

中高の先生方とかなり連携がとれている状

況は把握しているんですが、ただ、残念なこ

とに保護者や地域にもっと分かりやすく情報

を提供することを期待しまして、私の一般質

問を終わらせていただきます。

（崎村正明議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで１番崎村正明議員の質問を終わりま

す。

次に、６番仲村昌慧議員の質問を許します。

６番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ６番 仲村昌慧議員

６番仲村です。２点質問させていただきま

す。耕作放棄地解消について。農林水産省は、

国際的な食糧事情が不安定化する中で、国民

への食料の安定供給を図るためには、耕作放

棄地を解消することが必要不可欠だとしてい

ます。この状況を踏まえて、５年後を目途に

その解消を目指すことを位置づけ、「耕作放

棄地支援ガイドライン」を策定し、支援策を

講じることとし、20年度は全国一斉に農振・

農用地区域等を含む全ての耕作放棄地の現地

調査が実施されております。

本町では、この実態調査が、どのような計

画・方法で実施されたかお伺いします。また、

現地調査結果を踏まえた解消策は持ち得てい

るのか、お伺いします。

次に、パークゴルフ場について。パークゴ

ルフは誰でも気軽に楽しめるニュースポーツ

として全国的に急速に普及しています。本町

でもパークゴルフの普及に向けて、パークゴ

ルフ場建設の動きがありますが、パークゴル

フ場建設について町長の見解と進捗状況をお

伺いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番仲村昌慧議員の質問にお答えします。

耕作放棄地解消について。耕作放棄地全体調

査については、国の耕作放棄地全体調査要領

に基づき、平成20年７月１日から９月30日ま

でに調査を実施しております。調査方法は、

沖縄県内の土地改良区内耕作放棄地調査デー

タを基本に農業委員会が把握している耕作放

棄地データと製糖工場が現地調査をしたデー

タを加えて、町全体の耕作放棄地データを作

成し、その後に現地調査を行って、11月５日

付けで県知事に報告しています。

調査結果としては、全体で筆数327筆、面

積が31haとなっています。昨年12月18日に町

耕作放棄地対策協議会を立ち上げ、国の補助

事業として耕作放棄地再生利用推進事業を導

入し、現在、事業を進めているところです。
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事業の内容としては、耕作放棄地解消基本

計画の策定と耕作放棄地再生実証試験の実施

となります。耕作放棄地解消計画は平成21年

度から25年度までの５カ年の事業計画となっ

ていますので、関係者と連携をとりながら補

助事業を有効的に活用し、耕作放棄地解消を

進めていきたいと考えております。

２点目のパークゴルフ場について。儀間・

嘉手苅地先の埋立地にパークゴルフ場を計画

しております。事業メニューとしては、防衛

関係予算の中で多目的公園整備事業で実施で

きないか沖縄防衛局と調整を行っているとこ

ろであります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

耕作放棄地解消について再質問させていた

だきます。本町においては耕作放棄地が31ha

となっておりますが、県内全体では7.7％の

耕作放棄率になっております。その中で中部

が22.7％、北部が17.6％、南部が6.3％とな

っておりますが、久米島本町における耕作放

棄率は何パーセントになっているのかお伺い

します。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

何パーセントという率は把握しておりませ

んが、調査した結果、31haということで考え

ています。その率は確認してから報告したい

と思います。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

耕作放棄地全体調査の中においては、耕作

放棄の区分、それから分類ということによっ

て、それから耕作放棄地解消策定計画がなさ

れると思いますが、区分がされていると思い

ます。まず、緑、黄色、赤にいろ塗りをして

いくという区分が提出されているかと思いま

すが、緑の部分が人力・機械草刈り等によっ

て直ちに耕作可能な土地。黄色の色塗りされ

てるのが、基盤整備を実施して利用可能なか

たち。赤は農地に復元して利用不可能な土地

というふうになっています。この31haにこの

区分がどのようにされているのか。そこのと

ころをお伺いしたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

その区分についても担当者から資料を確認

しておりませんが、ほとんど緑の部分にあた

ると思います。後でそのデータについても確

認して報告したいと思います。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

ほとんど緑の部分となると、今すぐ人力・

機械草刈り等によって直ちに耕作可能な土地

であります。これを分類していきますと、営

農を再開できる土地になっていきますので、

この策定の中では農地が直ちに利用できるこ

と、それから耕作者がいるということ、それ

から導入作目が決まっているということ、こ

れが示されて、直ちに策定に則ってこれを実

施し、耕作放棄地を解消するというかたちに

なっていくと思いますが、昨年12月18日に耕

作放棄地対策協議会が立ち上げされたという

ことが答弁の中でなされております。この協
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議会が立ち上げされて、雇用効果が創出でき

るということが新聞にありました。例えばこ

の耕作放棄地の解消を作業する作業員、それ

から協議会の事務の雇用が見込まれるという

ことでありましたが、本町においてこの協議

会でそのような雇用が生じるのかどうか、お

伺いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

12月の時点で協議会を立ち上げて、この活

動を始めたばかりで、雇用が生まれるかどう

かというのはまだ考えておりません。20年度

のこの事業で事業計画と実証試験の実施、そ

れを終わりまして、21年度から耕作放棄地解

消に向けての実施計画に基づいて、年度ごと

の地域ごとの解消を進めていくということで

進めております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

２月までに県内においては18市町村におい

て協議会が立ち上げされ、それによって9千8

00万円の交付金が支給されるということが新

聞に載っておりましたが、本町にはどれぐら

いの交付がされたのか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

久米島町は600万円の事業となっておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員

○ ６番 仲村昌慧議員

この事業を受けて事業を進めているところ

であると答弁しています。この事業内容とし

ては、耕作放棄地解消計画、これは１月まで

に策定されているものと思いますが、それは

されているでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

耕作放棄地実施計画、これは現在、土地改

良連合会に委託していま進めている状況で

す。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

資料等によると１月までには策定するとい

うスケジュールが載っておりましたが、早め

にそこを策定して、そして21年度からそれを

実施に移していただきたいと思っておりま

す。

その事業を進めている中で、耕作放棄地再

生実証試験の実施というのがあります。実は

12月補正でこれが補正で上がりましたが、明

日の補正に上がるのがマイナス補正となって

おります。この実証試験の委託料が明日の補

正で上がりますが、これがマイナス補正とな

っております。253万5千円の耕作放棄地再生

実証試験委託料、これが12月補正で上がりま

した。明日の補正ではこれがマイナス補正と

なりますが、それの理由は何なのか、お伺い

します。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

補正にはマイナスということでは上げてい

ないと思います。これは実証試験のものは実

施すると契約していま進めている段階ですの
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で、そのまま進めてまいります。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前11時28分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前11時29分）

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

マイナスになっているのは、県からの指摘

で、これは町が事業主体ではなくて協議会の

事業主体だということで、これは協議会の事

業ということで実施するために町からの予算

はマイナスにしております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

国の支援を受ける協議会は、地権者から耕

作放棄地の整備や補完を請け負い、農地の賃

借希望者に情報を提供すると。地権者は整備

費などの負担金を協議会に支払うが、放棄地

10ｒ当たり３万円から５万円の交付金支給を

決定しているということで、地権者に対する

負担は生じてくるのかどうか。工事が大きい

ものに関してはすると思いますが、今はほと

んどが緑の部分、草刈り、機械を入れればす

ぐ可能な土地でありますので、そういった土

地に関しては、３万円から５万円の交付で対

応できるのかどうか。地権者には負担が生じ

ないのかどうか、そこをお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

事業を実施する場合に10万円を基準にし

て、国から５万円を上限、そして３万円が県、

残り20％が地元ということになっておりま

す。また地元負担の20％については町が支援

するのか、受益者が負担するのか、これから

また協議して決めていきたいと考えておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

21年度から５年間でこの31haの放棄地が何

パーセントの目標にして解消していく考えな

のか、そこをお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

事業計画を立てまして、年度ごと、地域ご

との計画に基づいて進めていますが、出来れ

ば100％解消したいと考えております。これ

は地権者と耕作者、その調整とかも含めてあ

りますので、目標は、解消に向けて取り組み

したいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

100％目指して頑張っていただきたいと思

います。

次に、パークゴルフ場について再質問させ

ていただきます。答弁の中では、儀間・嘉手

苅地先に計画をしているということでありま

したが、これまでの計画の経緯と、その計画

の整理がされたのかどうかを確認しながら、

その質問に入っていきます。

まず、平成20年の10月30日、沖縄防衛局か

らの資料でありますが、久米島分屯基地周辺

屋外運動場設置助成事業についてということ

で、平成15年５月に久米島町長から補助事業

等計画書（屋外運動場）の提出がされていま

す。それで平成16年に久米島町長から屋外運
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動場整備事業の休止願いが提出されていま

す。これは休止理由としては財政が厳しいと

いうことでの休止理由となっています。その

後、平成20年７月に平良町長からでしょうか、

屋外運動場整備事業の再開要望が出されてい

るが、そこを確認したいと思います。

そこと、平成20年８月、屋外運動場整備事

業の支援依頼がされています。そこを確認し

てから入ります。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

今、仲村議員がおっしゃったとおり、屋外

運動場400トラックのものをつくろうという

計画で進めておりましたが、平成16年度の実

施でありましたが、ちょうどその時に財政的

に非常に厳しい状況が続くということで中止

願いを出したという経緯です。それと、運動

場については具志川多目的公園運動場、それ

から仲里の総合運動場がありますので、そう

いう屋外運動場についてはそれで十分対応で

きるという判断の下に中止したということで

す。

再開については、屋外運動場を再開すると

いうことではなくて、多目的公園の整備をし

ていこうということで、当時のメニューを変

更したいということで再度事業化していきた

いということでの再開願いということであり

ます。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

この資料による20年７月と８月の屋外運動

場整備事業の再開要望というのは、これは間

違いということになるわけですか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

当時400トラックの屋外運動場を計画して

いたものを、そのまま屋外運動場の計画を再

開するという要望ではなくて、他のメニュー

を導入してそこを再整備したいということで

ありますが、その文章でそういうかたちでき

ているということは、町としての認識とはち

ょっとずれているなと思っております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

実はこの資料を読んでいきますと、事業概

要が400トラックの８レーン、面積が２ｈ、

総事業費が12億円、補助額が7億6千万円とな

っています。そのような７月と８月に屋外運

動場整備の要望として向こうに認識されてい

るということで、向こう側から事業の具体的

な計画等を聞き、22年度概算要求に向けて調

整していくという考え方をもっているという

ことで、それで現地調査もしたいということ

でありましたが、その後、昨年の12月議会、

同僚議員から陸上競技場の一般質問が出され

て、町長はその中で、建設費や維持管理費の

面で多額の財政負担があり、現在の財政状況

では陸上競技場は建設は非常に厳しいと考え

ていますと答弁なされています。

ということで、このパークゴルフ場が計画

される中で、そのような今までの計画がちゃ

んと整理されているかどうかということが問

題になってきます。ちゃんとそこのところは、

屋外運動場への支援依頼をしているのであっ

たら、それの断念する手続きをとって、今後

のパークゴルフ場の計画を進めるべきじゃな
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いかということでありますが、お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

屋外運動場につきましては先ほど企画財政

課長が述べたとおりなんですが、実際、維持

経費等も相当かかるということで、それはと

りあえず中止したということで、その後、多

目的広場を整備していこうというお話もあり

まして、そこで芝だけ張って多目的に使うと

いうことで進めていたんですが、いろんな情

報等があって、国頭村でそのパークゴルフ場

をやっています。現在そのパークゴルフ場が

愛好者だけでも100万人いると。爆発的に増

えてきているということです。現在も儀間・

嘉手苅の皆さんがグランドゴルフで使ってい

るんですが、そういったもの踏まえて、この

パークゴルフ場をつくったらどうかというこ

とで、今、工事関係も算定して進めていると

ころです。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

儀間・嘉手苅地先でパークゴルフ場の計画

を進めていることに対しては僕も賛成しま

す。しかし、これから進めていく中で、今、

沖縄防衛局はこのような資料が出されていま

すので、そこがちゃんと整理されているかど

うかということを聞いているんですよ。そこ

をちゃんと整理して今後進めていただきたい

ということです。そこのところお願いします。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

屋外運動場施設については既に公文書で中

止はされております。これまでの多目的公園

については、概算要求まではいっていません

ので、その変更は十分可能だということにな

ります。実際、パークゴルフ場についても事

業メニューとしましては多目的公園整備事業

というかたちで、その事業の採択に向けてい

くという考え方です。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

既に休止されていると言うんですが、これ

は平成16年にされた休止の後また復活して20

年にされていますが、その後休止されている

かどうか、そこをちゃんと整理していただき

たい。その中でまた今後進めていただきたい

と思います。

パークゴルフ場についてこれから本題に入

っていきますが、昨年の9月10月あたりから

この話がもちあがりまして、急速にこれが盛

り上がってきました。町長も非常にこれに関

心を持って積極的に推進していこうという考

えが伺えました。その中で、我々久米島町議

会は２月19日の議員研修会の後の19、20日の

視察の中でパークゴルフを体験してきまし

た。それも踏まえて質問させていただきます

が、パークゴルフは国頭が、今までスポーツ

というのは１位を目指す競技、野球、テニス、

陸上、そういった研修として北海道の方に行

ったら、このパークゴルフをやっている北海

道の地域の人たちを見て、まさしく地域全体

ができるスポーツだということで、その担当

の視察へ行った人が、ハンマーで頭を打ち砕

かれるようなショックを覚えてきたというこ

とで話をされていました。それでその話、熱

意が当時の村長に伝わりまして、それから国
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頭にパークゴルフ場ができたという話も聞き

ました。北海道が発祥地でありますが、年間

冬場に３万人来るということも聞いて、非常

にパークゴルフ場も黒字が出て、国頭でも何

カ所かできているという話も聞きました。

実は、この視察へ行った感想を聞きました

ので紹介させていただきます。座間味、南城

市、北中、中城、沖縄市、それぞれの議員も

一緒に懇親会をしました。その中で、数年前

に座間味村の役場の人たち、そして議員も含

めて視察をしに来て、すごい良かったという

報告をして、その後それで終わっています。

そして、沖縄市の女性の議員でしたけれど、

初めてこのパークゴルフというのを聞いた。

これからどんどん沖縄で急速に普及していく

パークゴルフという言葉を知らなくて非常に

恥ずかしい思いをしたと。今日はこの研修に

来て非常にいい研修ができたということも報

告されていました。

このパークゴルフが急速に話が持ち上がっ

たんですが、答弁の中では、いま調整してい

る段階だということでありました。急速に話

が持ち上がって、その懇親会の中で、久米島

町のパークゴルフの仮の青写真を初めて僕も

見ました。担当課の方で今もお持ちだと思い

ます。そのようにして水面下では非常に進ん

でいると思って、21年度で着工し完成するよ

うな雰囲気でありましたが、今このような段

階であります。今後の見通しについてお伺い

します。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

概略につきましては仲村議員もお持ちかと

は思いますが、概略設計については池が入っ

た部分とか、36ホールはいるのかとか、そう

いった部分についての調整部分はあります。

概算あたりもだいたいどれぐらいかというの

はあります。しかし、国の概算要求が21年の

５月までに概算要求書を出すということで、

防衛局といま調整をしているところです。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

21年度の予算要求は難しいということです

ね。これが順調にいっても22年度以降になる

ということですよね。いろんな水面下で動い

ているような情報を聞くと、高率補助でメニ

ューなども補助で取れるような情報も入っ

て、21年度には完成できると思って、その青

図面を皆で見て、来年は久米島に行ってやろ

うなという話も出ておりましたが、そういう

見通しということを聞いてちょっと残念では

ありますが、早めにこれを進めていただきた

い。

町長、本当にこの問題は、町民の健康増進

が一番だと思います。実は、懇親会の中で話

をされていたのが、65歳以上で84、85歳以上

が20名もいたと。その84、85歳の人たちが、

私たち今このパークゴルフに出会わなければ

何をしていたでしょうね、と言ったら、おそ

らく病院に行ってたと思いますよ、というこ

とを言っていました。本当に子どもからお年

寄りまでできるいろんな効果があります。今、

子どもとお年寄りとの繋がりが少ない中で、

そういった教育効果も出てくると言われてい

ます。そういったことで、ぜひこれを進めて

いただきたいなと。22年度と言わず、もしで

きるのであればこれを早めにしていただきた

いと。こういうことを提案して質問を終わり
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ます。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで６番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前11時47分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後１時24分）

会議に入る前に報告します。９番上里総功

議員から欠席の届け出がありましたので報告

します。

次に、８番幸地良雄議員の一般質問を許し

ます。

（幸地良雄議員登壇）

○ ８番 幸地良雄議員

８番幸地です。２点ほど質問いたします。

まず１点目、施政方針で、昨年同様、久米島

をエコアイランドと位置づけ、省エネの普及

・啓蒙をはじめバイオマス、太陽光発電、太

陽熱、風力発電等の新エネルギー導入に積極

的に取り組んでまいりますと言っています。

平成20年度はカンジンダムお揚水ポンプを

太陽光発電を利用し、また、バーデハウスに

おいても太陽熱光発電と、海洋温度差発電を

利用した新エネルギー導入に向けて調査する

予定でいるということだったが、どうなって

いるか。

また、久米島エコアイランドと位置づける

ため、国の助成を受けバイオマスタウン構想

策定することになっているがどうなっている

か。そして、地球温暖化防止実行計画はどう

なってるか。併せて経過を説明してほしい。

２点目に、登記業務について。平成19年度

において登記所が閉鎖され、当時、法務局、

登記所の関係者が議員全員協議会において説

明があり、久米島の登記所が閉鎖されても町

民には支障を来さないということを言ってい

たが、しかし、内容からしてそんなことはな

いと、議員全員が反対したが、国の行革の一

貫だからと押しつけられた。結局、町民に大

きな負担を強いられている状況にある。町に

はそのことについて一般からの苦情はない

か。元に戻すことはできないと思うが、町民

の負担を軽減する策はないのか。そしてその

ことについて検討したことがあるか。併せて

町長の見解を伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

８番幸地良雄議員の質問にお答えします。

久米島エコアイランド構想について。平成16

年度から18年度までに地域省エネルギービジ

ョン・新エネルギービジョンを策定し、各ビ

ジョンで提案された計画に基づいて実施して

おります。具体的な事例としましては、海洋

深層水の冷熱を利用してバーデハウスの空調

機を運転しています。カンジンダムの太陽光

発電は導入に向けて沖縄電力へ申請し調整中

です。また、今年の７月から民間が西奥武島

で風力発電の実証試験を計画しています。

海洋温度差発電につきましては、沖縄県企

画調整課で21年度予算で調査費を計上し、事

業導入に向けての調査を実施します。バイオ

マスタウン構想につきましては、21年度６月

に国へ申請を予定しています。

次に、地球温暖化の実行計画ですが、平成

９年に京都議定書が採択され、その数値目標

が温室ガス総排出量が平成12年までに平成２

年レベルから６％削減を目標として定められ
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ております。町の実行計画は策定していませ

んが、エネルギービジョンで提案された省エ

ネ、新エネルギーの啓蒙、普及、導入を積極

的に推進し、エコアイランド久米島を目指し

て地球温暖化の抑制に向けて実行していきま

す。

登記業務について。那覇地方法務局久米島

出張所の廃止については、平成18年５月に法

務局から町及び議会へ説明があり、町及び議

会についても反対の意思表示を行い、平成18

年10月25日付けで那覇地方法務局長に対し、

「那覇地方法務局久米島出張所の継続要請」

を行っています。しかしながら、国の方針は

変わらず、平成19年５月１日に久米島出張所

が廃止されました。廃止により、住民の利便

性を低下させないための方策として、①登記

簿謄本抄本等の郵送請求の積極的推進 ②廃

止地域における定期的な登記相談所の開設等

のサービスの実施を行っています。久米島出

張所の廃止に伴い住民にかなりの負担がある

ことは事実ですが、そのことについて町に対

する住民からの苦情はございません。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

久米島エコアイランド構想の位置づけとし

て、地域エネルギービジョン策定、その経緯

についてはこれまで私は一般質問で何度か聞

いております。また資料も配付されておりま

して十分承知しているつもりです。その地域

エネルギービジョンに基づいて、平成20年度

から新エネルギー開発に向けて事業を展開す

ることになっているので、その経過を聞いて

いるのです。

その第１点目として、カンジンダムから貯

水池への揚水ポンプの太陽発電利用につい

て、平成20年度南部農林土木事務所が実施に

向けて調査し、平成21年度に事業実施するこ

とになっているが、町長、ただいまの答弁で

は、今年実施に向けて沖縄電力に申請し、調

査中とのことである。沖縄電力調整というの

は、事業そのものが電力が事業主体としてや

るのか、あるいは県が事業主体となって、そ

の管理を電力に委託して、いわゆる昼間の発

電を電力が買い取って、夜の揚水ポンプに使

うということなのか、説明お願いいたします。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

８番幸地議員の質問にお答えします。事業

主体につきましては、沖縄県南部農林土木事

務所が事業の施工をします。管理につきまし

ては、具志川土地改良区といま調整している

ところです。土地改良区が管理するというこ

とで調整をしている段階です。沖縄電力に申

請を上げていますのは、既に設置場所は県の

方で調査費を計上しまして、そこの測量等が

されています。この太陽光については500キ

ロワットで沖縄電力に申請をして、いま手直

しがありまして、また再度申請を上げており

ます。そういうことで今、実施に向けて、平

成23年で実施はしていくと。来年は実施設計

になると思います。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

今度は調整して、来年計画して、工事その

ものは22年度で終わって、23年度から稼働さ

せるということですか。それが実現すれば相
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当温暖化ガス抑制につながると思います。そ

ういったかたちで各事業所、あるいは公共施

設等においてその太陽光発電をすれば、大き

な温室効果ガスの抑制につながるし、あるい

はまた自然エネルギー活用ということで、お

互いがこれから計画するエコアイランドに近

づいていけるんじゃないかなと思います。

そして、これはおそらく国の補助事業でや

ると思いますが、こういったのは自治体にお

いても、あるいは民間にも法制化されていく

話は聞いたんだが、実際そういうふうになっ

ているのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

今現在は補助事業としては載っておりませ

ん。21年度でまだ実施するかはっきりしてお

りませんので、国の法律はまだ一般家庭への

実用化については、その補助事業としてはま

だ法制化されておりません。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

よくマスコミ等でそういうのを取り上げら

れており、助成すべきだと。じゃあどこに助

成するかというと、つくる側にやるのか、受

益者にやるのかということも出ていますが、

やれたらいち早くやれるよう、それに向けて

取り組んでほしいと思うがどうか。

次に、バーデハウスについて、海洋深層水

の冷温度を熱交換し空調機を運転している。

これは平成10年度から稼働しているというこ

とでよく分かりますが、海洋温度差発電につ

いて、県企画調整課で21年度予算で調査計上

し、事業導入に向けて調査実施することにな

っているということですが、これは話による

と非常に海洋温度差発電というのは厳しいん

じゃないかなという話も聞いておりますが、

場所的に厳しいのか、あるいは技術的に厳し

いのか、そういったところをご説明お願いし

ます。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

海洋温度差発電につきましては、現在、佐

賀大学の方でその実証をやっております。佐

賀県の場合は水槽の水を使っての温度差では

なくて、温度を暖めて使っているので非常に

効率が悪いということがありまして、とても

海洋温度差の部分でその深層水を使ってやる

というのは、だいたい水深800ｍ～1000ｍに

ついては約６℃という温度があります。それ

と25℃ぐらいの温度の差を利用してタービン

を回して発電するということになります。い

ま沖縄県で、今回調査費をつけているのは、

その温度差発電をやれる可能性があるかどう

かの可能性調査ということになっておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

別の地域で海水温度差の試験というのをや

っているわけですか。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

全国では深層水を使った海洋温度差発電は

ございません。ただ、ハワイの方で温度差発

電をやっているというのを聞いています。あ

と、佐賀県の伊万里における佐賀大学の温度
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差発電につきましては、当初の温度とそれを

温めてやる温度差で発電していると、それは

効率がいいということになっております。そ

の温度差発電の、今実際、海洋深層水の量自

体もわかりませんので、汲み上げてきた水を

また分水をするということも一つのメリット

としてありますので、それも含めて今、佐賀

大学とも連携してやっているところです。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

全ての部分について無理する必要はないと

思います。

風力発電について、民間が７月から実証試

験を計画しているということですが、これは

国の委託を受けてやるということですか。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

国の委託ではなくて、民間が自前で風車を

つくって動かすようにするということです。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

風力発電については電気の質が悪いといわ

れてきましたが、やはり民間が積極的にやる

ということは、それなりの技術的に確率され

ているというふうに捉えられているんです

が、どうでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

久米島でやるのはやはり実証試験というこ

とであります。それにつきましては特別に、

今おっしゃった電気の質も、波長が悪くなっ

ていると、電気自体が安定しなくて電圧降下

を起こすという部分もありますが、それはそ

の燃料電池を補整していくという今回の実証

試験ではそういうふうにやるということを聞

いております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

新報の今日のニュースに出ていましたけれ

ど、波照間が固定じゃなくて台風時には倒せ

ることの可能な風力発電を２基設置すると。

あれは国の補助でやるということなんですよ

ね。今まで設置されていたものは台風にやら

れて、これがなくなった後にはディーゼル発

電でやっていたんだけど、この２基を設置す

ればそれで賄うとされているんですが、これ

からすると十分質的にも確立されているんじ

ゃないかと理解されるわけです。ですから、

そういった可能なものは、十分久米島でもで

きる条件は整っているわけですよね。今の太

陽光と風力発電についてはぜひ積極的に取り

組んでほしいと思います。

宮古においてはバイオエタノールで実証試

験して、もう実用化に向けてやっているわけ

ですよね。私は前の議会のときにも、どうで

すかと聞いたんですが、やはり久米島は風力

発電の実証試験、太陽光発電は技術的にも問

題ないということでありますので、やはりそ

れを進めていってほしいと思います。

３点目に、バイオマス構想策定について。

平成21年度９月には国に申請する予定という

ことであるが、既に計画書はできているのか。

できていれば具体例を挙げて説明をお願いし

ます。

○ 議長 山里昌輝
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前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

構想につきましては、来る16日の検討委員

会でほぼ報告書案は出来上がってきます。構

想の中で一番提案されているのは、久米島に

あるバイオマスの量それがどれぐらいあるの

か。例えばバイオマスといいますとバガス、

ケーキ、あるいは魚のあらとか生ゴミ、それ

の量をデータとして利用するのが構想の一つ

のねらいです。それを資源化していく、エネ

ルギーに変える。あるいは家畜の飼料等にも

利用できないかという、こういった可能性も

今回の調査でやっていくということが、町の

今のバイオマスタウン構想の中に入ってきて

おります。

それと、バイオエタノール、バイオディー

ゼル等の可能性についても、構想の中に入れ

ないと事業導入ができませんので、そういっ

たものも含めて構想の中には今回導入してお

り、計画の中に入れております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

バイオマスとかは幾通りのやり方があると

思うんです。発酵させるそのものもバイオマ

スですから。いわゆる堆肥センターあたりで

発酵させるわけですから、それもバイオマス

ととらえていいんですね。

今言っているのは、魚の残渣とか、そうい

うのを併せて発酵させて熱エネルギーに変え

るということは、これはメタンガスでも発生

させてタービンを回すというような考えです

か。そうなると久米島でそれだけの資源があ

るのかどうか疑問ですよね。

今、堆肥センターにおいて発酵させて堆肥

化させていくんだけど、その熱を利用するの

か、あるいはメタンガスを利用しての熱に変

える計画もその中に入っているのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

今、議員がおっしゃるとおり、久米島での

バイオマスにつきましては、泡盛工場の酒か

すが相当量取れます。それと魚のあらとか生

ゴミを一緒に入れて発酵していくという、そ

れを使ってエネルギーに変えていき、タービ

ンを回して電気を起こすとか、そういうこと

で、例えば久米仙工場の利用してタービンを

回すとか、そういったものも十分考えられま

す。今回の構想の中ではそういったことも提

案しております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これができていますよね、久米島町新エネ

ルギービジョン、分厚いものと、最初からの

ものと４冊ぐらいありますね。中身は素晴ら

しいものではあるんですが、その中に製糖工

場の砂糖残渣、糖蜜、バガス等によるバイオ

エタノール、これは宮古でやっていますが、

あれだけの利用では別に事業化できるもので

はないと思うんです。私が言いたいのは、先

ほど触れましたが、バイオディーゼルで、い

ま西銘の方で行われているヤトルファーの栽

培、その実を搾って燃料化する、ディーゼル

化するということです。今は会社、久米島Ｂ

ＤＦ、これは前にもお話しましたが、かなり

向こうとしては事業計画が進んでいるんで

す。こういった計画書とプロジェクト構想が

できているんですが、お互い町がやろうとす
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るバイオマスタウン構想の中に、それが入っ

ているのかどうか。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

先ほども答弁しましたがＢＤＦバイオエタ

ノールにつきましては、その構想の中にちゃ

んと明記しております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

バイオマスで一番手っ取り早いのはそれだ

と思うんです。ヤトルファーは実を搾って、

その実は全部油ですからね、絞ったら油が出

るわけです。その油を精製して燃えるように

すればできるわけです。昔は製糖工場が地域

にありましたよね、ああいうかたちで地域地

域につくってやれば可能だといわれているん

です。なんでそういうものを早くやらないの

かなと今不思議に思うぐらいですが、戦前は

日本は各地域に今のようにヤトルファー同種

であるか分からないけれど、それに類する作

物ですね、ヒマといいまして、方言でアンダ

カシ、これは前にも説明しましたけれど、あ

れを各地域に植えさせて、久米島にも自生し

ています。いま嘉手苅の方にたくさん自生し

ているのがあります。昔は実際本土に、送っ

たらしいですよ。飛行機につかうかどうか分

かりませんが、飛行機の燃料として戦争に使

うということでやったらしいんですけれど、

実際それに使って飛ばせたかは分かりません

が、あのときからこれは使えるんだと、技術

的にも出来るんだというふうに実証されてい

るわけです。なんでそれが国レベルにおいて

もあまり取り上げてくれないのかなと不思議

に思うんですけれど。

僕がこれに非常に拘っているのは、栽培す

る地域が、畑の傾畔とか法面、あるいは防風

林のところに植えて、実際耕地を全然利用し

ないで栽培できるわけです。そして非常に歩

留まりがいいと。１本当たりだいたい１ℓの

燃料が生産できるということで、歩留まりと

いろいろとありますけれど、やはり生産コス

ト面からしての歩留まりが非常にいいんだ

と。実際、面積当たりの抽出できる油からし

ても燃料がいいんだということがいわれてい

るんですよ。それを早く入れて、温暖化防止

の抑制にもつながるし、自然環境にもよくな

る。赤土防止対策にもつながる。一石二鳥の

自然浄化につながるということになりますの

で、これはぜひ積極的に取り入れて、バイマ

スタウンで真っ先に上げてほしいなと思いま

す。これについては終わります。

次に、登記所業務について。法務局は登記

所が廃止しても地域住民には利便性を低下さ

せないための方策を説明していたが、実際、

登記謄本とか抄本を郵送しているのかどう

か、お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまの幸地議員の質問にお答えしま

す。現在、登記相談については毎月１回、法

務局の方から出張に来られて、町の方で事前

広報して相談に来てもらっておりますが、多

くて４、５名、来てもらっても相談件数が０

の時もございます。これについては廃止する

時点での約束事でございますので、０であっ

ても毎月やっていただこうと考えておりま

す。
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それから、郵送による登記申請の件数につ

いては、町の方で今現在把握しておりません。

ただ、廃止する以前の久米島における登記事

件数が年間約1,300件といわれておりました。

そのうちの約４分の１は町の業務に伴って生

じるものです。登記については、おそらく当

時、個人申請は200件ぐらいだろうといわれ

ておりました。あと、嘱託が多くてその倍ぐ

らいですね、嘱託申請が倍ぐらいだろうとい

われていましたが、現在のところ郵送による

申請がどのぐらいなされているかということ

については把握しておりません。これは後ほ

ど法務局に問い合わせて、回答が可能であれ

ば回答をもらいたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

おそらくそうなるだろうと予想しておりま

した。予想どおりですね。職員が来て相談し

てもあくまでも相談ですよね。直接業務には

携わっていないわけですよね。ほとんどが代

理所が委託を受けてやっているのが現状だそ

うです。ということは、代書がやるというこ

とは、代書が直接法務局、いわゆる登記所ま

で行くわけです。そうするとその移動費がや

っぱり依頼者の負担となっているわけです。

たいへんな痛手なんです。

それで、私が聞きたいのは、住民の負担を

あまりかけないように、役場とオンライン化

して役場の方でできる方法はないのか。それ

は費用もかかるでしょう。かかったにしても

それなりの手数料を取って賄えばいいわけで

す。オンライン化が可能かどうか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

直接役場とオンライン化して役場で交付す

ることは難しいと思います。ただ、現在、久

米島法務局出張所の廃止につきましては、こ

れと同時にオンライン化と同時に実施してお

りますので、現在でもインターネットを通し

て登録すれば、インターネットから証明書の

交付をうけることは可能であります。ただ、

これについては一定の基本料金が発生します

が、オンラインということではございません

が、インターネットを通して交付請求するこ

とは現在でも可能です。

ただし、これも法人等については、例えば

久米島町は久米島町として登録した上で久米

島町のパスワードを使ってインターネットを

通して、その証明書等、登記簿謄本等の請求

をすることができるというかたちになってい

ますが、個人でそれをやるということはなか

なか難しいところがあります。現状としては

そういう現状であります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

謄本を取ったりするということは今の話の

とおり聞いています。移転登記したりすると

き、どうしてもその代書がやらないとできな

いのがある。あるいは役場においてちゃんと

それなりの手数料をもらって役場にやっても

らえるようなシステムができるかどうか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

インターネットを利用したオンライン申請

というのは可能ではございます。ただ、これ

は事前の登録が必要ですので、役場がやるの
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と同じように、例えば司法書士がそこに登録

をして、司法書士が代わってオンライン申請

するということは可能でございます。それが

できればその分は先ほどお話がございました

旅費等の分の経費はかからなくていいという

ことになるかと思います。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

私が聞いたのはそれですよ。代書が来て直

接やってもらえれば飛行機を乗って行かなく

てもいいですよ。その分旅費が軽くなります

よね。そういうシステムを構築できないのか。

できるんだったら即やって、地域住民の負担

を軽減するということは、もうこれしか策が

ないと思うんです。あるいはまた経費を法務

局にももってもらって、登記所がないが故に

我々は不便を感じているんだから、もう行革

だから私たち引き上げますよ、ただそれだけ

では済まないと思うんです。地域住民は納得

しないと思うんです。そういうふうなことを

今からでもやって欲しいと思います。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午後１時55分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午後１時55分）

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

地球温暖化防止実行計画をちょっと抜かし

ました。国が地球温暖化防止推進機構で各自

治体に地球温暖化防止実行計画の策定を義務

づけられているんだが、沖縄県は平成20年度

中に11市町村が策定に向けて検討するという

ことになっている。久米島町もその11市町村

に入っているかと聞いたら、去年の３議会に

入っていると答えているんですが、この入っ

ているということは、県内13市町村が選定さ

れて、久米島町もその13市町村に入っている

と答えているが、おそらくバイオマスタウン

構想と間違えているんじゃないか、聞き違え

ているんじゃないかと思うんだが、そうです

か。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

幸地議員のおっしゃるとおり、バイオマス

タウン構想との間違いです。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

地球温暖化防止実行計画については、今、

国は各企業間に割り当てして、何年度は削減

しなさいとなってくるといっていますよね。

平成２年度に京都議定書で、平成12年度まで

日本は６％削減すると出されていますよね。

それで実際はかえって増えているそうです。

我が久米島町もこのビジョンの中では約８万

ｔの炭酸ガスを排出しているということです

が、それに基づいて削減計画はつくりなさい

ということをいっていると思うんです。

今、石油産国、アラブのドバイというとこ

ろがありますよね。向こうは非常に高層ビル

を造り勝負で、最近は、経済不況で止まって

いるというのが、1,000ｍ超級のビルを造ろ

うということをやっているんです。現地の人

に言わせれば、我々は石油を売るところだ、

使うところじゃないと。使うのは資源のない、

いわゆる日本みたいなところがわんさわんさ

買っていく。向こうはエネルギーや石油は有

限だということを一番知っている向こうの産



- 84 -

地なんです。

それで我々は先を見越して自然エネルギー

を使って、そのまちづくりをするんだという

ことで、いま日本の太陽光発電の技術が向こ

うドバイにいってやってるそうですよ。あれ

だけ石油で儲かった国が、自分たちの地域で

使いそうな国であるんだけど、やはり先が見

えているものだから、エネルギーは自然エネ

ルギー、向こうは砂漠地帯ですから、高温な

地域であり、太陽光発電が最も有効であるの

です。もっともっとやはり資源のないところ

は自然エネルギーに変えていこうという熱意

が非常に薄いんだと、向こうの人から疑問視

されているわけです。我々もやはり、国を挙

げてやっているんですが、しかしできるとこ

ろからある程度の温暖化防止の削減について

はやるべきじゃないかなと思うんです。

久米島町は太陽光発電をやると、バイオマ

スもやると、風力もやるということでやって

いますが、まだまだ漠然的ですよね。個人的

にできるものならやってほしいと思います。

私は自転車通勤しています。温暖化防止にも

わずかだと思いますが、やはり平地に住んで

いる人たちは、車持たなくても10分、20分で

来れる場所なんですよね。やはりそれも可能

なことはしてほしいと思います。

那覇市長が市長になって以来ずっと自転車

通勤だそうです。そういうことでみんな一緒

に協力し合って、Co2削減に頑張ってもらい

たいと希望しております。

（幸地良雄議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで８番幸地良雄議員の一般質問を終わ

ります。

次に、５番山城宗太郎議員の発言を許しま

す。

（山城宗太郎議員登壇）

○ ５番 山城宗太郎議員

５番山城です。１点だけ質問します。久米

島紬への支援について。平成21年度施政方針

で久米島紬に対し、後継者育成や生産販売強

化へ向けた支援を行うとあります。支援計画

を具体的に伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

５番山城宗太郎議員の質問にお答えしま

す。久米島紬への支援について。後継者育成

については事業が継続できるよう調整してま

いります。生産販売強化については、平成20

年度・21年度事業として、新柄の開発及び展

示公開事業を実施し、久米島紬事業協同組合

と連携し、生産販売の促進を図ってまいりま

す。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

平成20年度から久米島町自然・伝統文化を

生かした交流促進事業が実施されておりま

す。私もその促進委員の一人です。去った３

月４日から７日まで大島紬の生産、それと販

売状況を視察して来ました。今、不況で久米

島の紬の販売単数が伸びないとの話を聞いて

おりますが、品質の低下もその要因の一つだ

と思っております。そして、品質の良い紬も

ありますが、一部品質が低下しております。

重要無形文化財に指定されてから今日まで品

質を低下させないよう生産者、または紬組合
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に話しかけしてきましたが、品質は良くなっ

ていないように思われます。品質が良くなれ

ば販売も伸びていくものと思っております。

品質が良くなるよう指導、助言していただき

たい。いかがでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

品質の低下等については把握しておりませ

んので、どういう状況か調査をして一緒に対

応していきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

ぜひ、指導、助言をしていただきたいと思

っております。

（山城宗太郎議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで５番山城宗太郎議員の一般質問を終

わります。

次に、３番饒平名智弘議員の一般質問を許

します。

（饒平名智弘議員登壇）

○ ３番 饒平名智弘議員

３番饒平名でございます。久米島で結婚式

・披露宴について。久米島に住んでいる若者

たちの結婚式・披露宴がほとんど沖縄本島で

行われている状況である。本町には結婚式・

披露宴ができる環境がなくなっていると思

う。結婚式等（祝い事）が盛大にできない環

境は島の活性化の視点からも寂しいことだと

思われる。

町長は施政方針で、島内で結婚式ができる

環境整備を進めていくと言っていますが、具

体的にどう進めていくのか伺いたい。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番饒平名智弘議員の質問にお答えしま

す。久米島での結婚式・披露宴について。饒

平名議員のご指摘のとおりであります。私は、

島で人・物・金が循環するシステムこそ、私

たちがこの時代をしたたかに生きていく道で

あるという観点から、島で結婚披露宴ができ

るよう島内３ホテルと協議を行っておりま

す。そこで本年度は、島内で結婚披露宴を挙

げるカップルに助成金を支給します。また、

100名以上の招待に対応するために改善セン

ターを改修します。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

具志川改善センターの改修はどのようにす

るのか。また、３ホテルとの協議内容はどう

なっているのか。なぜ久米島で結婚式や祝い

事が実施できないのか。多くの若い人や町民

から調査する必要はないのか。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。改善センターの改修につい

ては、ホテルと協議した結果、どうしても運

営についてはホテルで運営してもらいたいと

いう考え方をして調整をしております。それ

で、ホテルの皆さんと協議したところ、どう

しても厨房を現在の厨房では料理を運んでき

て、そこで配膳前の準備とかは厨房ではでき

ないと。どうしてもそこの改修が必要だとい
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うことが大きな点です。

それから、移動するときに、今の北側の軒

の方を通路とするようなかたちでも改修が必

要じゃないかということと、それから厨房の

中の備品とか、特に冷蔵庫とか食器洗い機、

そういうものも整備をする必要があるという

ことと、それと会場の照明、音響、そういう

諸々の改修をいま考えております。

ホテルとのタイアップについては、これま

でホテルとしてはそれぞれのホテルで人数に

応じた結婚式については十分対応できるとい

うことです。ですから、町として大きな規模

の結婚式等がある場合にはどうしても改善セ

ンターでということですので、従来は地域の

皆さんの協力の下にいろいろ進められていた

んですが、これからの結婚式というのはホテ

ルが運営して、一生に１回の結婚式、花嫁、

花婿が満足するようなものにホテルが対応し

た方がいいのかなということで、ホテルの方

も十分希望があれば対応していきたいという

ことになっています。できるだけホテルも協

力して、自分たちのホテルのサービスメニュ

ーに入れていきたいということを話しており

ます。

それから、テーブルも円卓のテーブルを入

れて、那覇の結婚式場でやっているような方

法を取り入れていきたいというかたちでの備

品の整備も含めております。

利用者のアンケートについては、今後検討

していきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

３番饒平名智弘議員。

○ ３番 饒平名智弘議員

今の話を聞いて、いい話だと思う。ただ、

場所、物をつくっても、島の若い人たちが本

当にこの島で結婚式がやりたいか調べてみる

必要があると思います。町長はこの島で結婚

式と祝い事がぜひ全部できるように頑張って

ほしいし、また、島を離れた若い人たちが結

婚式、祝い事は生まれ育った久米島でやりた

いと思うぐらい魅力ある島にしてほしい。

（饒平名智弘議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで３番饒平名智弘議員の一般質問を終

わります。

次に、12番翁長学議員の一般質問を許しま

す。

（翁長学議員登壇）

○ 12番 翁長学議員

12番翁長です。１点質問いたします。幼・

小・中学校統廃合についてです。町教育委員

会では、幼稚園、小学校、中学校統合に向け

て各小・中学校区単位で地域説明を開いてき

ましたが、その中で、まだ、統廃合検討委員

会が発足されていないので、説明の中で平成

22年度を目途に幼稚園を統合する計画である

との説明であった。計画通りにいくのか、ま

た、検討委員の構成を教えて欲しい。

○ 議長 山里昌輝

比嘉隆教育長。

（比嘉隆教育長登壇）

○ 教育長 比嘉隆

12番翁長議員の幼・小・中学校統廃合につ

いて答弁いたします。幼稚園の統廃合につき

ましては、小学校・中学校の統廃合により先

に検討委員会の中で、年間スケジュールによ

り進めてまいりたいと思います。

検討委員会の構成案につきましては、外部

からは各小学校ＰＴＡ会長、各中学校ＰＴＡ

会長、各小学校校区から区長を一人ずつ、幼
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稚園園長代表、小学校校長代表、中学校校長

代表、行政内部より総務課長、福祉課長、ま

た議会代表としてお二人の構成を考えており

ます。

（比嘉隆教育長降壇）

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

統廃合に向けては避けて通れる問題ではな

いと思っております。教育委員会の説明の中

にも、児童生徒の減少が激しくて、長い目で

見ると学校の生徒数が少なくなって学校の運

営が厳しいと。そして町の財政もたいへん厳

しいと。それと各小学校、中学校の校舎もだ

いぶ老朽化が進んで、剥離等の劣化が多いと、

それも説明を受けました。

ですが、その中で幼稚園の統廃合が先とい

うことで、22年度という説明もあったので、

地域の皆さんが果たしてこの短い時間で統合

できるものかと、説明会が終わった中で、や

っぱりフロアーの中からはなかなか意見が出

なかったんですが、終わってからいろいろ意

見がありました。これも慎重に統廃合委員会

を立ち上げた中で、再度慎重に行っていって

ほしいと思います。

そして統廃合におきましては、以前に比屋

定中と具志川中学校が統合しました。この例

も私個人としてはたいへん成功した統廃合だ

と思います。その当時、久米島、仲里両校も

併行していましたが、凍結ということでまだ

進んでおりませんので、幼稚園が先になるか、

中学校が先になるか、検討委員会の中でいろ

いろ議論していただきたいと思います。

そこで構成の中に、地域の代表として、各

校区区長１人と説明がありましたが、区長１

人ではちょっと少ないのではないかと。あと

２人、３名ぐらい追加することは考えていな

いでしょうか。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

第１回目の統廃合検討委員会を立ち上げま

して、その中でまたそういうご意見もありま

したら、人数は多くても構わないと考えてお

りますので、積極的にそのへん検討していき

たいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

この説明の中で、やはり当事者である父兄

の方も関心はありますが、中には年配の方々

がだいぶこの統廃合に関しては関心が高いと

感じたんです。というのは、自分たちが卒業

した学校がなくなってしまう。自分たちの意

見は周りからしか言えないので、その中にや

っぱり入って意見を言いたいという年配の方

もいました。区長だけ校区から1人じゃなく

て、何名かを公募して、やりたいという方、

積極的に参加できる方を推薦していただい

て、加えてほしいと思います。

やはり児童生徒が少なくなってきておりま

すので、統廃合は先ほど言ったように避けて

通れる問題ではありません。検討委員会の中

で慎重に慌てず、西中のように立派な統廃合

ができるようにお願いして、私の質問としま

す。これで終わります。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで12番翁長学議員の一般質問を終わり

ます。
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以上で一般質問は終了しました。

以上で、本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会いたします。

お疲れ様でした。

（散会 午後２時20分）
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（午前９時57分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

日程に入る前に報告します。

９番上里総功議員から欠席の連絡がありま

した。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、５番山城宗太郎議員、６

番仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 平成20年度久米島町一般会計補

正予算（第６号）について

○ 議長 山里昌輝

日程第２、議案第５号、平成20年度久米島

町一般会計補正予算（第６号）について議題

とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。議案第５号、平成20

年度久米島町一般会計補正予算（第６号）の

予算概要についてご説明申し上げます。

久米島町一般会計補正予算（第６号）は、

歳入歳出それぞれ4億5千334万2千円を増額

し、歳入歳出をそれぞれ73億4千20万9千円と

定める。

補正予算（第６号）におきましては、平成

20年度の最終補正予算となることから、各事

業と共に事業費の確定に伴う減や決算見込み

による減額が主になっております。

予算書の10ページをお開き下さい。歳入に

ついては、事業ごとに精査したことから、各

款とも決算見込みの数値により、減額が多く

見られます。各種交付金においても当初予算

計上額に比べ、配当割交付金でマイナス149

万9千円、地方消費税交付金ではマイナス673

万6千円となるなど厳しい状況となっており

ます。その中でも減額が最も大きいのが、12

ページをお開き下さい。国庫支出金となって

おりますが、これは小規模多機能施設整備事

業のマイナス1千500万円で、実施事業所が資

金計画や施設場所の選定に時間を要したた

め、平成21年度以降実施する予定となり、事

業の取り下げによる減額となりました。

再度11ページをお願いします。地方交付税

の5千45万8千円については普通交付税による

もので、全額を積立金とする予定となってお

ります。

次、７ページをお願いします。歳出につい

ても歳入と同様に、支出状況等を精査したこ

とにより、ほとんどの支出項目より減額補正

となっておりますが、総務費の7千972万5千

円の増額については、先ほどの説明のとおり、

そのほとんどが基金積立金によるものであり

ます。

続きまして、16ページから17ページをお開

き下さい。基金積立額の内訳については、財

政調整基金6千785万円と減債基金1千872万6

千円及び庁舎等新改築基金に600万1千円をそ

れぞれ積み立てる予定であります。その他の

基金についても、財政収入の預金利子による
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積立金を予算計上しております。また、企画

財政費の投資及び出資金により、琉球エアコ

ミューター株式会社への出資金1千250万円を

計上しております。これは座間味村と座間味

石油が保有していた株であります。

民生費については、20ページお願いします。

小規模多機能施設整備事業のマイナス1千500

万円や障害福祉費の扶助費、重度心身障害者

医療費助成のマイナス749万2千円などが主な

要因となっております。

次の21ページ、衛生費については、クリー

ンセンター改修事業の循環型社会形成推進交

付金事業の実施額が確定したことによる事業

費マイナス670万7千円となっております。

次の22ページ、農林水産業費については、

サトウキビ共済基金のマイナス163万4千円や

県営カンジンダム建設負担金のマイナス4千5

00万円などが主な要因となっております。

性質別にみますと、人件費がマイナス143

万9千円の減、物件費では委託料においてク

リーンセンター費の循環型社会形成推進交付

金事業の実施額に伴う減額等により、総額マ

イナス4千190万1千円の減となっております。

普通建設事業費におきましては、先ほど申

し上げました循環型社会形成推進交付金事業

等の事業費が確定したことにより、マイナス

728万8千円の減額となっております。積立金

については、財政調整基金と減債基金及び庁

舎等新改築基金等に積み立てることとして、

総額9千444万7千円を計上しております。

以上が平成20年度久米島町一般会計補正予

算（第６号）の概要となっております。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

７番喜久里猛議員。

○ ７番 喜久里猛議員

農業振興費の方でサトウキビ共済が163万

円余りも減になるわけですが、せっかく行政

が農家の皆さんに頑張っていただこうという

ことで、予算を組んで加入してもらおうとい

うことになっているのに、163万円というの

はちょっと大きすぎるんです。見込みとして

加入率が何パーセントになるのかお願いしま

す。

○ 議長 山里昌輝

平良朝幸農林水産課長。

○ 農林水産課長 平良朝幸

加入率が、計画では32％を予定しておりま

した。戸数の加入率です。32％予定していた

ものが、実質的には25.1％。面積で58.8％予

定していたのが40.2％となっております。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

予算の説明がございましたが、大事な大き

な金額を残しています。６ページ、７ページ

の歳入の繰入金の4億4千618万8千円、そして

歳出の諸支出金の4億4千462万3千円、非常に

大きい金額です。このことについては何回も

説明を受けまして、喧々諤々議論も追求もし

てまいりました。この予算の編成、あるいは

それの方法は前代未聞だと思います。このこ

とについては、先ほども言ったように全員協
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議会の方で説明を受けましたので、このこと

については予算担当者だけの責任ではない

と。当時の平成13年の基金の不一致の問題で

ございます。当時の管理職全体の責任ではな

いかと思います。

そこで、そのことについて、各当時の管理

職は責任を感じているのどうか、共通認識を

もっているのかどうか、お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。具体的にこういう状況にな

っているというものについては、これまでの

管理者には報告しておりません。12月25日に

議員に報告書として上げたものが最終で、そ

の前の管理者には、その報告書はいっており

ません。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄。

○ ８番 幸地良雄議員

管理者じゃなくて管理職、その当時の。

○ 議長 山里昌輝

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

退職した方も当然いるわけでして、今現在

の管理職については課長会議で説明しており

ます。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄。

○ ８番 幸地良雄議員

当時の総務課長でありました副町長、コメ

ントお願いします。

○ 議長 山里昌輝

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

当時の具志川村の総務課長をしておりまし

て、もちろん出納室については、その内容等

については、当時そこには収入役がおりまし

て、出納係長他職員がおりまして、全ての中

身の数値については総務課長が全てを把握す

るということは当時はできない状況でありま

した。これが合併の打ち切り予算で慎重に引

き継がれて、その間も１年、合併時の14年の

総務課長をしておりましたが、当時から財政

と総務は分離しまして、そしてそこに新たな

出納室長、そして収入役が配置されましたが、

その時点では十分この報告というのが上には

上がってこなかったのが現実でした。

これが我々の特別職に配置されてから、そ

の問題が浮上してきて、監査員からの指摘等

もあって、それから当時の財政担当をしてい

た係長に特命で内容のチェックをしてくれと

いうこと等を実施して、現在に至ったわけで

す。それが具体的な数値については、先ほど

課長があったとおり、内容の把握については

この時点でしか全ては把握しておりません。

○ 議長 山里昌輝

幸地議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりました。会議規則第54条但し書きにより、

質疑を許します。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

現在の管理職もそういった問題について自

分達も責任があるんだという共通認識を持っ

ているのかどうか、それを聞きたいんです。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

全員協議会でも説明申し上げたとおり、本

来あってはならないことでありますので、こ
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れが前任者が行った事務であっても現職は当

然それ相当の責任はあると考えております。

今後、我々に与えられた責務というのは、同

じ過ちを繰り返さない体制を築き上げること

だと考えておりますので、再度また課長会議

においても細部の細かい今後の再発防止対策

を考えて、実行してまいりたいと考えており

ます。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

11ページ、土木使用料、公営住宅使用料で

37万8千円の減となっておりますが、これは

どういった理由でこれだけの減になったの

か、それをお願いします。

○ 議長 山里昌輝

田端智環境保全課長兼施設管理課長。

○ 環境保全課長兼施設管理課長 田端智

今現在、施設管理課も兼ねて私の方でみて

いますので、今の答弁は私からお答えいたし

ます。

これは今現在、町営住宅の２戸の空き部屋

があるということで、その分の減となってお

ります。今空いている２戸につきましては、

待機者と調整中であります。

○ 議長 山里昌輝

５番山城宗太郎議員。

○ ５番 山城宗太郎議員

今の話のように２戸の住宅が空いている

と。それも何カ月か空いている状態という話

を聞いております。もし移った場合には出来

るだけ早く次の入居者を入れてやるようにし

てもらいたいと思っております。

○ 議長 山里昌輝

引き続き、６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

定額給付金の繰越明許費についてお伺いし

ます。定額給付金は４号補正で1億3千800万

円、それから５号補正で512万5千円ですね。

それから今回の６号補正で641万4千円で、そ

のトータルが繰越明許費になると思います

が、久米島町で支給されるのはこの繰越明許

費に計上されている1億4千953万9千円という

ことでありますが、今日朝のニュースで、久

米島町は４月上旬には支給するということが

ありました。当然支給対象者には洩れなく支

給されるべきであると思いますが、それが可

能であるのか、その問題点はないのかどうか

についてお伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

仲村議員のご質問にお答えいたします。こ

の定額給付金にかかる補正予算が、補正４号、

５号、６号と３つの補正にまたがって、ちょ

っと分かりづらいかと思いますが、これにつ

いては給付金本体の部分と事務費の部分に分

かれておりまして、事務費の部分が国からあ

る一定の目安というのが示されてなくて、最

近になって示された関係で補正が３回に渡っ

て行われております。町民に直接給付される

額が1億3千899万6千円を予定しています。残

りの部分が事務費ということになりますが、

事務費が大まかに900万円余りが事務費とな

っております。

問題は、ご質問のとおり洩れなく給付でき

るかどうかということですが、これについて

は出来るだけ洩れなく給付できるように取り

組んでいきたいと思っておりますが、問題は
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所在不明の方もかなりいらっしゃいます。久

米島町に住民登録はしていますが、どこに行

っていらっしゃるか分からないとかというこ

とですね。これは例えば、税の通知を出して

も戻ってくるのがあります。選挙の通知を出

しても所在不明で戻ってくるのが少なくとも

150、160件はありますので、そういった方々

の居所を確定して、場合によっては戸別訪問

も含めて、出来るだけ洩れなく支給できるよ

うに努めていきたいと考えております。

○ 議長 山里昌輝

６番仲村昌慧議員。

○ ６番 仲村昌慧議員

この支給に当たって、支給方法はどのよう

になさるのか。それから、繰越明許費の中で

町営バスの購入費が繰り越しされています

が、このバスは何名乗りのバスになるのか。

そしていつ頃これが導入されるかについても

お伺いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

支給方法につきましては、まず、今月の３

月16日に全世帯に対して通知書を発送する予

定をしております。２、３日でその通知書が

各世帯に届きますので、それを受けて、その

申請の受け付け、申請の受け付けについては

混雑を避けるために校区ごとに指定を行って

いきたいと思います。

まず、３月23日が仲里庁舎で宇江城、比屋

定、上阿嘉、下阿嘉。24日が仲里庁舎で真謝、

宇根、真泊、奥武、泊。25日が同じく仲里庁

舎で謝名堂、イーフ、比嘉、山城。26日が仲

里庁舎で真我里、銭田、島尻、儀間。27日が

具志川庁舎において嘉手刈、兼城、大田、鳥

島。あと３月30日から具志川庁舎で仲村渠か

ら上の方から久間地まで。３月31日が大原、

北原、仲泊というようなかたちで、混雑を避

けるために校区ごとに指定してやります。

それから、原則として振り込みになります。

どうしても口座がないという方については現

金で支給したいと考えております。

振り込み予定が３月31日までに申請した者

については４月９日に振り込みをしたいと思

います。現金については、振り込みより約10

日ぐらいずつずらしていきます。現金の最初

の支給日が４月17日を予定しています。

４月以降については、具志川総合窓口とこ

ちらで随時６カ月間は受け付けできるような

態勢で取り組んでいきたいと思っておりま

す。

○ 議長 山里昌輝

平田光一商工観光課長。

○ 商工観光課長 平田光一

今度、購入予定のバスにつきましては、ロ

ングボディーのマイクロバスを予定しており

ます。現在あります46人乗りの代替車として、

今回はマイクロバスで29名乗りになります。

新年度に入りましたらすぐ準備をして早めに

購入して代替をしていきたいと思います。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第５号、平成20年度久米島

町一般会計補正予算（第６号）についてを採
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決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第５号、平成

20年度久米島町一般会計補正予算（第６号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第３ 平成21年度久米島町一般会計予

算について

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議案第６号、平成21年度久米島

町一般会計予算についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第６号、平成21年度久米島町一般会計

予算概要についてご説明申し上げます。

久米島町一般会計予算は歳入歳出の総額を

60億4千418万3千円と定め、対前年度2億119

万7千円、3.4％の増額となっております。

当初予算ペースから見ますと、合併後は年

々縮減傾向にあり、合併初年度の平成14年度

と比較すると約２分の１に縮小されており、

旧村時代の合算ベースとほぼ類しておりま

す。

対前年度と比較しますと、若干の増額とな

っており、主な要因としましては、平成20年

度国の補正予算に伴う地域活性化生活対策臨

時交付金等による事業費の増や、農林水産事

業費の新規事業による事業費の増額が主な要

因となっております。

しかしながら、今後においては景気対策等

の突発的要素を除くと更に縮減傾向が続くこ

とが予想されており、平成24年度から普通交

付税が段階的に縮小されていき、平成29年度

の当初予算編成からは一本算定となり、現在

の交付税より６億円近い縮減が見込まれてお

ります。

平成20年度の場合、算定換え普通交付税決

定額は32億5千277万2千円、一本算定の場合

は26億7千737万1千円。その差額が5億7千540

万1千円となります。

それでは、予算書の２ページから説明しま

す。平成21年度の一般会計予算にかかります

歳入歳出の主な概要につきましてご説明しま

す。

まずはじめに、歳入におきましては地方税

では個人住民税2億5千56万6千円を計上して

おりますが、対前年度費マイナス1千243万4

千円の減額となり、たばこ税においては6千1

04万3千円の計上に対し、前年度比マイナス3

95万8千円の減となっており、町税全体でも6

億3千810万2千円の予算額に対して、前年度

マイナス1千529万8千円の減額計上となって

おります。

２款地方譲与税から９款地方特例交付金つ

きましては、沖縄県からの提供データに基づ

き予算計上を行っております。

地方交付税では31億8千381万7千円の予算

計上で、対前年度4千229万7千円の増額を見

込んでおります。平成20年度の確定額及び平

成21年度の地方財政計画において、普通交付

税が昨年から２年連続増額となることが見込

まれていることと、また、昨年度に引き続き

地方再生対策費が盛り込まれ、新たに今年度

より地域雇用創出推進費が創出されておりま

す。これについては現下の厳しい雇用、失業
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等の情勢に鑑み、地方公共団体が雇用創出に

つながる地域の実情に応じた事業に対応でき

るようにと、平成21年度普通交付税に盛り込

まれる予定分を含めての増額となっておりま

す。

３ページ目に入ります。国庫支出金におい

ては2億9千796万6千円で、対前年度マイナス

7千444万1千円の減額となる一方で、県支出

金については8億2千359万6千円の予算計上

で、前年度2億3千763万3千円の増額となって

おります。国庫支出金については、衛生費の

循環型社会形成推進交付金事業の完了に伴う

減額が主な要因となり、県支出金については

新規事業として農林水産業費の農業水利施設

ストックマネジメント事業や漁村再生交付金

事業、また、強い農業づくり交付金事業の事

業費増に伴うものとなっております。

地方債では、対前年度マイナス1千52万円

の減額計上となっておりますが、過疎、辺地

等の通常債については減額計上となっており

ますが、臨時財政対策債については地方財政

計画の方針により、対前年度8千138万円の増

額を計上しております。また、19年度、20年

度に引き続き、義務的経費の削減に努めると

ともに、予算編成時の枠配分方式等により、

国の補正予算にかかる地域活性化生活対策臨

時交付金に対応するための繰り入れ以外は予

算計上は行っておりません。そのため、自主

財源が対前年度減となっておりますが、基金

の取り崩しを当初予算編成から実施していな

いことは、今後、緊急時の補正予算編成に大

きな意味合いをもつものであります。

予算書の27ページをお願いします。続きま

して、歳出予算につきまして説明を申し上げ

ます。

１款の議会費におきましては193万2千円の

増額となり、議員行政視察研修旅費の225万

円を計上したことによる増額が主な要因とな

ります。

28ページ、２款総務費におきましては9千7

06万9千円の増となっておりますが、新規事

業となります改善センター管理費の具志川改

善センター改築事業費に1億90万円のプロジ

ェクト推進費のＦＭ放送局設置事業2千913万

9千円によるものが主な要因となります。

続きまして32ページ、また、企業財政費に

おきましては、緊急雇用創出臨時特例交付金

事業として、７節賃金に500万円計上してお

り、ふるさと雇用再生特別交付金事業では、

13節委託料に1千500万円を計上しておりま

す。この２事業については平成20年度国の補

正予算に伴う時限措置の事業となっておりま

す。

予算書の99ページお願いします。

公債費においては、平成21年度及び平成22

年度が償還額にピークになることから、元金

償還費で1億2千848万4千円の増額となってお

ります。

もう一度42ページに入ります。民生費にお

きましては5千812万3千円の増となり、平成2

0年度において国民健康保険に加入している

一般被保険者の療養給付費の伸びを勘案し、

国保特別会計への繰出金を1千283万2千円の

増としております。また、老人医療制度が平

成20年度から大幅に改正され、老人医療特別

会計から段階的に後期高齢者医療特別会計に

移行されることとなり、老人医療特別会計へ

の繰出金が1千26万1千円となる一方で、平成

20年度より創出された後期高齢者医療特別会
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計への繰出金3千894万7千円となっておりま

す。また、後期高齢者医療広域連合会への負

担金も1千407万1千円の増額となっています。

少子高齢化対策の一環としましては、久米島

公立病院の産婦人科医不在により、公立病院

での出産が出来ない状況にあることから、昨

年度に引き続き出産助成金を計上しておりま

す。また、町立保育所遊具設置事業を含めた

２事業については、出産子育て支援基金より

繰入金を活用した、平成20年度国の補正予算

に伴う「地域活性化生活対策臨時交付金事業」

の対象となっております。

予算書の50ページをお開き下さい。衛生費

におきましては、マイナス3億1千63万2千円

の大幅な減額となりますが、減額の大きな要

因は、平成20年度で完了しました「循環型社

会形成推進交付金事業」の減によるものであ

ります。

また、先ほど説明させていただきました「地

域活性化生活対策臨時交付金事業」の対象事

業としましては、老人福祉支援基金から繰り

入れとして、肺炎球菌ワクチン接種事業とし

て528万円を計上し、65歳以上の高齢者を対

象として予防接種事業となっております。

予算書の56ページをお願いします。農林水

産事業費におきましては、2億2千275万3千円

の増額となり、新規事業として漁村再生交付

事業の実施で4千700万円、また、農業水利施

設ストックマネジメント事業として2千965万

3千円を計上しており、この事業については

具志川南部地区を対象にスプリンクラーの異

常水圧の解消を目的に、築造15年以上経過し

た減圧弁の更新等が事業内容となっておりま

す。

平成21年度におきましては、継続事業とし

て中山間地域総合整備事業として1億5千150

万円を計上し、比屋定、大岳地区を25年度ま

での計画で整備を行ってまいります。

予算書の66ページをお開き下さい。商工費

におきましては1千61万3千円の増額となって

おりますが、路線バス運営費において町営バ

ス車輌整備事業を実施いたします。また、プ

ロ野球対応費につきましては、昨年度同様に

経常的に予算化が必要な経費につきまして

は、当初予算への計上としております。

予算書71ページお願いします。土木費にお

きましては2千175万9千円の増額となり、継

続事業として久米島縦断道路整備事業が今年

度より本格実施することにより、９千万円の

増額となっております。

予算書75ぺージ、消防費におきましてはマ

イナス3千816万1千円の減額となり、主な要

因は、昨年度実施しました特定防衛施設周辺

整備交付金を活用した災害対応特殊水槽付消

防ポンプ車購入事業が完了したことによる減

額となっております。

予算書80ページをお願いします。教育費に

おいては3千462万2千円の増額となっており

ますが、新規事業としまして小中学校に地上

デジタルテレビを整備する事業費として、1

千230万円を計上しております。また、教育

費においては、学力向上対策として那覇教育

事務所と連携し、学力向上対策指導講師を招

いて、小学校、中学校それぞれ年２回の公開

授業及び授業研究会を開催する予定となって

おり、その費用についても一部を教育費から

予算計上しております。

昨年度から実施しております。海外ホーム

ステイの研修派遣事業については、今年度よ

り２名に拡大し、実施いたします。また、中
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学校の英語検定試験費、小学校国語教育検定

試験費への助成を継続して行います。

以上が平成21年度久米島町一般会計予算概

要となっております。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定しております予算

審査特別委員会において細部にわたって質疑

ができますので、この場においては大綱的な

質疑に留めていただくようお願いいたしま

す。

これから質疑を行います。

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

２番宮田です。町長の施政方針を見ており

ますが、これまでにない目新しい事業が導入

されております。コミュニティＦＭ放送開設。

その37ページにＦＭスタジオ整備機器工事費

で2千8399万9千円。そしてスタジオ設計委託

で740万円。提案理由の説明でも1千913万9千

円という説明がありましたが、今テレビ時代

の中で、放送局を開設するということになっ

ているんだが、これはどういった相乗効果が

あるのか。これの中にも防災とかいろんな面

もあるんですが、実際に詳しく説明を求めた

いと思います。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

ＦＭ放送局につきましては、県内でも非常

に広がりがありまして、テレビも当然効果は

ありますが、地域のコミュニティー、地域の

いろんな情報を、テレビでは見られない部分

が当然あるわけです。例えば冠婚葬祭の部分

とか、あるいは町の広報に載ってる分も言葉

で発していくという、県内のＦＭ局をこれま

で調査した結果、出てきております。

特にお年寄りの皆さんに、例えば琉球民謡

を常時流していくとか、そういった地域のコ

ミュニティーに非常に期するんじゃないかな

と思います。

それと、運営していくためにはスポンサー

を募ったり、そういったものも今後やってい

くということになります。久米島町のいろん

な情報をこのＦＭ放送を通して町民の皆さん

に伝えていくというのが、このＦＭ放送のね

らいです。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

実際に今、情報関係でも、今テレビ時代じ

ゃないですか。そういった中で本当に朝から

晩までラジオを聴いている家庭なんてまず見

当たらないんじゃないかなと。私事ではあり

ますが、私もラジオというのはこれまで、テ

レビ時代になってからラジオのスイッチを入

れたことないです。ただ、台風時に停電した

ときには、台風情報を聴くために入れるぐら

いです。情報関係は全部テレビでくる中で、

今説明があるとおり、テレビでは冠婚葬祭の

情報はありませんが、そういったものについ

ては利点はあるなと思うんだが、実際に運営

の中でスポンサーを探すと。もちろん沖縄本

島では個人個人で番組を持って、スポンサー

を探しているんだが、私の友人にも何名かお

りますよＦＭ放送の番組を持っている方は。
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実際にスポンサーが少ないようです。という

のは視聴率が少ないから。特に久米島の範囲

内でスポンサーがこの地域にどのぐらいい

て、その運営が成り立つか。成り立たない場

合また町から持ち出しもあるのか、そのへん

答えて下さい。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

基本的には民間の方に、ＦＭ放送局の部分

についてはやってもらうというのが基本で

す。おっしゃるとおりスポンサー集めは非常

に困難を極めると思いますが、しかしそうい

った情報を町民に正確に知らせるために、ぜ

ひこのＦＭ放送を通じて、いろんな災害時の

部分もありますし、情報提供を町民にしたい

と思います。それと、その運営につきまして

も、スポンサーを捜して、そういった部分も

運営協議会を立ち上げてやっていくという計

画で進めております。

○ 議長 山里昌輝

宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

赤字になったら町が負担するのか、そうい

ったのはないかと聞いているんです。

○ 議長 山里昌輝

前里良正プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 前里良正

赤字になったら町が負担するのかという話

なんですが、これは全国的に民間に使用させ

ますので、スポンサーを捜して、町からの持

ち出しは出来るだけないようにしたいと思い

ます。

○ 議長 山里昌輝

２番宮田勇議員。

○ ２番 宮田勇議員

そういう町からの負担がなければ大いに結

構な事業だと思います。これは予算措置も特

定防衛施設周辺整備事業資金ということで、

全額補助でございますので歓迎します。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

日程第４ 平成21年度久米島町国民健康保

険特別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第４、議案第11号、平成21年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第11号、平成21年度久米島町国民健康

保険特別会計予算概要についてご説明申し上

げます。

平成21年度久米島町国民健康保険特別会計

は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

11億8千190万5千円と定める。歳入歳出と共

に前年度と比較すると3千340万7千円、（2.9

％）の増額で、主に保険財政共同安定化事業

拠出金の伸びが要因となっており、前年度比

4千506万2千円、（26.4％）の増となってお

ります。この拠出金はレセプト１件当たり30

万円以上の医療費に関して、医療給付費全て

を対象とし、県内全ての市町村が拠出し構成

する財源で、国保連合会へ負担金として支出

する予算であります。
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予算書の４ページをお開き下さい。歳入の

主な概要につきましてご説明いたします。１

款国民健康保険税は対前年度マイナス3千949

万4千円、（17.3％）の減で、75歳以上の被

保険者が後期高齢へ移行したための減額とな

っております。

３款分担金につきまして、特定健診の個人

負担分を前年度は町が徴収する予定でありま

したが、委託先の北部医師会で徴収可能であ

るため直接支払いとして、その減となってお

ります。

続きまして７ページ目をお開き下さい。５

款国庫支出金では療養給付費で581万1千円、

（2.7％）の増で、歳出においては退職者被

保険者分等の伸びにより増額となり、財政調

整交付金におきましても前年度の確定額等を

勘案し、963万1千円、（5.3％）の増額を見

込んでおります。

６款療養給付費等交付金は、退職者被保険

者分等にかかる保険給付費を基に社会保険診

療報酬支払基金から交付されますが、退職者

被保険者の増員に伴い医療費の伸びを見込ん

でおり、交付金におきましても292万1千円、

（16.1％）の増額となっております。

７款前期高齢者交付金につきましては、社

会保険診療報酬支払基金からの交付見込額を

基に計上しており、対前年度マイナス372万8

千円、（5.6％）の減額となっております。

10款共同事業交付金につきましては、対前

年度4千184万9千円、（20.4％）の増額とな

っており、冒頭で申し上げた保険財政共同安

定化拠出金の伸びにより、交付金の増額につ

ながっております。

予算書11ページをお開き下さい。歳出につ

いては、２款保険給付費において、退職者療

養給付費で244万4千円、（11.5％）の増、平

成20年度の法律改正により対象者が75歳未満

から65歳未満へ引き下げられたため、療養費

額も落ち込むことを想定しておりましたが、

逆に医療費自体が伸びる傾向にあるため、前

年度の実績ベースを基に増額算出しておりま

す。

２款保険給付費、出産育児一時金は35万円

から38万円の増額分を上乗せしております

が、今年度の10月には42万円余り増額される

ことが検討されており、国の動向を踏まえな

がら、９月定例議会で対応していきたいと考

えております。

予算書14ページ、７款共同事業拠出金では

歳入同様に歳出額が4千932万5千円、（18.6

％）の伸びとなっており、１件当たりのレセ

プトが高額医療費として増えていることで保

険財政共同安定化拠出金の増額につながって

おります。

８款保険事業におきましては、特定検診に

かかる費用が、全国平均に比較すると沖縄県

の料金が低く、医師会と国保連合会が継続的

に協議を行っておりますが、集団検診費用及

び個別健診費用の増額は避けられないと考

え、前年度より500円程度の費用増加として

算出し、全体で435万7千円、（92.8％）の増

額を見込んでおります。各種健診費用が増額

となりましても、本町におきましては個人負

担額１千円をベースに増額しない方向に検討

しております。

以上が平成21年度久米島町国民健康保険特

別会計予算の概要となっております。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。
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（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、その場においては大綱

的な質疑に留めていただくようご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第５ 平成21年度久米島町老人保健特

別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第12号、平成21年度久米島

町老人保健特別会計予算についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第12号、平成21年度久米島町老人保健

特別会計予算概要についてご説明申し上げま

す。

平成21年度久米島町老人保健特別会計予算

は、歳出歳予算の総額をそれぞれ1億2千353

万7千円と定めます。老人保健特別会計の予

算につきましては、平成20年４月に後期高齢

者医療制度が実施され、平成20年度現年度分

より後期高齢者広域連合からの給付となり、

老人保健特別会計に計上されておりますの

が、平成19年度以前にかかる現物給付費及び

現金給付費部分を計上することとされ、給付

完了が見込まれる４年～５年間は存続するこ

ととされております。

予算書の４ページをお開き下さい。歳入に

おきましては歳出予算額に計上されている医

療諸費にかかる公費負担分で、医療諸費にか

かる２分の１を１款支払基金交付金が３割

を、２款国庫負担１割、３款県負担金、残り

の１割を４款一般会計からの繰入金で対応し

ております。前年度の当初予算計上時には過

年度分の給付費の見込額が過小であったた

め、年度途中から補正予算で計上しており、

平成21年度においては平成20年度の実績を勘

案して積算しておりますので、全体的に増額

に転じております。

予算書５ページ目に入ります。歳出では、

１款医療諸費が主で、１目現物給付費におき

ましては、20年度支出ベースを基に年間総額

見込額を算出し、見込み割合を乗じて算定し、

1億412万6千円、対前年度費30.6％の増。２

目現金給付につきましては、療養費払いとし

て補装具等支払い後に公費分を支給するもの

で、申請により交付する性質であるために見

込額が難しく、前年度の月ベースを算定し計

上しており、1千904万6千円、対前年度費54.

2％増を見込んでおります。

上段で申し上げましたとおり、老人医療特

別会計として現年度分については支払いは発

生しないが、過年度分においても支払い義務

が残っておりますので、今後におきましては

年々予算額が減少するものと考えておりま

す。

以上が平成21年度の久米島町老人保険特別

会計予算概要であります。

平成21年３月11日提出

久米島町町長 平良朝幸。
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ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については、後日予定されております

予算審査特別委員会において細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に留めていただくよう、ご協力お願

いいたします。

これから質疑を行ないます。

質疑はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第６ 平成21年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、議案第13号、平成21年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明をもとめま

す。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第13号、平成21年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算概要についてご説明申し

上げます。

平成21年度久米島町後期高齢者医療特別会

計は、歳入歳出の予算総額をそれぞれ8千20

万7千円と定めます。平成20年度の老人保健

法の改正に伴い沖縄県後期高齢者医療広域連

合が運営主体となり、県下全市町村で構成さ

れる後期高齢者制度が平成20年４月から実施

され、法令の定めにより保険料の算定は広域

連合が行い、徴収事務については各市町村で

実施することから、前年の当初予算から特別

会計を設置しております。

予算書の２ページをお開き下さい。１款後

期高齢者医療保険料におきましては、年度末

の調停額を基に８割強を特別徴収、（年金よ

り納付。）２割を普通徴収、（口座振替、納

付書払い）として算定し、前年度マイナス1

千42万9千円、（マイナス20.2％）の減と見

込んでおります。

３款繰入金では、保険基盤安定繰入金とし

て保険料の軽減を受けた被保険者分を国・県

・町が支援するもので、特定財源分を一般会

計の県（国分を含め）負担金として収入後、

町負担分を含め、後期特別会計へ繰り出す予

算となっております。負担割合としては国・

県が４分の３、町が４分の１負担となります。

予算書３ページ目に入ります。歳出におき

まして、広域連合で保険料を決定後に、町で

徴収したものを広域連合へ納付する額及び保

険基盤安定として国・県分に町負担分を合算

し、繰入額を２款後期高齢者広域連合負担金

として予算計上しております。

以上が平成21年度久米島町後期高齢者医療

特別会計予算概要であります。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に留めていただくよう、ご協力お願い
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いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第７ 平成21年度久米島町水道事業会

計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第７、議案第15号、平成21年度久米島

町水道事業会計予算についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

議案第15号、平成21年度久米島町水道事業

会計予算案の概要をご説明申し上げます。

1ページをご覧下さい。第２条、給水戸数3

千777戸、年間吸水量108万1千立方メートル

を予定しております。

３ページをお開き下さい。第３条、収益的

収入及び支出の第１款水道事業収益は2億3千

749万2千円を予定し、第１項営業収益は前年

度の実績を基に積算して2億2千693万9千円で

主に給水収益となっております。第２項営業

外収益の他会計補助金は一般会計からの補助

金で本年度は１千万円となっております。

４ページをお開き下さい。第１款水道事業

費は2億3千74万円を予定し、第１項営業費用

では主に修繕費、動力費、薬品費、材料費、

委託料等となっております。第２項営業外費

用は主に支払い利息と消費税となっておりま

す。水道事業経営におきましては、各施設の

機器及び配水管等の老朽化に伴い修繕費と材

料費に過大な費用を要すると見込み、予定損

益計算においては675万2千円の純利益を見込

んでおります。

５ページをお開き下さい。第４条の資本的

収入及び支出では、当年度は資本的収入にお

いては4千248万1千円、資本的支出は1億828

万9千円を予定し、主に儀間ダム建設負担金

企業債償還となっております。

収入額が支出額に不足する額6千580万8千

円は過年度分損益勘定保留資金と消費税資本

的収入調整額をもって補填する予定です。今

年度も安全で良質の水道水を安定的に供給す

ることを最大の責務とし業務を行って参りた

いと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に留めていただくよう、ご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

日程第８ 平成21年度久米島町下水道事業

特別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第８、議案第18号、平成21年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。
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（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第18号、平成21年度久米島町下水道事

業特別会計予算概要についてご説明申し上げ

ます。

平成21年度久米島町下水道事業特別会計予

算の総額は、歳入歳出2億5千434万8千円と定

め、対前年度460万3千円の増額予算となって

おり、主な要因としましては、下水道事業費

と農業集落排水事業費を１つの特別会計にま

とめたものであります。

予算書の４ページをお開き下さい。平成21

年度歳入については、１款使用量及び手数料

1千528万9千円。２款国庫支出金4千200万円。

３款繰入金1億6千905万7千円。６款町債2千8

00万円となっております。

詳細につきましては、これから歳入予算を

はじめ平成21年度予算の内容についてご説明

いたします。

１款使用料及び手数料におきましては1千5

28万9千円で、内訳として下水道現年度分が

（93％見込みで1千339万2千円）農業集落排

水事業分が34万8千円、滞納分の６割の154万

9千円を過年度分として算定しております。

２款国庫支出金では平成21年度下水道建設

費7千万円の10分の６の補助率で4千200万円

となっております。

３款繰入金は1億6千905万7千円となってお

ります。

６款調査費は増減なしの2千800万円となっ

ております。

以上が歳入の主な内容となっております。

続きまして、歳出予算内容についてご説明

申し上げます。予算書の５ページをお開き下

さい。歳出につきましては、１款総務費、１

項総務管理費、１目一般管理費1千530万5千

円。２目下水道維持費2千921万7千円。３目

下水道建設費6千788万4千円。５目農業集落

排水事業費213万4千円。

２款公債費1億3千980万8千円となっており

ます。１目一般管理費では439万7千円減の1

千530万5千円となっております。２目下水道

維持費は332万7千円の増で、主に汚泥処理２

回増の計上となっております。３目下水道建

設費は平成21年度工事において美崎地区、管

渠布設工事延長約700ｍの工事及び実施測量

設計延長900ｍを予定しております。

２款公債費は1億3千980万8千円を計上して

おります。

以上が平成21年度久米島町下水道事業特別

会計予算概要であります。

平成21年３月11日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に留めていただくよう、ご協力お願い

いたしす。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

お諮りします。

議案第６号、平成21年度久米島町一般会計

予算について。議案第11号、平成21年度久米

島町国民健康保険特別会計予算について。議

案第12号、平成21年度久米島町老人保険特別
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会計予算について。議案第13号、平成21年度

久米島町後期高齢者医療特別会計予算につい

て。議案第15号、平成21年度久米島町水道事

業会計予算について。議案第18号、平成21年

度久米島町下水道事業特別会計予算について

は、議長を除く13人の議員で構成する予算審

査特別委員会を設置し、これに付託して審査

をすることにしたいと思います。

ご異議ありませんか

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く13人の議員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

○ 議長 山里昌輝

以上で、全会計の予算の大綱的な質疑は終

了いたしました。

お諮りします。

16日から18日までの日程で行われる予算審

査特別委員会委員長に文教民生委員長の宮田

勇委に、副委員長に建設経済委員長の山城宗

太郎委員を選出したいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員会委員長に宮田勇委員、副委員長に山

城宗太郎委員を選出することに決定しまし

た。

以上で、本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午前11時08分）
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（午前10時00分 開議）

○ 議長 山里昌輝

おはようございます。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 山里昌輝

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、１番崎村正明議員、２番

宮田勇議員を指名します。

日程第２ 久米島町文化財保護条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 山里昌輝

日程第２、議案第24号、久米島町文化財保

護条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

仲村渠一男総務課長。

（仲村渠一男総務課長登壇）

○ 総務課長 仲村渠一男

議案第24号の説明をいたします。

久米島町文化財保護条例の一部を改正する

条例。

上記議案を提出する。

平成21年３月18日提出

久米島町長 平良朝幸

この条例につきましては、文化財保護条例

の中で文化財保護審議会という会がございま

すが、その会の名称を文化財調査審議会から

文化財保護審議委員会に変更するものでござ

います。

変更理由につきましては、調査会の活動内

容が最終的には文化財の保護を目的としたも

のであることから、委員の皆さまから文化財

保護審議委員会の方が相応しいという意見が

ございまして変更するものでございます。

具体的にはこの改正案をご覧になって下さ

い。目次の第７章の中に文化財調査審議会が

出てきます。これを文化財保護審議委員会に

名称変更いたします。

更に、第４条第３項の中に、同じように文

化財調査審議会が出てきますので、これも同

じように変更いたします。

26条第３項の中の文化財調査審議会を文化

財保護審議委員会に変更いたします。更に、

第７章、文化財調査審議会を文化財保護審議

委員会に変更いたします。

第56条の見出しも同じように審議会を審議

委員会に変更いたします。第56条第１項本文

につきましては、去った議案第22号で変更い

たしましたので、変更後の状態となっており

ます。そして第２項の方も同じく審議委員会

を去った22号議案で議決していますので、変

更した後の状態になっております。

提案理由としましては、平成21年第２回久

米島町議会定例会の議案第22号で議決いたし

ましたが、審議会の名称変更箇所を追加する

ため、この条例を提出しております。

ご審議をよろしくお願いいたします。

（仲村渠一男総務課長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝
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４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

審議会と審議委員会、この構成メンバーの

違いはどういったものですか。人数でいいで

す。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

審議会の構成メンバーは10名以内となって

おります。

○ 議長 山里昌輝

４番宇江原総清議員。

○ ４番 宇江原総清議員

確認しますけれど、審議委員会は10名以内。

○ 議長 山里昌輝

佐久田等教育課長。

○ 教育課長 佐久田等

委員の人数の変更等はございません。名称

の変更のみになります。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑はありませんか。

(｢進行｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第24号、久米島町文化財保

護条例の一部を改正する条例についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第24号、久米

島町文化財保護条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第３ 沖縄県離島医療組合規約の一部

変更について

○ 議長 山里昌輝

日程第３、議案第25号、沖縄県離島医療組

合規約の一部変更についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

仲村渠一男総務課長。

（仲村渠一男総務課長登壇）

○ 総務課長 仲村渠一男

議案第25号の説明をいたします。

沖縄県離島医療組合規約の一部変更につい

て。

次のとおり沖縄県離島医療組合規約の一部

を変更することについて、沖縄県と協議する

ため、地方自治法第290条の規定により議会

の議決を求める。

平成21年３月26日提出

久米島町長 平良朝幸

規約の変更内容につきましては、第４条の

「組合の事務所は那覇市に置く」を「組合の

事務所は久米島町に置く」に変更するもので

ございます。

提案理由につきましては、沖縄県離島医療

組合規約の一部を変更することについて、沖

縄県と協議をするため、地方自治法第290条

の規定により、議会の議決を必要としている

ことであります。

以上で提案理由の説明をいたします。ご審

議をよろしくお願いいたします。

（仲村渠一男総務課長降壇）

○ 議長 山里昌輝
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これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第25号、沖縄県離島医療組

合規約の一部変更についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第25号、沖縄

県離島医療組合規約の一部変更については、

原案のとおり可決されました。

日程第４ 平成21年度沖縄県町村土地開発

公社事業報告について

○ 議長 山里昌輝

日程第４、報告第３号、平成21年度沖縄県

町村土地開発公社事業報告についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

仲村渠一男総務課長。

（仲村渠一男総務課長登壇）

○ 総務課長 仲村渠一男

報告第３号、平成21年度沖縄県町村土地開

発公社事業報告について。

地方自治法第243条の３第２項の規定によ

り、平成21年度沖縄県土地開発公社事業計画

を報告します。

平成21年３月18日提出

久米島町長 平良朝幸

計画書をご覧になって下さい。久米島町の

関係する部分のみを報告いたします。

４ページをお開き下さい。４ページの中段

より上の方、平成６年久米島多目的公園埋立

地の欄をご覧になって下さい。前年度繰越、

面積が32,540㎡、金額が4億1千359万3千円。

本年度取得造成Ｂ、面積、造成面積とも０で

ございます。金額が571万円、振り替えは０。

処分状況、面積が469㎡、金額596万円。次年

度繰越、これはＡ＋Ｂ＋Ｃ－Ｄとなります。

面積が32,071㎡、金額が4億1千334万3千円で

ございます。

以上で報告を終わります。ご審議よろしく

お願いいたします。

（仲村渠一男総務課長降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

この表の中の処分状況Ｄ、469㎡が処分さ

れたということになっているんですが、この

処分はどこにやったのかお願いします。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

お答えします。この処分状況Ｄも面積469

㎡というのは、実際の土地を処分したという

ことではなくて、会計上の処分になります。

この469㎡につきましては、前年度繰越の金

額4億1千359万3千円を面積で割りますと単価

が出てきます。その単価を469㎡に掛けたら

処分状況の596万円になるということで、こ

れは帳簿上の処理で、実際にその土地が処分
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してなくなったということではございませ

ん。財産として残っている面積は、そのまま

変わらないということになります。

○ 議長 山里昌輝

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これまでも同じようなかたちで、その処分

状況に入ってきてたわけですね。気づかなか

ったんですが、そうですか。

○ 議長 山里昌輝

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

同じような処理でございます。

○ 議長 山里昌輝

他に質疑ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

これで質疑を終わります。

これで報告第３号、平成21年度沖縄県町村

土地開発公社事業報告についての報告を終わ

ります。

日程第５ 平成21年度久米島町一般会計予

算について

平成21年度久米島町国民健康保険

特別会計予算

平成21年度久米島町老人保健特別

会計予算

平成21年度久米島町後期高齢者医

療特別会計予算

平成21年度久米島町水道事業会計

予算

平成21年度久米島町下水道事業特

別会計予算について

○ 議長 山里昌輝

日程第５、議案第６号、平成21年度久米島

町一般会計予算。議案第11号、平成21年度久

米島町国民健康保険特別会計予算。議案第12

号、平成21年度久米島町老人保健特別会計予

算。議案第13号、平成21年度久米島町後期高

齢者医療特別会計予算。議案第15号、平成21

年度久米島町水道事業会計予算。議案第18号、

平成21年度久米島町下水道事業特別会計予算

についてを一括議題とします。

以上の６件については、予算審査特別委員

会に付託してありましたので、予算審査特別

委員長の報告を行います。

宮田勇予算審査特別委員長。

（宮田勇予算審査特別委員長登壇）

○ 予算審査特別委員長 宮田勇

平成21年度予算審査特別委員会委員長報告

予算審査特別委員会委員長の宮田勇でござ

います。３月13日の本会議において、予算審

査特別委員会に付託されました議案は、議案

第６号、平成21年度久米島町一般会計予算。

議案第11号、平成21年度久米島町国民健康保

険特別会計予算。議案第12号、平成21年度久

米島町老人保健特別会計予算。議案第13号、

平成21年度久米島町後期高齢者医療特別会計

予算。議案第15号、平成21年度久米島町水道

事業会計予算。議案第18号、平成21年度久米

島町下水道事業特別会計予算の６会計でああ

ります。

３月16日、17日、18日の３日間にわたり、

各款毎に予算科目を分割して行いました。執

行部から関係職員の出席のもと、慎重に審査

を行いました。予算審査特別委員会で多くの

質疑がありましたが、その中から要点を抜粋

して報告いたします。

まずはじめに、平成21年度久米島町一般会

計予算の審査状況の概要について報告しま
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す。

鉱山税の徴収方法についての質疑に対し、

鉱山税の徴収方法については、前年度の実績

を業者からの申請に基づいて賦課徴収してい

るとの答弁であります。

固定資産税について、新築された家屋に対

して評価漏れはなかったか。また、課税評価

の方法についての質疑に対し、業務上の遅れ

で、評価及び課税が遅れた部分が何件かあり

ます。また、課税評価に関しましては、職員

が課税評価し、問題がある場合は固定資産評

価委員で審議をしておりますという答弁でし

た。

町有地の売り払い収入に1千500万円を計上

されているが、予定地はという質疑に対し、

阿里分譲地の２件分を予定していますという

答弁でありました。

税金の滞納者に対して法的処置を取ったこ

とがあるかという質疑に対し、悪質な滞納者

に対しては、不動産及び物件の差押えを少数

実施しておりますという答弁でした。

バーデハウスや楽天誘致で経済効果が大き

いといわれているが、どのように納税関係に

反映されているかという質疑に対し、楽天の

経済効果は、りゅうぎんの調査部の試算では

約33億円の試算が出ていますが、税収に関し

てはなかなか試算できない状況であるという

答弁でした。

防衛施設周辺整備交付金をもっと増額する

方法はないかという質疑に対し、国・防衛省

及び沖縄防衛局と５、６回要請していますが、

まだ増額は今のところありません。引き続き

鳥島射爆撃場も含めた特定調整交付金の増額

を要請しているところでありますという答弁

でした。

町有地の貸地料の単価はいくらか、また契

約方法はという質疑に対し、畑については平

米５円、宅地については、周辺の貸地価格に

よって若干変わります。また、契約方法につ

いては、個人との契約で基本的には１年間で

すという答弁でした。

償却資産で予算計上されているが、その内

容の説明についての質疑に対して、各事業書

の事業に要する機械設備等について事業所か

ら申告し、それに対する課税ですという答弁

でした。

職員が多いと言われている中、新規採用者

が３名もおり、果たして町予算の効率的な運

用が可能か。また、職員の減り方が進まない

ような気がするがという質疑に対し、今年３

名採用したのは、集中改革プランの職員定数

削減の計画より早く進んでいるので前倒しで

の採用となります。給与水準についても、減

額した状況で町村の平均ぐらいのラスが91.2

％で、今の財政状況に合わせて妥当だと思い

ますという答弁でした。

ＦＭ放送は民間に運営させると言っていま

すが、経営が赤字になれば町が負担するのか

という質疑に対し、赤字、事業が立ちゆかな

いという部分までは想定の中には入れており

ませんので、民間に頑張ってもらうというこ

とを前提にしておりますという答弁でした。

公営墓地設置等支援事業とあるが、場所は

どこかという質疑に対し、事業は20年度で実

施調査は終え、引き続き21年度墓地基本計画

を策定し、各地域ごとに区域を設定し地域指

定をする予定ですという答弁でした。

儀間保育園に町の職員を派遣し、町の予算

から給与を補填している現状で純民営化だと

認識していますかという質疑に対し、民営化
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として考えておりますという答弁でした。

介護保険広域連合からの事業に対応できて

いるかという質疑に対し、給付金の枠の範囲

内で対応できていますという答弁でした。

保育士の臨時職員の賃金が増額となってい

るのはなぜかという質疑に対し、時給制から

嘱託で月給制に変わったため、その分の増額

ですという答弁でした。

大型遊具購入費が予算計上されているが、

どこの保育所を予定しているのか。また、そ

の安全性は十分なのかという質疑に対し、久

米島保育所が一昨年の大型台風で使えなくな

りましたので久米島保育所を予定していま

す。また、安全性については、国等からお通

知等で徹底して安全確認指示や、日頃から安

全性について十分指導していますという答弁

でした。

堆肥センターは予算からすると、今年度は

赤字がでることはないと理解してよいか、ま

た、随時農家の求めに応じて年中供給可能か

という質疑に対し、あくまでも予算上ではあ

りますが、作ったものが全部売れれば黒字に

なる見込みです。また、年中供給は可能と考

えていますという答弁でした。

空港測候所が、国の行革で廃止撤退され、

その業務委託が空港管理事務所になっている

と思うが、委託料はいくらかという質疑に対

し、委託が今年12月１日から町が請け負いま

して、委託料は約760万円で契約しています

という答弁でした。

久米島紬貸付返済金は計画通り平成24年度

まで返済可能かという質疑に対し、年間60万

円の償還で10カ年を予定し、残額については、

その時点において状況を踏まえて、その後の

償還については協議をするという答弁でし

た。

ウミガメ館の運営について、改善計画がな

されているかという質疑に対し、今後につい

て民間委託についても努力していきますが、

その間、町直営で経費の節減を図りながら進

めていきたいという答弁でした。

消防職員の約半分が役職をついているが、

その状況で命令系統が末端までとどくかとい

う質疑に対し、役職であっても縦社会の職場

であり、そういうことは徹底していますとい

う答弁でした。

育英資金について、現在の状況はどうなっ

ているか。また、返済期間はあるかという質

疑に対し、平成20年度は５名の貸し付けがあ

りました。また、返済期間は卒業してから15

年ですという答弁でした。

給食費の滞納繰越金が確か800万円あった

と思うが、千円が計上されているがという質

疑に対し、企画財政課と決算で不能欠損処理

も含めて調整することで、千円の費目存知で

計上していますという答弁でした。

公営住宅の滞納繰越金が多くなっている

が、保証人からは取れないかという質疑に対

し、保証人には正式な文書のやり取り等は行

っていませんが、電話督促を行った経緯はあ

りますという答弁でした。

学校統廃合は、幼稚園だけか、小・中学校

の統廃合も併行して論議されているかという

質疑に対し、検討委員会の中で調整をしたい

と考えていますという答弁でした。

次に、平成21年度久米島町水道事業会計予

算について。

累積欠損金は、何年度までは消せるかとい

う質疑に対し、平成21年度に無くなる見込み

でありますという答弁でした。
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水道料金の未収金は不能欠損処理すること

はできないかという質疑に対し、２年過ぎれ

ば不能欠損としてあげますが、水道料金を支

払いにこれば10年過ぎても取れますという答

弁でした。

次に、平成21年度久米島町下水道事業特別

会計予算について。

町営住宅の下水道料金の負担はという質疑

に対し、使用料については個人負担という答

弁でした。

下水道建設費の工事請負額が計上されてい

るが、工事の場所はどこを予定しているのか

という質疑に対し、美崎地区の真謝地内で管

路の敷設を700ｍ予定していますという答弁

でした。

次に、平成21年度久米島町国民健康保険特

別会計予算について。

滞納繰越額が大きいが、今までの累積分も

含んでいるのかという質疑に対し、今までの

分も含んだ額になりますという答弁でした。

保険料の納付率は何パーセントかという質

疑に対し、納付率は２月末現在で68.26％で、

前年度より２ポイント上がっていますという

答弁でした。

特定健診が今年度の目標35％はぎりぎりに

達成されているが、県内で何市町村あるかと

いう質疑に対し、本島の市町村につきまして

は、ほとんどが達成できておらず、離島を合

わせて約５、６カ所だと思いますという答弁

でした。

バーデハウスを造った目的が医療費の軽減

化と観光誘客目的だと思うが、医療費がどの

程度軽減されているかという質疑に対し、医

療費自体は極端な減額にはまだつながってい

ない状況ですという答弁でした。

次に、平成21年度久米島町老人保健特別会

計予算について。

老人保健特別会計予算については、特に質

疑はありませんでした。

次に、平成21年度久米島町後期高齢者医療

特別会計予算について。

保険料の納付方法はという質疑に対し、年

金から天引きする特別徴収と、年金額が少額

受給者については、普通徴収で国保同様、納

付書を送っておりますという答弁でした。

後期高齢者医療制度について、高齢者の方

々から、窓口で反対という意見を述べる方々

はいるかという質疑に対し、年金生活の厳し

い中で保険料を支払うのは、きついと言う声

がだいぶありますという答弁でした。

その他、町税、給食費、公営住宅使用料、

保育料、水道料、下水道使用料等の滞納繰越

分については、徴収率向上を図り、町の収入

財源の確保に向けて、最大限の努力をするよ

うにと、各委員から強い要望と指摘がありま

した。

以上が予算審査特別委員会に付託されまし

た、一般会計、水道事業会計、特別会計いつ

いて、質疑の概要を申し述べました。予算審

査特別委員会でたくさんの質疑が出ました

が、多くの面で割愛させていただきましたこ

とをご容赦下さい。

質疑を終了し討論に入りましたが、賛成、

反対の討論もありませんでした。

続いて採決に入り、議案第６号、議案第11

号、議案第12号、議案第13号、議案第15号、

議案第18号は、全委員をもって原案のとおり

可決すべきものと決定しました。

以上で委員長報告を終わります。

（宮田勇予算審査特別委員長降壇）
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○ 議長 山里昌輝

以上で委員長の報告を終わります。

委員長報告に対する質疑を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。従って、議長報告に

対する質疑は省略することに決定しました。

次に、議案第６号、平成21年度久米島町一

般会計予算について、これから討論を行いま

す。

○ 議長 山里昌輝

休憩します。（午前10時32分）

○ 議長 山里昌輝

再開します。（午前10時33分）

これから討論に入ります。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第６号、平成21年度久米島

町一般会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第６号、平成

21年度久米島町一般会計予算については、委

員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第11号、平成21年度久米島町国

民健康保険特別会計予算について、これから

討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第11号、平成21年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを採決

します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第11号、平成

21年度久米島町後期高齢者医療特別会計予算

については、委員長報告のとおり可決されま

した。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第12号、平成21年度久米島町老

人保健特別会計予算について、これから討論

を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第12号、平成21年度久米島

町老人保健特別会計予算についてを採決しま

す。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第11号、平成

21年度久米島町老人保健特別会計予算につい

ては、委員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第13号、平成21年度久米島町後

期高齢者医療特別会計予算について、これか

ら討論を行います。
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討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第13号、平成21年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを採

決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第13号、平成

21年度久米島町後期高齢者医療特別会計予算

については、委員長報告のとおり可決されま

した。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第15号、平成21年度久米島町水

道事業会計について、これから討論を行いま

す。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第15号、平成21年度久米島

町水道事業会計についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第15号、平成

21年度久米島町水道事業会計については、委

員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 山里昌輝

次に、議案第18号、平成21年度久米島町下

水道事業特別会計予算について、これから討

論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、議案第18号、平成21年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを採決し

ます。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。本案について委員長報告のとおり賛

成の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、議案第18号、平成

21年度久米島町下水道事業特別会計予算につ

いては、委員長報告のとおり可決されました。

日程第６ 久米島町議会会議規則の一部を

改正する規則について

○ 議長 山里昌輝

日程第６、発議第２号、久米島町議会会議

規則の一部を改正する規則についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

11番宮里洋一議員。

（宮里洋一議員登壇）

○ 11番 宮里洋一議員

発議第２号 平成21年３月27日

久米島町議会議長 山里昌輝殿

提出者 久米島町議会議員 宮里洋一

賛成者 久米島町議会会議 翁長学

久米島町議会会議規則

の一部を改正する規則

上記議案を地方自治法第112条及び会議規

則第14条の規定により提出する。

提案理由



- 122 -

地方自治法（昭和22年法律第67号）の一部

を改正する法律（平成20年法律第69号）の公

布に伴い、法第100条第12項に「議会は、会

議規則の定めるところにより、議案の審査又

は議会の運営に関し協議又は調整を行うため

の場を設けることができる。」の規定が新た

に設けられた。

このことにより、議会活動としての全員協

議会を会議規則に規定するものである。

（宮里洋一議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、発議第２号、久米島町議会会議

規則の一部を改正する規則を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、発議第２号、久米

島町議会会議規則の一部を改正する規則につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第７ 那覇空港拡張整備に関する意見

書について

○ 議長 山里昌輝

日程第７、発議第３号、那覇空港拡張整備

に関する意見書についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

４番宇江原総清議員。

（宇江原総清議員登壇）

○ ４番 宇江原総清議員

発議第３号 平成21年３月27日

久米島町議会議長 山里昌輝殿

提出者 久米島町議会議員 宇江原総清

賛成者 久米島町議会会議 安村達明

那覇空港拡張整備に関する意見書

上記議案を、別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

那覇空港は、滑走路が１本で発着回数が年

間12万回に達しており、滑走路１本の空港と

しては福岡空港に次いで２番目となってい

る。また、年間24万トンの貨物も取り扱われ

ております。このままでは、2015年頃には将

来の需要に対応できないおそれがあると国土

交通省による総合調査結果が出ており、是非、

滑走路増設の拡張が必要である。

よって、本町議会は那覇空港の整備拡張に

ついて強く要望するため、本案を提出する。

那覇空港拡張整備に関する意見書

那覇空港は、航空輸送のほかに高速輸送手

段がない離島県沖縄にとって、県民生活や経

済活動を支える重要な施設であるとともに、

沖縄県が目指すアジア・太平洋地域における

国際交流・協力拠点形成を通じた特続的な振

興発展に欠くことのできない中核施設であり

ます。

那覇空港の現施設については、国と沖縄県

が実施した「那覇空港の総合的な調査」にお

いて、2015年頃に航空旅客需要の増加に対応

できないとされており、第２滑走路の早期整



- 123 -

備が求められているところであります。

また、第２滑走路は、航空機事故などの際

の代替機能確保の面からも非常に重要な施設

となるものであります。

那覇空港拡張整備については、去る12月15

日に構想段階ＰＩ（パブリック・インボルブ

メント）がスタートし、新滑走路と現滑走路

の離隔距離1,310ｍ案と850ｍ案の２案につい

て県民等の意見を募集しているところであり

ます。

構想段階ＰＩの資料によると、1,310ｍ案

は850ｍ案より後期が短く、事業費も安くな

っており、また長期展望においても空港能力

の向上のみならず、運用面や利便性の向上を

最大限図ることができる案であります。

また、那覇空港の整備拡張については、地

域拠点的な空港として、国内航空のネットワ

ークの充実や東アジア等の諸外国との直接交

流を促進し、沖縄県が目指す観光客１千万人

の達成や国際物流関連産業の戦略的な展開な

どを視野に、沖縄の50年、100年先の将来発

展をも展望しなければならないと考えるもの

であります。

さらに、那覇空港が所在する那覇市や近隣

町村の豊見城市、糸満市からも空港機騒音の

低減及び大嶺崎や瀬長島への影響等に対する

懸念から、1,310ｍ案を要望する意見書が出

されているところであります。

よって、那覇空港の拡張整備につきまして

は、下記の事項を実現されますよう強く要望

いたします。

記

１．新滑走路と現滑走路の離隔距離を1,310

ｍ以上確保し、早期に整備すること。

２．事業実施にあたっては、漁業などへの影

響にも十分配慮すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意

見書を提出します。

平成21年３月27日

沖縄県島尻郡久米島町議会

【提出先】

内閣総理大臣、国土交通大臣、財務大臣、

沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄県総合事務

局長

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 山里昌輝

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

(多数の｢異議なし｣の声あり)

○ 議長 山里昌輝

異議なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 山里昌輝

討論なしと認めます。

これから、発議第３号、那覇空港拡張整備

に関する意見書についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 山里昌輝

全員挙手です。従って、発議第３号、那覇

空港拡張整備に関する意見書については、原

案のとおり可決されました。

○ 議長 山里昌輝

以上で本日の議事については全て終了しま

した。

３月11日から長期にわたりました本定例会

は、予定されておりました全議案が議員各位
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並びに執行部のご協力により無事終了するこ

とができました。ここに感謝を申し上げます。

これにて平成21年第２回久米島町議会定例

会を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前10時45分）
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